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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
























口絵・本文イラスト　パルプピロシ

口絵・本文デザイン　越阪部ワタル
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　01　他の人から見たらどんなにくだらない目的でもね、本人にとっては超が付くほど本気なんだよ……だから生温かい眼で見守ってあげてください




　夜よ侘わびの覚かく醒せいしたあの日から、一ヶ月以上が過ぎようとする時期──梅つ雨ゆ時どきを過ぎて夏の始まり、朝の陽ひ射ざしが麗うららかに降り注ぐ教室内にて──下しも野の根ね隆たか良らは足を組んで自席に座り、何やらニヒルな笑えみを浮うかべていた。

「ふっ……なんか、学校も久しぶりな気がするぜ。なんつったって──『任務！』……が毎日、忙いそがしいからな。全く──『任務！』……は、一日たりとて俺を休ませてはくれないぜ……まあ──『任務！』……だから、仕方ねーんだけどな……ふっ」

　なぜかやたらと『任務』を強調する隆良に──凜りんとした声が隣となりの席から響ひびいてくる。

「……バカ隆良、何をブツブツ変なコト言ってるの？　クラスメイトの人達に、また変な眼めで見られてるわよ？　まあ、私はどうでもイイけど……」

「ふっ、やれやれ、相変わらずヒーローたる俺様は、羨せん望ぼうを一身に集めすぎて辛つらいぜ」

「いやだから、変な眼でって……奇き異いの眼で、って意味よ？　アンタ、それでいいの？」

　問いかけるのは、魅み神かん──長く艶つややかな金きん髪ぱつで陽光を煌きらびやかに反射させながら、軽く首を横に振ふり、呆あきれがちに頬ほお杖づえを突ついた。

　やれやれ、とため息を吐ついた魅神の端たん正せいな横顔に──不意に隆良が声を掛かける。

「……ところでよ、魅神──足の怪け我が、マジでもう大だい丈じよう夫ぶなのかよ？」

「……へっ？　あ、え……な、何よ、急に真ま面じ目めな顔で……ば、バカ隆良のクセに──」

「いーから、答えろよ。……大丈夫なのか？」

「え、あ、その、う……」

　いつになく真しん剣けんな表情で尋たずねてくる隆良には、いつものふざけた雰ふん囲い気きは微み塵じんも窺うかがえない──まっすぐに顔を見つめられ、魅神は戸と惑まどいがちに答えた。

「だ──大丈夫よ！　だ、大体ねぇ、最初から大した怪我じゃなかったし……入院なんて大げさだ、って言ったでしょ？　これくらい、なんてこと無いんだってば！」

「ホントかよ？　もう……マジで平気なのか？」

「……う、うん、まあ……な、何よ、バカ隆良……ちょっと、心配しすぎよぉ……」

「……そっか……なるほどな……」

　心配されている魅神は何やら頬を朱しゆに染めて、照れ気味に長髪を人差し指の先でくるくると弄いじっているが──次の瞬しゆん間かん、隆良は大きく伸のびをしながら声を上げた。

「っ、はぁ～～～あ……なんだよ、ったくよぉ～……気ぃ遣つかい過ぎて、損したぜ」

「もぉ、意外と心しん配ぱい性しようなんだか──にぇ？　……ちょ、あの……バカ隆良？」

「ったく、そもそも大丈夫なら大丈夫で、しっかりリーダー様に自己申告しとけっつの。最低限の報告は《任務》に携たずさわる者として、当たり前の義務ですよアンダースタァン？」

「………………」

「まあ、今度からは気を付けたまえよ、雷らい轟ごう魅神クン……ハッハッハ──って、あれあれちょいとお前さん？　なんか、ビリビリして──」

「……当たり前でしょ、こんのっ……バカ隆良ぁ～～～！」

「アッ────なんか久々にあばばばば!?」

　調子に乗り始めていた隆良を、魅神の電でん撃げきが久しぶりに襲おそう。怪我人には優やさしい隆良だが、治ったらすぐにこれか、と魅神は息切れしながらこめかみを押さえた。

「はあ、はあ……もう、最悪っ！　こんなんだったら、ずっと怪我してれば──ってイヤイヤ何言ってんのよ、意味分かんないバカじゃないの私」

「あ、あばば……さ、最近は無かったから、油断してたぜ……」

　大きく頭を振る魅神と、ダメージを受け机の上に突っ伏ぷす隆良──と、その時、担任の女教師である切きれ安やす理り香かが教室へと入ってきた。

「はーいっ、みんな、おっはよー！　今すぐ世界が滅ほろべばイイのに～☆」

「理香ちゃん先生、いきなりどうしたんスか!?　朝から物ぶつ騒そうなんですけど！」

　男子生徒がツッコむも、しかし『世界が滅べばいい』と口にした理香は、その明るい口調とは裏腹に目が据すわっている。なぜか朝からキレ気味の彼女は、微び妙みように半笑いの口から衝しよう撃げき的な言葉を吐はき出した。

「はい、えーとね、今日からこのクラスに、新たな仲間が加わることになりました──そう、お察しの通り……転校生ってコトね☆」

「………………へ？」

　理香の発言に、『ちょっと何言ってるか分かんないですね……』と半ば放心状態になった生徒達だが──その直後。

「「「────えええええ!?」」」

「黙だまれよファッキン共……捻ひねり潰つぶすぞ」

「「「………………」」」

　生徒達の大声は、一瞬にして理香の一言に捻り潰された──が、しかし、そこで果か敢かんにも彼女へと立ち向かったのは、眼鏡をかけた真面目そうなポニーテールの女生徒だった。

「ちょっ……ちょっと待ってください！　いくらなんでも、おかしいですよ……だってつい最近、あの……雷轟さんが転校してきたばっかりじゃないですか！　なんで連続で、うちのクラスに転校生が……!?」

「うん、そうね。アナタの言いたいコトも、よく分かる。分かるわ、先生だもの。じゃあね、逆に先生の言いたいコトは、アナタに分かるかしら？」

「え、え？　……きゅ、急な転校手続きが、また大変だった……とか、ですか？」

「……正解！　じゃあ……そんな私が今、一番聞きたい言葉は……分かる？」

「え……あ、う……り、理香ちゃん先生、お疲つかれ様さま、です……？」

「ありがと♪　うふふ、先生、アナタみたいな素す直なおな子は好きよ♪　……いきなりクソみてぇな無茶ァ押し付けてくる上と違ちがって、削けずり下ろしたくなんねぇからな……」

「………………」

　朗ほがらかな対応の直後、身の毛のよだつような威い圧あつ感を放つ理香に、女生徒は何も言えなくなってしまう。が、理香はそこでため息を吐き、事の経けい緯いを説明してくれた。

「はあ……まあ、本当に突とつ然ぜんだったのよー……今日いきなり、校長と教頭のアホが二人して、キミのクラスで転校生を受け持ってくれたまえー、とかアホみたいなコト言い出してね……アホじゃないかしらって、先生、頑がん張ばってアホ共を説得（及および恫どう喝かつ）したけど、あのアホ共なんかアホみたいに口開けてぼんやりなアホ顔で聞きやがらねぇし」

「スゴい勢いでアホって言ってますね！　え、でも……じゃあ悪いのは、校長と教頭!?」

　その事実に、教室内の生徒達が拳こぶしを握にぎり締しめて立ち上がる。

「ゆ、許せねぇ……！　そうやって理香ちゃん先生をこき使おうとするなんて！」

「全くだぜ！　校長と教頭のヤロー、許せねぇぜ！　決して理香ちゃん先生に反はん抗こうするわけじゃないので、捻り潰さないでください！」

「そうよ！　こうなったら直じか談だん判ぱんよ……！　理香ちゃん先生の逆げき鱗りんにだけは触ふれないよう、細心の注意を払はらいながら！」

　校長や教頭よりも、理香ちゃん先生のほうがよっぽど怖こわい面々だ。どうやら理香に抗議するのは避さけ、校長と教頭を責めようという腹積もりらしいが──そこまで黙っていた魅神が、隣の席の隆良に小声で話しかける。

「……あのさ、ちょっと前から思ってたんだけど……このクラス、変じゃない？」

「まあ、担任の理香ちゃん先生がアレだし、こうなるのは必然だろ」

「……やっぱ、変だと思うんだけど……」

　至し極ごく正常な思考を持つ魅神は、どうかそのままでいてほしい。

　さて、生徒達のなかなかの調教具合に、担任である理香は穏おだやかな口調で告げる。

「まあまあ、いくらアホの言うコトでも、決まっちゃったコトだし……あんまり騒さわぎになって大おお事ごとになると、そっちのほうが問題だから……聞き分けて、ね？」

「んなっ……！　そんなっ、理香ちゃん先生は、本当にそれでイイんですか!?　校長や教頭にこき使われてっ……！」

「大丈夫よ、とりあえず校長と教頭には──チョークぶっ放して突き立てといたから」

「………………」

「うふふ、ハリネズミみたいになってたわよ～……なーんて、冗じよう談だん冗談っ☆」

　冗談めかして言う理香に、しかし生徒達は『ああ、本当にやってそうだなぁ』とか『これ以上ツッコんだら、次に突き立てられるのは俺ら』とか考えていたが、何を言ってもどうせ無む駄だだと分かりきっているので──そのうち生徒達は、考えるのをやめた。

　そうして生徒達が納なつ得とく（というか諦てい観かん）し、静かになったのを確かく認にんした理香は、頷うなずきながら話を進めようとする。

「まあ人生、色々あるってね……というわけで、お待たせ、転校生さーん！　さあどうぞ、入ってきちゃってー！　イエーイ☆」

「「「……ぃぇーぃ……」」」

　理香に促うながされるように、力なく拍はく手しゆをし始める生徒達。兎とにも角にも受け入れ態勢は整ったようで、外で待っていた転校生はようやく入って──……こない。いつまで経たっても、ついに拍手が止まってしまっても、一向に扉とびらは開こうとしなかった。

「？　……もしもーし？　どうしたのかしらねー……ちょっと見てくるわ」

　怪け訝げんそうに首を傾かしげた理香が、扉を開いて廊ろう下かに顔を出すと──

「…………えっ」

「……？　理香ちゃん先生、どうしたんスか？　転校生の子は？」

「…………寝ねてるわ」

「…………えっ」

「……立ったまま、寝てるわ……」

「………………」

　微妙な沈ちん黙もくが横たわる教室内に、廊下へ出た理香の「ちょっ、起きなさーい？　ねえ、起きて……おい、起きろコルァ」というドスの利きいた声が聞こえてきた後──ようやく理香が転校生を伴ともなって入ってくる。

「はあ……なんていうか、また問題児っぽい子の登場ね……」

「り、理香ちゃん先生……お疲れ様で──へ？」

　と──その転校生を目にして、教室中の生徒達が一いつ斉せいに目を丸くする。この学校は、高校──しかし転校生というのは随分と小柄で、何とか中学生に見えるか見えないか、というほどの少女だったのだ。

「え、あ、あの……理香ちゃん先生、転校生って、その子……何歳なんですか……？」

「ええ、十二歳で……本来なら、中学一年生ね。……言いたいコトは分かるけど……飛び級とか、そんな感じで解かい釈しやくするしか無いんじゃない？」

「……日本って、飛び級ありましたっけ……」

　やや投げやりな理香の発言に、疑問の声を漏もらす眼鏡の女子生徒──それはともかく、転校生という少女は年ねん齢れいの問題だけでなく、少しばかり普ふ通つうではない様子だった。

　まず目に付くのは、異様に長いサラサラとした黒くろ髪かみ──魅神も大たい概がい長いほうだが、それを軽く超こえている。端正な面おも持もちは紛まぎれもなく美少女と呼べるが──制服ではなく、青と黒を基調にした寒色系の、露出度高めの服を身に纏まとっていた。

　白い肌は雪を彷彿とさせ、透とう明めい感さえ覚えさせる少女に──理香が話しかける。

「んー、それじゃ、色々とツッコみたいコトはあるけど……とりあえず、軽～く自己紹しよう介かいでもしてみましょーかっ」

「……んう、うー……」

「……もしもし、転校生ちゃーん？　聞いてるー？」

　問いかけてくる理香に、しかし転校生の少女は眠ねむたそうに目元を擦こすり──ぼんやりとした表情のまま、自己紹介を始めた。

「……らんぎょく、こおり、ですー……よろしく～……あふぅ」

「……それだけ？　趣しゆ味みとか、他ほかに何かないのかしら？」

「あー、うー……シュミ？　シュミは……だらだら、すごすことです……」

「………………」

「ふあぁ……ねみゅいぃ……」

　気だるげな自己紹介は、どうやら終わりを迎むかえたようだ。理香はもはや無言で、黒板へと歩み寄り──《藍らん玉ぎよく氷こお莉り》とだけ、デカデカと書き記す。それが彼女の名前らしい。

「……はいっ！　私達のクラスに、また個性的な仲間が加わりましたー！　賑にぎやかになるわねー、おめでとー！」

「………………」

「はしゃげよ、お前ら……私だけ、バカみてぇだろぉが……！」

「イヤッフゥゥゥ！　氷莉ちゃん、よろしくね、チックショォォォ！」

　生徒達が、悲しみの大だい歓かん迎げいを叫さけぶ──と、その大声にビクリと氷莉が身体からだを跳はねさせ、寝ぼけ眼まなこで辺りを見回した。

「──ふわっ、ふ、ふかふかベッドがきえちゃった……って、んゆ？　……あっ」

　すると、一点を集中して見つめる氷莉──そんな彼女に対し、怪訝そうに首を傾げていた魅神が小さく呟つぶやく。
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「なんかまた変な子が来たわね……って、あれ？　あの子、なんかバカ隆良のほう、ジッと見てるんだけど……ねえ、バカ隆良──……アンタまで、何ボーっとしてんの？」

「……うーん、いや……なんか、あいつ……どっかで見たような……」

「えっ……何よ、知り合い？　……夜侘ちゃんくらい小さい子と、一体どこで──」

　ジト目で探さぐりを入れようとする魅神だが、言い終える前に──転校生の少女・氷莉が、初めて大きく目を見開き、ガーネットの瞳ひとみを揺ゆらしながら隆良へと駆かけ寄っていき、

「っ……あ、あいたかった、よっ……」

「……へ？　あ、おい、会いたかったって……俺、お前とどこで──」

「──たからお兄ちゃんっ」

　とんでもないコトを口走りながら──ギュッ、と氷莉は隆良に抱だき着いていく。対して、抱き着かれた隆良はといえば、

「は？　……は……はいぃぃぃ!?」

「え、ちょ、バカ隆良……え!?　な、えっ……あ、アンタ、妹なんて居たの!?」

「いや、いねーよ！　俺は完全に一人っ子だっつーのっ！」

「じゃ、じゃあ、なんで……って、いつまで抱き着いてんのよ！　まずは離はなれ──きゃ!?　……つ、冷たい……？」

　抱き着く氷莉を引きはがそうと彼女の肩かたに手を掛かけた魅神だが、やけに冷たい身体に驚おどろき、思わず手を引いてしまう。

「……！　変な子だと思ってたけど……やっぱりこの子、ストレンジャー……！」

　俄にわかに警けい戒かい心を強める魅神を──氷莉が横顔を向けながら、ジト目で見つめる。

「……ぅー、なんで、ジャマしよーとするの……？　──ていっ」

「え────なっ!?」

　氷莉が声を上げると同時に、魅神が目を見開く──なんと氷莉が抱き着いている腕うでの辺りから、隆良の首回りにかけて、一いつ瞬しゆんにして凍こおり付いてしまった。

　さすがに驚く魅神だが──それ以上に災難なのは、隆良である。

「え──ちょ、ひゃ……ひゃっこい、ひゃっこい!?　な、なんだコレ、凍ってる!?　おい、お前……何してくれてんのぉぉぉ!?」

「これで、はなれらんないしー……はふぅ、らくちん、らくちんー」

「ちょ、待って待って……ヤバイ、感覚が無くなってきた……おおお、離せぇ！」

　慌あわてふためく隆良だが、しかし逆に冷静さを取り戻もどしたのは魅神──彼の窮きゆう地ちに何やら電でん撃げきを迸ほとばしらせ、氷莉を睨にらみつけている。

「……とりあえず、ストレンジャーなのは確定として──お兄ちゃんとか意味の分かんないコト言いながら人に危害を加えようとしてるし、アウトロー、ってコトでイイわね？　それじゃ……今すぐここで捕ほ縛ばくしちゃっても、文句は言えないわよね？」

「うぐ？　……うきゃうっ」

　バチリ、魅神が電撃のビットを一つ飛ばし、隆良と氷莉を凍らせて繋つなげている部分に当てると──パンッ、と凍っていたところが弾はじけた。ここまでぼんやりとした表情を崩くずさなかった氷莉も、さすがに少しばかり怯おびえてしまう。

「ぅー、このおねーさん、つよいし、こわいー……たからお兄ちゃん、たすけてぇ……」

「え、ちょ……おい、俺を盾たてにすんな！　つか、魅神も落ち着けよ……そのまま電撃ぶっ放したら、俺まで巻まき添ぞえになっちまうだろ!?」

「大だい丈じよう夫ぶよ、アンタ、電撃に耐たい性せいあるでしょ？　ちょっと我が慢まんすれば、すぐだから」

「耐性あってもキツいんだっつの！　ちょ……マジで落ち着けぇぇぇ！」

　身み震ぶるいして嫌いやがる隆良だが、結果的に氷莉を守るような形になっている。この状じよう況きように際して、氷莉は目を細めながら、満足げなため息を漏らしていた。

「はふぅ……やっぱり、たからお兄ちゃんは、わたしをまもってくれるんだね……うん、うん……くるしゅうないぞー」

「……バカ隆良……アンタ、どういうつもり……？　身を挺ていしてアウトローを助けるなんて、そんなに私と戦いたいのかしら……？」

「いや、誤解だァァァ！　つか、まだアウトローって決まったワケじゃねーだろ！　お、落ち着けって……落ち着いて、電撃を収めよう！　な!?」

　しかしそんな隆良の主張も、あからさまにイラついている魅神には届かない。ちなみに教室内の生徒達は、危険を感じていつの間にやら教室の隅すみへ退たい避ひしていた。

　それにしても問題なのは、隆良に纏わりつく氷莉だ──この窮地において、尚なおも彼に甘え続けている。

「えへへー……くっついてると、やっぱあったかいねー……ね？　たからお兄ちゃ──」

「────ちょーっと待ったぁ───！」

「────んいっ？」

　ここで飛び込んできた『ちょっと待ったコール』──教室の後ろ側の扉を開け放ったのは、淡あわい桃もも色いろの髪を持ち、右みぎ眼め側に眼帯をつけている少女、焔ほむら熾おこし夜侘だ──！

「誰だれに断って、隆良をお兄ちゃんなんて呼んでるの？　隆良の妹ポジションは──このアタシ、『宿命の妹ソウル・シスター』のモノなんだからぁっ！」

「いや夜侘、ちょっと前に『宿命の妹』は返上したんじゃなかったっけ？　なんでまた、勝手に妹とか名乗ってんの？　……つか、何で中学生のお前が高校に──」

「隆良は……ううん、隆良にーには黙だまってて！　これはアタシ達の問題だよっ！」

「にーにって何？　何でちょっと個性出して差をつけようとしてんの？」

　ツッコむ隆良に、しかし夜侘は答えず──彼に抱き着きっぱなしの氷莉へと向き合う。

「そこのアナタ──にゃっ？　……あれ……アナタ、どこかで見たコトあるよーな……」

「！　……きのせい、じゃない？　ていうかー……わたしに、なんのハナシ？　どーでもイイコトなら、ほっといてよー……わたし、あまえるのにいそがしいんだからー……」

「……ハッ!?　ど、どーでもよくないよっ、大事なコトだよっ！　……ていうか隆良に甘えるのを止やめなさーいっ！」

　微び妙みように氷莉に誤ご魔ま化かされている気もするが、しかし夜侘は単純──氷莉を糾きゆう弾だんすべく、ぷんすかと詰つめ寄って行く。

「アナタねっ……隆良のコトをお兄ちゃんとか呼んで、意味分かんないよっ。そんな突とつ飛ぴなコト言われて、隆良だって困ってるじゃないっ。そもそも、隆良は一人っ子だって言ってるし……それなのに、いきなり妹宣言なんてするのは……変な子の証あかしだよっ！」

　夜侘が抗こう議ぎするたび、ブーメランがギュンギュン唸うなりを上げて彼女へ戻っていく気がする。それにしても、先ほど『隆良が一人っ子だと言っていた』のを知っているということは、夜侘はどうやら随ずい分ぶんと前から教室の外にいたようだ。

　そんな夜侘へと、迸らせていた電撃の行き場を失った魅神が小さく呟く。

「ていうか……完全に、夜侘ちゃんが言うな、って感じなんだけど……」

「魅神も黙っててっ！　今、大事なお話の最中なんだからっ！」

「……は、はあ……別にイイけど」

　夜侘が興奮状態で妙みようなことを口走っているせいか、相対的に落ち着いてきた魅神だった。と、そこでのんびりとマイペースに、氷莉が声を上げてくる。

「じゃあ、つまりー……たからお兄ちゃんのいもうとは、アナタだからー……わたしは、たからお兄ちゃんのこと、たからお兄ちゃんって、よんじゃダメなの……？」

「そうっ……いやだから、隆良をお兄ちゃんなんて連呼しないでよう！　そのポジションは、もう売り切れなんだからぁー！」

「……そうなんだー……うん、じゃあ、わかったー。もうよばないー」

「そんなこっ……！　……ふぇ？　え、あ……いいの？」

「うん、いいよー」

「え……でも、あ、えっとぉ……」

　そんなあっさり？　と肩かた透すかしを食くらった夜侘だが──しかし次の瞬間、氷莉はとんでもないことを口走った。

「そのかわり──たからパパ」

「「「────は？」」」

　ちなみに、この「は？」は、隆良・魅神・夜侘の三人が、息ピッタリで同時に発した。突飛がリミットブレイクしているが──氷莉は続けて、魅神を見つめて口を開く。

「……で、みかんママ」

「はい。………………はい？」

　完全に虚きよを突つかれ、目を白黒させる魅神。しかし氷莉は隆良の手を引きながら、とてとてと魅神へと近づいていき、彼女の長なが手て袋ぶくろに包まれた腕うでにも抱き着いていく。

「えっ……えっ、あの、なにっ？　なんなのっ!?」

「は？　お、おい、お前、何を……」

　戸と惑まどう二人を引き寄せ、それぞれの片腕ずつを小こ脇わきに抱き、ふんすっ、と氷莉は胸を張り──

「たからパパと、みかんママ──わたしはふたりの、むすめなのですー」

「「………………」」

「……だめ？」

　くりっ、と首を傾かしげて尋たずねてくる氷莉に──はっ、と正気に戻った魅神が、今度はあたふたと慌てながら口を開いた。

「や、ちょ、待っ……だって、えっ!?　そっ……私がママで、ばっ……バカ隆良が、パパってコトは……つまり、そ、それって──」

　顔を真っ赤にしながら、魅神が横目で隆良を見ると──

「……あ、あん？　なんだよ、魅神……何でコッチ見てんだよ」

「……わた、私、が……バカ隆良と……ふ、ふう……夫ふう婦ふ、ってコト……？」

「？　おい、魅神？　……魅神さんよーい？　……ボーっとして、どうしたって──」

「～～～っ！　だめっ！　だめだめっ！　何言ってんのよ、ダメに決まってるでしょ!?　そ、そもそも、この歳としでママとか、冗じよう談だんじゃないって──！」

　慌てて否定する魅神に──ここで氷莉は、急に悲しそうに上うわ目め遣づかいをしてみせた。

「……どうしても、だめ？」

「えっ、あの、その……そ、そんなの、当たり前──！」

「だめなの？　……ねえ、ママ……みかんママぁ……どうしても、だめぇ……？」

「うっ……あ、や、その、ダメ、っていうかぁ……」

　うるっ、と涙なみだ目めになる氷莉に、思わず母性本能をくすぐられてか、押され気味の魅神が──再び隆良の顔を見て、ぼっ、と頬ほおを赤らめる。

「う、ぐっ……べ、別に、私がやりたいワケじゃないんだからっ……不本意だけど、不本意だけどっ……で、でも、この子が、あんまり言うから、仕方なくっ……！」

「……おい、魅神……お前、まさかとは思うけども……」

「──し、仕方なくよ、仕方なくっ！　だって、どこの子かも分かんないストレンジャーを、放置しておけないしっ……だ、だから、ホント、一時的にっ……ママって呼ばれてあげるだけなんだからぁーっ！」

「いや、その理り屈くつはおかしい。……つか、俺の意見は聞いてくれないワケ？」

　魅神、籠ろう絡らく完かん了りよう──涙目になっていたはずの氷莉は、気のせいか『ちょろい』と言わんばかりに舌を出しているが──そこで夜侘が口を挟はさんでくる。

「……えっと、あの……ね、ねえ？　あ、うー……お、お名前は、えーと」

「？　……こおりだよ、よわびちゃん」

「あ、氷莉ちゃん……にゃっ？　……なんでアタシの名前、知ってるの？」

「！　……えっと……あ、たからパパと、みかんママが、よんでたから……」

「あ、そっか……って、そんなコトよりもっ！」

　何となく誤魔化されている気はしたが、それよりも夜侘には、氷莉の発する言葉が捨て置けない。

「その、ママって……それ、魅神はちょっと違ちがうんじゃない？　ていうか……ほら、えっと、ママ役の人って……もっと適してる人が、目の前にいるっていうかぁ……」

「？　……あ、ところで、よわびちゃんは……たからパパのいもうと……だったよね？」

「！　う、ううん、違うの、アタシは隆良の──」

「じゃあ──おばさん」

「──おばっ──」

「……むふーっ。わたしってば、てきかく……すばらしいー」

　氷莉、渾こん身しんのドヤ顔である──が、夜侘も十三歳の乙女おとめとして、一つ年下の少女におばさん呼ばわりされるのは許せず、勢いよく反論し始めた。

「ちょっ……違う、違うの！　アタシ、ちょっと前に隆良の『宿命の妹』は卒業したの！　だから、だからっ……氷莉ちゃんのおばさんじゃ、ないのーっ！」

「えー……よわびちゃん、めんどくさいー……」

「にゃうっ!?　……う、くうっ……め、めんどくさくてもイイからっ！　あのね、アタシは隆良の『宿星の片割れスター・パートナー』だからっ……相棒だからっ！　おばさんじゃないし、魅神なんかより、アタシのほうがママ役に向いて──」

「えー……でもよわびちゃん、みかんママとくらべると、なんかよわそうだし……にゃーにゃーうるさいから、ペットのニャンコ、ってかんじー」

「ふ──ふぐうっ!?　う、うう……相棒だって言ってるのに……ニャンコってぇ……」

　弱そうだとか、更さらにペット呼ばわりまでされてしまい、打ちひしがれる夜侘ニャンコの肩かたを──何やら勝ち誇ほこった笑えみを浮うかべる魅神ママが叩たたいた。

「まあ、夜侘ちゃんは、ね……能力が覚かく醒せいしてＡランクになったって言っても、まだまだ使いこなせてないし、未熟だし……私の背中を見て、ちょっとは勉強しなさい？」

「む、ううっ……何よ、何よぉっ……ニヤニヤしないでよぉ、魅神のバカぁ……！　なんだったら今ここで、アタシの炎ほのおの威い容よう、見せてもイイんだよっ……!?」

「あら……ニャンコが私に勝てると思ってるのかしら？　ふんっ、上等よ……その眼帯を外して、どこからでもかかってきたら？」

　自信満々の魅神に、本質的には気の弱い夜侘は、うぐっ、と後ずさる。それでも、本当に眼帯を取って戦ってみせようか、と考える気き概がいくらいはあるのだが。

　ちなみに夜侘の眼帯は、前回の一件で彼女の能力が覚醒したため、アリアが特注で作って手て渡わたした物だ。『目視した場所にノータイムで着火』という強力な異能は、しかし逆に言えば『視界を遮さえぎれば着火は不可能』という性質を持っている。そのため、魅神が両手足に特とく殊しゆな長手袋とニーソックスを穿はいているのと同じように、夜侘も耐たい火か性の眼帯を着けるようになったという訳である（耐火性なのは念のため）。

　これによって、眼帯を着けている間は、意図せずあらぬ所へ着火してしまう危険は防げるのだが──しかしこの眼帯、思わぬ弊へい害がいを夜侘にもたらしていた。

「……ふっ、魅神……このアタシにそんな大きなコト言っちゃって、いいのかしら──？　アタシがこの『魔炎を宿せし焔眼イービルフレア・アイズ』の封ふう印いんを解けば──『雷らい神じん』と呼ばれしアナタといえど、きっと無事では済まないわよ……？」

「………………」

　そう──眼帯を装着することで、夜侘の厨ちゆう二に病びようは更に重じゆう篤とくとなってしまったのだ──！

　眼帯──それは『封印』という名の憧あこがれ、永遠のロマン。片目を封じるというその行こう為いに、昂たかぶる気持ちを抑おさえきれないのは、もはや必定。くっ、右みぎ眼めがうずくぜ……そんな一言を呟つぶやくだけで、漲みなぎるパッションは溢あふれて止まらなくなるのだ──百円ショップでも売っているため、非常にお求めやすいアイテムとなっております（オススメ）。

　しかも夜侘は、本当に力を封印するために着けているのだから、尚なお更さらタチが悪い。元から夢見がちだった彼女だ、その趣しゆ向こうがより悪化してしまうのも当然といえる。

　が、しかし──対する魅神は、微び妙みように呆あきれた視線を夜侘に向けた。

「……あのさ、なんか大層な名前付けてるけど……夜侘ちゃん、暴走してた時と違って、火力自体は元に戻もどっちゃってるし……完全に名前負けしてるんじゃない？」

「──にゃっ!?　そ……そんなコトないもんっ！　ま、前と比べたら、すっごい便利になってるし……戦い方次し第だいじゃ、魅神にだって負けない──」

「ホントに？　怪け我がも治った全力の私に、本気で勝てると思ってる？」

「………………」

　ここで言い負かされてしまう辺り、夜侘もまだまだ──と思いきや、隆良の『宿星の片割れ（自じ称しよう）』としては、魅神相手に退ひきたくないのか──夜侘はついに、意を決する。

「っ……や、やってみなくちゃ、分からないよっ……アタシ、魅神と勝負を──」

「たからパパー、みかんママー……わたし、いろいろあって、つかれちゃった……ホケンシツいって、ごろごろしたいー……」

「氷莉ちゃん、ちょっと!?　アタシ今、結構な一大決心で戦いに臨のぞんでるんだけど!?」

「ニャンコとあそんでないで、むすめのおねがい、きいてよー……ねー、ねー」

「ニャンコじゃない！　アタシ、ニャンコじゃないよ!?」

　が、マイペースな氷莉は夜侘を完全にスルーし、隆良と魅神におねだりする。とはいえ、ここで渋しぶい表情をしたのは隆良だった。

「いや、だから俺だって、パパじゃねーし……ていうか、今って本当はホームルームの真っ最中だったしよ、授業もあるからお前のワガママなんて聞いてる場合じゃ──」

「下野根くん、下野根くん……ちょっと」

「？　え、あ……理香ちゃん先生？」

　そこで隆良に声を掛かけてきたのは、何やらにこやかに微笑ほほえむ理香──先ほどまで沈ちん黙もくを保っていた彼女が、隆良の両肩へとおもむろに自身の両手を置いた。

「アホの校長と教頭が、チョーク塗まみれのアホ面づらで言ってたんだけどね……藍玉氷莉ちゃんのワガママは、出来るだけ叶かなえてあげるように、って……てなワケで、下野根くん」

「……は？　ちょっ……あの、なんかイヤな予感が──」

「藍玉さんの面めん倒どうは──アナタと、ついでに雷轟さんに任せまーすっ！　ちょうどストレンジャー同士だし、色々と勝手も分かるでしょ？　そうね、《藍玉氷莉委員》とでも名付けようかしら……うんうん、理香ちゃん先生ってば、名めい采さい配はいっ☆」

「ちょ──だ、だから待ってくれよ！　そんないきなり、冗談じゃねーよ!?　俺の意見、さっきから総無視じゃねーか！　ちょっとは話を聞けって──」

「名采配だよな……？　おうコラ、下野根ェ……」

「イエス・マイ・ティーチャー！　……アルェー？」

　この担任、『絶対遵じゆん守しゆの異能』でも持っているのではなかろうか、と疑う隆良だが──どうも理香の要よう請せいを受け入れてしまったらしい彼に、氷莉がご機き嫌げん顔がおで近づく。

「やったー、じゃあ、たからパパとみかんママ、わたしの……『だらだらイイン』だぁー。じゃあさっそく、たからパパー……おんぶして、つれてってー」

「は!?　なんだよ『だらだら委員』って……って、おい、いきなり背中に乗るなっ！　く、くそっ……なんで俺が、こんな目に……」

　文句たらたらの隆良だが、更にもう一つ、理香から命令を投げかけられる。

「あと、そこの焔熾さんだっけ？　下野根くんのお客さんみたいだし、その子の面倒も、ちゃんと見てあげることー。いいわねー？」

「……なんで俺が、こんな目にぃ……」

　色々と面倒事を押し付けられた気のする隆良が、氷莉を背負いながら教室を出ると──魅神と夜侘も、慌あわててその後を追うのだった。







　保健室に到とう着ちやくした隆良が、氷莉をベッドの上に下ろし、ようやく一息吐つく。どうやら養護教きよう諭ゆは出張中らしく、勝手に使ってしまっている状態だが──氷莉はベッドの上で転がりながら、何やら恍こう惚こつの表情を浮かべていた。

「はぁ……はふぅ～～～……やっぱり、ベッドのうえが、いちばんー……だらだらって、さいこうだよー……はふはふ……」

「お、おいおい、あのなぁ……いくら何でも、自じ堕だ落らくすぎんぞ、お前……」

　呆れる隆良だが、氷莉は聞こえていないようにゴロゴロし続ける。だが意外なことに、魅神はそんな自堕落少女の肩を持った。

「ま、まあまあ……ちょっとくらい、イイじゃない。転校初日だし、疲つかれてるんでしょ？　私も経験あるし、分かるっていうかさ……」

「ぉぉ……さすが、みかんママっ……はなしがわかるぅ～……だいすきー」

「も、もー……氷莉ちゃんってば、ママは止よしなさいってばっ！」

　そんなコトを言いながらも、微妙に満まん更ざらではなさそうな魅神に──隆良は首を傾かしげる。

（……なんで魅神、あんなに氷莉に甘いんだ……？　つか、変に上機嫌じゃね？）

　とはいえ、鈍どん感かんゆえに魅神の気持ちなど分かるはずもない隆良は、彼女達は放置するしかないかと諦あきらめかけ──ため息を吐きながら、夜侘に話しかけた。

「はあ……で、夜侘？　お前、なんでまた、こんなトコまで来てんだよ。俺か魅神にでも、なんか用事があったのか？　……お前の学校だって、休みじゃねーだろ？」

「にゃっ！　……う、うん、休みじゃないけど……えっと、隆良に用事があって……」

「はあ。……で、何だよ……まさか、何かトラブルでもあったのか？　……ヒーローであるこの俺様に、助けて欲しいとか、そういう系の？」

「あ、やっ、違う、違うよっ。え、えっとねぇ……そのぉ……」

　トラブルの襲しゆう来らいを希望してか、目を輝かがやかせる不ふ謹きん慎しんな隆良だが、どうやらご期待に副そえないらしい夜侘は少しばかり慌て──背筋を伸のばし、もじもじと本題を口にする。

「え、えっと……アタシ、隆良にね……お弁当とか、作ってきたんだけど……だからね、それを渡したくって……」

「……へ？　お弁当、って……俺に？　いや、そりゃありがたいけども……それならそれで、学校の前に渡すとか……」

「うっ……そ、そうしようと、思ってたんだけど……どうしよ、どうしよ、って悩なやんでたら、時間だけが過ぎちゃって……それで、さっきみたいな感じに……」

「……あ、ああ、それで、ずっと教室の前にいたのか……？　な、なんだかなぁ……」

「やっ……ずっとじゃないよっ？　誰だれにも見つからないよう、氷莉ちゃんが教室に入るまでは、ちゃんと隠かくれてたっていうか……ちゃ、ちゃんとっていうのも、変だけど……」

　呆れ気味の隆良に、恥はずかしがって目を伏ふせる夜侘。微妙に余よ裕ゆうっぽく見える隆良だが──ところがどっこい、内心では軽くパニック状態にあった。

（お弁当、だと……？　女子の、手作りお弁当、だとッ……!?　『宿星の片割れスター・パートナー』とかワケ分からんコト言ってる、眼帯オプション付き厨二病な夜侘からとはいえッ……漫まん画がの世界くらいでしかお目にかかれないようなシチュエーションッ！　これはッ、興奮せざるを得ないッ！　マジか、マジなのか……現実に存在していたのかァァァ!?）

　パニックになっている理由は、現げん実じつ離ばなれしたシチュエーションに偏へん愛あいを注ぐ、恒こう常じよう的妄もう想そう男・下野根隆良らしいモノだった。

　しかしそんな（アホな）感情を悟さとられぬよう、隆良はそのシチュエーションとやらを味わうため、クールに……あくまでもクールを装よそおって、ゆっくりと手を差し出す。

「まあいっか……んじゃ、ほれ──弁当、くれよ」

「にゃ？　……あ、う、うんっ！　はいっ、これっ……どーぞっ」

　慌てて鞄かばんの中から弁当箱を取り出した夜侘が、それを隆良へと手渡す。ちなみに、この時の夜侘の内心はというと──

（わ、渡しちゃった……ホントに渡しちゃった!?　なにこの、漫画みたいなシチュエーション……アタシ、アタシ……ちょっと大だい胆たんすぎない───!?）

　まあ、隆良と似たようなことを考えているのだった。

　さて、お弁当を受け取った隆良が、ピンク色の可愛かわいらしい布を外し、箸はしを手に持って蓋ふたに手を掛けようとする。

「そんじゃ、早さつ速そく……いただきまーす、っと」

「……にゃっ!?　え、隆良……えっ!?　今すぐ食べる気なの!?」

「？　おお……朝、急いでて食パン一枚しか食ってねーし、腹減ってたから……なんか、問題でもあるか？（早く……早くこのシチュエーションを味わい尽つくしてェ……）」

「え、や、そういうワケじゃないけど……お昼用のつもりだったから、驚おどろいただけで……で、でも、目の前で食べられるのは、ちょっと恥ずかしいっていうかっ!?」

「イイじゃん、どっちにしろ、食うのに変わり無いんだしよ……まあ、そんなワケで、改めていただきますよ、っと」

　平静を装う隆良と、慌てる夜侘──しかし、互たがいの内心は、

（（う、うあぁぁぁっ!?　これが、これが手作り弁当というシチュエーションッ……！　この空気感、なんか異様にむず痒がゆいぃぃぃ!?））

　なんだか、絶ぜつ妙みようにシンクロしていた。さて、それはともかく、パカッ、と隆良が弁当の蓋を開けると──そこには色とりどりのオカズと、数個の小さなオニギリが。

「お、おおっ……？　なんだよ、普ふ通つうにうまそうじゃん……もぐっ。……いや、うん、普通にうまいわ……お前、意外と料理できたんだな？」

「むっ、隆良、失礼だよっ。ていうか、ほら……この前に隆良と沙さ凪なぎちゃんがアタシの家に来た時、パパとママは共働きだから、家でアタシ一人のコト多いって言ったでしょ？　だから、ごはんとかも、割と自分で作るようになってたから……」

「はー、なるほどな……いや、お前もこういうの、ちゃんと出来るんだな。意外だけども、大したモンだぜ」

「えっ……そ、そうかなぁ？　え、えへへ……ま、まあその、隆良の『宿星の片割れ』としては、当然っていうか……何だったら、また作ってあげてもいいよっ？」

「おお、『宿星の片割れ』とかは、相変わらず意味分からんけども……そりゃいいや。楽しみにしてるぜ？（なん……だと……この奇き跡せきのシチュエーションが、再び訪おとずれるっていうのか……？　そんなオカルト、ありえるのか……？）」

　こっそり戦せん慄りつする隆良だが──もぞっ、とそこでベッドのほうで目を光らせる少女が一人。氷莉だ──氷莉が隆良の持つ弁当の存在に気づき、にじり寄ってくるではないか。

「……イイにおい……たからパパ、ねー、ねー……なにたべてるの？」

「ん？　おお……いや、夜侘の弁当をな……まあ、なんつーの？　ヒーロー様にのみ降って湧わいてくる、シチュエーションという名の特権っつーか？」

「わたしも、たべたーい……たからパパ、あーん」

「は？　い、いや、あーん、って……おいおい……」

　ベッドの上から身を乗り出し、雛ひな鳥どりのように口を大きく開ける氷莉──食べさせろ、というコトなのだろうが、そこで夜侘が怒おころうとする。

「むっ……それは隆良に作ったんだから、氷莉ちゃんが食べちゃ──ハッ!?」

　しかし途と中ちゆうで言葉を止め、策さく謀ぼうを脳のう裏りに巡めぐらせる夜侘──ここで氷莉のご機嫌を取れば、もしかすると魅神から『ママ役』を奪だつ取しゆできるかもしれない。そう、ママといえば、手料理ではないか──これはまさに、千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンス──！

　そんなことを考えながら黙だまり込んでしまった夜侘に、隆良が心配して語りかける。

「おい、夜侘……どーした？　おーい、食わせちまっても、イイのか？」

「……うん、いいよ、隆良。氷莉ちゃんに、食べさせてあげて？」

「へ？　あ、ああ、いいのか？　なんか、急に気前がいいな？」

「パパー……あーん、って……おくち、つかれてきたよう……」

　いい加減、待ちくたびれている氷莉に、『仕方ねーな』と隆良が弁当箱から卵焼きを一つ箸で摘つまみ、それを彼女の口に放ほうり込んでやる──と。

「！　こ、これっ……なかなかだねっ……おいしーよ、イガイにもっ」

「意外って失礼なんですけどっ！　って、そうじゃなく……うふふ、氷莉ちゃん、どーお？　ママの手料理だよっ……おいしい？」

「おりょうり、できるなんて……よわびちゃんっ、はいすぺっく・ニャンコだねっ」

「ニャンコから離はなれてぇぇぇ!?　なんでアタシ、そう頑かたくなにニャンコ認にん定ていされてるの!?　お料理の出来るニャンコなんて、存在しないよっ!?」

　なかなかニャンコの名を返上することの出来ない夜侘だった。

「……ねえ、バカ隆良……」

　と、そこでおもむろに口を挟はさんできたのは、魅神──夜侘が作ったというお弁当を眺ながめながら、隆良へと語りかける。

「……ちょっと、聞きたいんだけど」

「……んあ？　いきなりなんだよ？」

「あのさ……その、お弁当？　とかって……アンタ、嬉うれしかったりするワケ？」

「……はぁ!?　べ、別にっ……別に嬉しい素そ振ぶりなんて見せてないんですけどぉぉぉ!?　ただちょっと、もらった時にテンション上がりまくって、妄想の真まっ只ただ中なかにどっぷり浸つかっちまっただけで……それだけなんですけどぉぉぉ！」

「めちゃくちゃ喜んでるじゃない。……でも、そっか……そういうの、嬉しいんだ」

「はあ、はあ……って、あん？　おい、魅神……魅神？　……なんだよ、また急に黙りこくっちまって……」

「……お料理、かぁ……まあ私なら、余裕でしょ……適当に、こう……焼いたり煮にたりすれば、イイだけだし……」

　息切れ気味の隆良が首を傾げ、魅神の名を呼ぶも、全く上の空──魅神が何を考えているのかは定さだかでないが、こうなると返事は期待できない。

　さて、それはそれ──氷莉にニャンコ呼ばわりされ続けている夜侘が、微び妙みように憔しよう悴すいしながら言葉を漏もらした。

「ぅぅ、氷莉ちゃん、ひどいよう……せっかく隆良に作ったお弁当、食べさせてあげたのに……って、にゃ？　あれっ、そういえば、さっきの……」

　つい先ほど、隆良と氷莉の間で行われた一連の行動の危あやうさに、ふと気が付く。

（隆良の使ってたお箸で、あーん、って……か、間接キスじゃないの!?　しかもパパとか言ってるけど……言ってるだけで他人でしょぉ!?　子供っぽいけど、アタシと一つしか違ちがわないし……こ、氷莉ちゃんって、まさか……思ったより油断ならない子!?）

　というか、そもそも何者なのか──そういえば夜侘だけでなく隆良も、氷莉のことは知らないも同然のはず。それにしては、割と自然に溶とけ込んでいるような気がする彼女は、一体──と、氷莉の顔をマジマジと眺めていた夜侘が、不意に既き視し感に襲おそわれた。

「？　アレ、氷莉ちゃん……うーん、どこかで見たよう──なっ!?」

「……夜侘？　……おい、どうかしたのか？　こめかみ押さえて……頭でも痛いのかよ？　おい……おーい？」

「っ……！　あ、隆良……ぅ、え、えっと……ね」

　右側のこめかみ──というか眼めの奥が痛むかのように、その部分を押さえていた夜侘だが、隆良に問われて自身に生じた違い和わ感を説明する。

「その……氷莉ちゃん、どこかで見たコトあるな、って思って……それで、思い出そうとしてたら、なんか頭が痛く……なっちゃって……っつ！」

「え、お前もアイツに見覚えあるって？　……って、おい……大だい丈じよう夫ぶかよ!?」

「だ、だいじょ──うっ!?　うっ……くうっ～～～…………あっ!?」

「!?　よ──夜侘!?」

　こめかみを押さえて痛がる夜侘を、隆良が心配するも──当の夜侘は、何か胸の痞つかえが取れたようにスッキリとした表情をしていた。

「思い出したっ……思い出したよ、隆良っ。アタシ、あの子に会ったコトある……！　しかも、つい最近……二回くらいっ」

「え、お、おお……マジか？　でもつい最近なのか……俺がアイツのコト見たの、かなり昔のコトだった気がするから、俺とは違うのかもな……」

「えっ。あ……それなら、隆良の言う見覚えって、アタシのとは違うと思う……とりあえず、アタシが一番最近に見たのは……本当に、ついこの間のコトだから……」

　ぼそぼそと話し合う二人に、当の氷莉はそっぽを向き──しかし何となく、微妙にソワソワとしているようにも見える。

　そして、夜侘は──ついに決定的な発言を、口にした。

「アタシが、氷莉ちゃんを見たのは──ううん、会ったのは──アタシが、暴走した日」

「……なにっ!?　おい、それ……まさか──」

「……アタシの能力を覚かく醒せいさせた……幽ゆう霊れいさん、と似てる……暗くて顔はよく見えなかったけど、どう見ても、同一人物だと……思う」

「………………」

　ゴクリ、喉のどを鳴らす隆良と夜侘──もしそれが本当なら、一大事ではないか。夜侘の暴走が落ち着いてから、その後日、夜侘の証言を元に捜さがし回ったものの、結局は見つけることの出来なかった『幽霊のような少女』──その本人が、今ここにいる。

　一体、何が目的なのか──？　まさか、何か良からぬ事を企たくらんでいるのではないか。緊きん張ちよう感に包まれ、『ゴゴゴゴゴ』と効果音が鳴りそうな空気の中、隆良と夜侘の視線を集中的に浴びていた氷莉が、ゆらり、ゆっくりと夜侘のほうを向き──

「……あ、どーも、おひさしぶりー……てへぺろ☆」

「軽ぅぅぅぅい!?　ちょ、待ってよ氷莉ちゃん、軽すぎない!?　アタシ、あなたのせいで、割と本気で大変な目に遭あったんだよっ!?」

「えー……よわびちゃんが、ちからがほしい、っていったくせにー……ていうか、いくらなんでも、きづくのおそすぎだよー……？」

「にゃっ!?　いやっ、そうだけどっ……でも、あうっ……ぅぅ、なんか、いまいち納なつ得とくしきれないよぅ！」

「よわびちゃん、ワガママー……ニャンコだし」

「だからニャンコじゃにゃいってぇ！」

　ちょっぴり噛かみつつ否定する夜侘は説得力に欠けるが、そこで割り込んできたのは、隆良──いつになく真しん剣けんな表情で、氷莉と向き合っている。

「おい、お前……氷莉？　……ちょっと聞きたいんだけどよ」

「？　なーに、たからパパー……って、ぅ……あの、おかおが、こわいよー？　スマイル、スマイルー」

「いいから、ちゃんと答えろよ。……夜侘の異能を覚醒させたのは、本当に──お前で、間違いないんだな？」

「ぅ……う、うん、そうだよ……わたしが、やったん、だけど……」

「……そっか、なるほどな……よく分かった」

　確認し、納得した隆良は、不意に氷莉から背を向け──何やらポケットからメモ帳を取りだし、そこに書き込み始めた。

　そんな隆良に、氷莉が珍めずらしくオドオドとした素振りを見せる。

「……あの、たからパパ……も、もしかして、おこってるの？　でも、えっと、わたしも、あんなになるって、おもってなかったし……わかんなかったし……」

「──氷莉、お前が夜侘を覚醒させたのは、夜侘自身が『力が欲ほしい』って言ったからなんだよな？　でもよ……本当に、それだけなのか？」

「……えっ？　それ、どういうイミ……？」

「だから……本当は、誰だれかに頼たのまれて、夜侘の異能を覚醒させたんじゃないのか、って」

「………………」

　その質問に、暫しばし沈ちん黙もくした氷莉だが──つっ、とそっぽを向きながら返事をする。

「……し、しらないよ。べつに、だれにもたのまれてないし」

「…………本当か？」

「……う、うん、ほんとーだよ、たからパパ」

　こくこくと頷うなずく氷莉の反応は、微妙に不自然だが──そっぽを向いているし、これ以上は答えてくれなさそうだと判断し、隆良はそれで納得することにした。

　そこで、更さらに夜侘が隆良へと、もう一つの既視感について言げん及きゆうする。

「あ、ていうか、隆良っ……隆良も前に、アタシと一いつ緒しよに氷莉ちゃんを見たコトあるんだよっ。ほら、アタシさっき、『二回見た』って言ったでしょ？　……その内の一回なんだけど、覚えてない？」

「……へ？　そ、そうだっけ？　それ、いつの話だ？」

「ほら、結構前だけど、皆みんなで図書館に行った時……ルリさんがまだチームにいた時でね、『人類進化論』とか『異能疾しつ患かん論』の話をアリアお姉さまから聞いた日のコトだよっ。あの後、医務室でアリアお姉さまがノートパソコンで動画を見てて……」

「……ああ、思い出した！　その動画に映ってたの……確かによく見れば、氷莉に似てたような気がするな！」

　ぽん、と手を叩たたく隆良──その時の動画は微妙に不ふ鮮せん明めいで、ほんの一いつ瞬しゆんしか見ていなかったので印象も薄うすかったが、思い出して比べてみると氷莉にしか思えなくなる。

　では、隆良が今日、氷莉を見た時に感じていた既視感は、そこから来るのだろうか──いや、それも違う気がする。アリアのノートパソコンに映っていた氷莉と思おぼしき人物を見た時も、同じように既視感を覚えていたはずだ。

（じゃあやっぱ、もっと前に会ってたのか……？　でも、覚えてねーし……うーん）

　思い出そうとしても、記き憶おくに靄もやがかかったように、どうも上う手まくいかない──が、思い出せないモノは仕方ない、と隆良はスッパリ割り切る。

　その内、思い出すだろう──前向きに考えながら、隆良は口を開いた。

「つーか、アリアの話が出たから思い出したけど、アリアに報告しないとだよな……仮にもストレンジャーなワケだし、まあアウトローには見えねーけど……それでも、このまま放置するワケにはいかないからな」

　それにアリアのことだ、ノートパソコンで氷莉の動画を見ていた張本人だし、彼女のコトをよく知っているかもしれない。動画を見ていた時のアリアは、何となく焦しよう燥そうしているような顔をしていたし──氷莉はもしかしたら迷子にでもなっていて、そんな彼女をアリアは心配しているという可能性もある。

　まあ、それは今から実際に連れん絡らくを取れば、分かることか──隆良が携けい帯たいを取り出すと、夜侘が軽く頷いて応こたえる。と、話の種になっている氷莉は、

「……あ、あうあう……」

　なぜか、微妙に困ったような顔をしていた。その反応は隆良にしてみれば意味が分からないものの、兎とにも角にも、アリアへの連絡を優先する。

　ぷ、と一瞬だけコール音がした後──即そく座ざに電話に出られた。

『はいはいもしもし隆良くん。キミや皆のお姉さんアリアです。何かな何かな？　授業中ではないのかな？　お姉さんの声が聴ききたくて我が慢まんできなくなったのかい？　いいんだぞ、遠えん慮りよしなくても。朝昼晩、いつだってアリアおねーさんは受け入れ態勢万全で──』

「おおお待てい！　落ちつけ！　電話に出るのも早すぎるし、いきなりマシンガントークぶっ放すな！　まずは俺の用件を聞けぇい！」

『キミがあんまり電話かけてくれないのが悪いのだろう。アレだぞ、おねえさんは寂さびしがり屋やさんなのだぞ。いつも仕事やら何やら大変で疲つかれ切っているこの私を、労ねぎらおうという心がキミにはイマイチ足りないというかだな──』

「わかった、悪かったから！　その話は、後で聞くからっ……ええいっ、用件を簡潔に話すぞ!?　実は……夜侘の異能を覚醒させた、例のストレンジャーを──発見した」

『へえ。……でな、大体にして、キミはいつもいつも私に対して冷たいぞ。もうちょっと積極的に構えというのだ。そう、簡単に言うと……撫なでろ、抱だきしめろ、甘やかせ。それくらい、もっとしてくれたっていいだろう？　昨日なんて、私が思いっきり両手を広げてスタンバってたのに、キミは胸を散々凝ぎよう視ししておきながら、結局スルーしおって──』

「いやちょっと待てぇぇぇ！　俺、かなり重大なコト報告したつもりだけど!?　へえ。ってなんだよ！　厳おごそかに『例のストレンジャーを──発見した』とかちょっと溜ため気味に言った分、スッカスカに肩かた透すかしくらった気分じゃい！」

『はは、まあまあ、落ち着きたまえ。で、あー……例のストレンジャーを発見した、と言ったな？　名前は分かるか？　……一体、どこで見つけたのだ？』

　急に真ま面じ目めな声で尋たずねてくるアリアに、隆良も戸と惑まどいがちに返事をする。

「ん、お、おお……名前は、藍玉氷莉だな。やたら髪かみが長くて……で、聞いて驚おどろけよ。コイツ……なんかいきなり、俺と魅神のクラスに転校してきやがったんだよ」

『……ほ、ほー、そうか……それは、あの……驚きだな……？』

「ああ、だろ？　で、どうすりゃイイのか、って相談なんだけども……」

　隆良が指示を仰あおごうとすると、アリアは『ふむ』と一声漏もらし、考えているのか間を置いて──暫しばらく後に、ようやく答えを返してきた。

『そうだな……髪が長くて、藍玉氷莉という名であれば、実はこちらに適合する情報がある──恐おそらく以前、政府で保護していた子だな』

「あ、やっぱそうなのか？　いや、俺と夜侘も、前にアリアのノートパソコンで見た奴やつと似てるな、って話してたんだよ。でも、そっか……じゃあやっぱ、迷子にでもなってたのか？　いや、それで転校してくるって、意味わかんねーけどな」

『ん、まあ、そうだな……どうやら車での移動中の事故で、行方ゆくえ不明になっていたようだ。隆良くん達が見つけてくれたのなら、良かったよ』

「おお、そーだな。そんじゃ早さつ速そく、迎むかえに来てやって──」

『……いや──その必要は、ないな』

「……へっ？」

　アリアの思わぬ発言に、隆良も思わず気の抜ぬけた声を出してしまう。しかし思いがけない発言は、そのまま続くことになった。

『呆あつ気けに取られる気持ちは分かるが、まずは冷静に聞いてほしい。彼女がストレンジャーなのは、キミも既すでに知っているだろう？　しかも、彼女は高位の──Ａランク・ストレンジャーとして認にん定ていされている』

「……ん、んなっ!?　いや、そりゃ、何となくそれなりのヤツだと思ってたけど……Ａランクかよ!?　魅神や夜侘と、同じ!?」

『うむ、そうだ。能力は、触ふれるモノを何でも凍こおらせることが出来る《絶対凍とう結けつ》──凄すさまじいのは、物理的にだけでなく、精神を──要するに心を凍らせるコトまで出来るコトだ。夜侘ちゃんのリミッターを外し、異能を覚かく醒せいさせたのは、恐らくコレだろう』

「……物理的に、ってのはともかく……心を？　ってのはイメージしにくいな……でも、とにかくそれで、力を解放か……ちょい待って、そのくだり、メモるから」

『？　なぜメモを取るのだ？』

　なぜかメモを取るために間を置かせた隆良へと──アリアが改めて語りかける。

『……で、話を戻もどすが──そんな彼女は、異能によるトラブルなどの可能性も危あやぶまれていた。しかし氷莉ちゃんが、隆良くんと魅神のクラスへ編入してきたというのなら──キミ達が学校で彼女を見ていてくれれば、トラブルを未然に防げるのではないだろうか、と私は考える。……いや、キミ達になら出来ると、私は信じている。なぜなら隆良くんも魅神も、政府でも屈くつ指しの、非常に優ゆう秀しゆうなストレンジャーだからな！』

「！　お、おお……ま、まあな？　なんだよ、アリア、分かってるじゃねーか……魅神はともかく、まあ俺はな？　確かに優秀っつーかな？」

『そんなワケで隆良くん、氷莉ちゃんは現状のまま、学校に留とどまらせてあげるように。これは命令だから、よろしくな？』

「……あれっ？　俺……もしかして今、かなりメンドクセーこと押し付けられてね？」

　持ち上げられて調子に乗っていた隆良へ、間かん髪はつ容いれず命令をねじ込むアリア。ちょっぴり酷ひどい交こう渉しよう術に首を捻ひねる隆良だが、アリアは彼の思考がまとまらない内に畳たたみ掛かける。

『氷莉ちゃんがどうやって、隆良くん達の学校に辿たどり着いたのか、それは分からない……しかし行方不明だった彼女をキミ達が保護できたのは、ある意味で好都合だったな。隆良くん、氷莉ちゃんを助けてあげてくれよ？　ヒーローとしてな』

「ん、んーむ……氷莉にせよお前の命令にせよ、なんか騙だまされてる気がするし、色々と疑問だけども……まあ、納なつ得とくするしかねーか……弱きを守るヒーローとしちゃな！」

『ふふっ、話が早くて助かるよ。……で、氷莉ちゃんだが……えーと、彼女は恐らく、学校にでも居着きたい、と思っているのではないのかな？』

「へ？　いや、それって微び妙みようだろ……おい、氷莉？」

「？　なーに、たからパパ」

　いきなり話を振ふられた氷莉が顔を上げると、隆良はそのまま尋ねてみた。

「お前、これから泊とまるトコとか、どーすんの？　……政府の人とかに、迎えに来てもらったほうがイイんじゃ──」

「！　……やだっ」

「へ？　いや、ヤダっつっても……それじゃ、どうするって──」

「わたし、ココに……このホケンシツにいる。……ベッドがあれば、しあわせだしー……こーちょーと、きょーとーも、すきにしていい、っていう……こほんっ、いってたよ？」

「へ？　こ、校長と教頭も？　つっても……あー、なあ、アリア？」

　少し困り顔の隆良が、電話越ごしにアリアへ意見を求めようとする。

『ああ、聞こえていたよ、隆良くん。さて、氷莉ちゃんがそう言うのなら、好きにさせてあげなさい。今回の件に関しては、私から上層部に報告しておくし、話も通しておこう。それにその校長さんと教頭さんとやらも、恐らくストレンジャーである氷莉ちゃんをどう扱あつかって良いか分からず、色々と恐る恐るワガママを聞くしかない状態なのだろう……しかし正式に話を通せば、何の問題も無くなるだろうからな』

「は、はあ……本当にいいのか？　お前まで、コイツのワガママ聞き過ぎなんじゃ──」

『はは、そう言うな、隆良くん。というかだな……キミにも、私から命令だ。氷莉ちゃんのワガママは、出来るだけ聞いてあげるコト──いいな？』

「ああ。……は、はあ!?　ちょっ、待てよ！」

　思わず受け入れそうになる隆良だが、アリアが更に積み重ねてきた命令を聞き、少し遅おくれて文句を返す。

「アリアまで、理香ちゃん先生と似たようなコトをっ……保護するのは承しよう諾だくしたけど、ワガママまで聞いてやれって、どーいうコトだよ！　つーか……今でさえパパとか、魅神もママなんて呼ばれてんのに、これ以上に面めん倒どうを見ろって……さすがに冗じよう談だんじゃ──！」

『!?　え、パ……パパ、ママ？　……な、なんだ、それは……どういう意味なのだ？　キミ達は、一体どういう面おも白しろいコトに巻き込まれているのだ……!?』

「いや面白くねぇぇぇよ！　完全なるカオスに身を置いてんだよ、こちとら！　いきなりパパとか呼ばれて、意味が分かんねーんだぞ!?」

『空いていそうなポジションは……ふむ、愛人、か……なるほど、愛は勝ち取るモノとは、よく言ったモノだな……あーでも、私としては、皆みんなでハッピーなのが一番だし……そういうドロドロしたのは、好ましくないなー……』

「いや、お前まで無理に入ってこようとすんなっつーの！　なんでだろう、電話越しだといつも以上に心が遠いね！　まるでお前が別人のようだよ！　混乱しすぎてなんか微妙にポエミーになっちまったわ！」

『うーん……悩なやむよな！』

「悩むな！　俺の話を聞けぇ！　はあ、はあ……」

　息切れする隆良に──アリアは軽く失しつ笑しようしながら、話を締しめくくろうと声を送ってきた。

『まあとにかく、氷莉ちゃんのコトは任せたぞ。私も近々、様子を見に行くからな』

「……へいへい、分かりましたよ。どーせお前、俺の意見なんて聞かないモンな……」

『ふふっ、そう言うな。無茶を言うのは、それだけキミを頼たよりにしている証しよう拠こさ──あ、それと、彼女の存在に関しては、政府の人間相手でも出来るだけ他言しないこと──高ランクのストレンジャーだからな、情報管理など、色々と事情があるのだよ』

「へ？　あ、ああ、そうなんか……分かったよ」

『ああ、よろしく頼たのむ。……あっ、そういえば──』

　ついで、と言わんばかりに、アリアが気安い雰ふん囲い気きで尋ねてくる。

『氷莉ちゃんは──夜侘ちゃんの異能を覚醒させた件について、何か言っていたかい？』

「へ？　あ、あー……夜侘から求められた、とか、あんなコトになるとは思わなかった、とか……そんな感じだったかな？」

『ふむ、なるほど……他ほかには、何も言っていなかったのだな？』

「え、あ、ああ……それだけだったと思うけど」

『……ふむ、そうか、分かった。いや、それだけ聞ければ充じゆう分ぶんだ』

　よし、と一息吐ついて、アリアが今度こそ通話を切ろうと声を送ってくる。

『それじゃ、話は一ひと先まず、終しゆう了りようだ──信しん頼らいしているからな、隆良くん。頼むぞ』

「ん、まあ……色々と歯の間に何か挟はさまってるみてーな感じはするけど……へっ、頼まれちゃあ仕方ねーな。任せとけって！　そんじゃ、またな──」

『ホント、いつでも電話掛けてきていいからな？　というか、一日につき一回くらいは掛けたまえ。なんだったら、深夜でも構わんのだぞ？　いや……それくらいの時間帯のほうが、キミもドコとは言わんが盛り上がるというのなら、それはそれで──』

「切るぞ！　切るからな！　お前と電話してると、話がヤバイ方向に行きそうで怖こわい！」

『むー、隆良くんの、いけずー。……まあいい、それではな』

　それだけ言い残して、通話を切るアリア──何やら、ドッ、と疲つかれた隆良だったが、とにかく氷莉へと簡潔に説明をする。

「あー……お前さ、ココにいてもイイんだとよ。うちの上司が、政府の人達にも、きっちり話つけといてくれるとさ。……良かったな？」

「っ……ほんと？　よかったー……アリアさんに、カンシャ、だねっ」

「ああ。……ああ？　……お前、アリアの名前、なんで知ってんの？」

「！　……た、たからパパが、なまえだしてたから……なんとなく？」

「……そうだっけ？　まあ、確かに名前で呼んでた気も……」

　うーん、と悩む隆良だが、まあそんな重要なコトでもないか、と軽く判断。そのまま、魅神と夜侘に声を掛ける。

「おし、魅神、夜侘、そんなワケで、お前らも氷莉の面倒を見るの、ちゃんと手伝ってもらうぞ……って、魅神？　……おい夜侘、魅神のヤツ、どうしたんだ？」

「あ、うん……えっと、なんか、さっきからずっとあんな感じなんだけど……」

　隆良と夜侘が注目する、『どうかしている』魅神は──何やら考え込むように俯うつむき、ぶつぶつと呟つぶやき声を漏もらしていた。

「うーん、卵焼き、って言うくらいだから……とりあえず、卵を焼けばイイのよね……？　……どうやって焼くのかしら？　電子レンジとかでもいいの……？」

「「………………」」

　何やら、言葉の端はし々ばしから不ふ穏おんさが顔を覗のぞかせているが、触れないほうが賢けん明めいだと隆良達は判断し──隆良は氷莉のほうへと向き直り、握あく手しゆでもしようと手を差し伸のべた。

「まあ、そんなワケで……よろしくな？」

「！　……うん、たからお兄……じゃなくて、たからパパ」

「いや、それ意味が分からんのだけども……あと、俺は校長やら教頭やらアリアと違ちがって、お前をそんなに甘やかす気はねーからな。よーく覚えとけよ」

「えー、そんなぁー……そう、ケチなこといわずにー……」

「誰だれがケチだっつの！　ったく……」

　言いながら、握手をし合う二人を見て──夜侘は何やら眉まゆ根ねを顰ひそめる。

「む、むむー……氷莉ちゃん、やっぱりちょっと、怪あやしいかも……むむむ」

　能力を覚醒させられている経けい緯いもあり、夜侘は一人、危機感を崩くずさないのだった。







　組織の『ストレンジャー対策課研究室』の『室長専用研究室』にて、アリアが一人、隆良との通話を終えてため息を吐く。

「はあ、氷莉ちゃん……まさか、隆良くんと魅神の学校に転校なんてするとは……一体何を考えているのか、まるで読めん子だな……」

　どこか疲れ気味のアリアが、さて、と軽く伸びをしながら、先さき程ほどの隆良への会話に関して思いを巡めぐらせる。

　アリアは隆良に嘘うそを吐き、隠かくしていたコトがある──実のところアリアは氷莉と面識があり、その氷莉の協力を得て、『夜侘の異能の覚醒』を手引きしていたのだ。

　そしてアリアは、前回の夜侘が暴走した事件が、全すべて終わった後──協力者である氷莉と対話していた。その時のことを思い出しながら、アリアは軽くため息を吐く。







　旧市街の一角に佇たたずむ、廃はいビル内にて──アリアはその中の、一ひと際きわ薄うす暗ぐらい一室に潜ひそむ氷莉と対話していた。

『やあ、氷莉ちゃん──キミのおかげで、事は全て上う手まく運んだ。まずはお礼を言わせてもらうよ』

『……いいよ。アリアおねーさんは、わたしをつれだしてくれたから……でもこれで、カリは……かえしたよっ』

　ごろごろと寝ね転ころびながら、ドヤ顔をする氷莉に──アリアは苦笑しながら答えた。

『ふふっ、ああ、これで貸し借りはナシだ。……だから、氷莉ちゃん──ここからは、私からキミへの《お願い》になるのだが──』

『？　……なーに？』

『……頼む──私達のチームに入って欲しい……私達の、仲間になってくれないか？』

『………………』

　アリアの表情は真しん剣けんで、冗談の色は無かった。

　氷莉は少しだけ沈ちん黙もくしていたが、やがてゆっくりと口を開き──

『…………やだ』

『！　……そうか、まあ、素す直なおに《うん》と言ってもらえるとは思っていなかったよ……キミを強制的に連行した政府だ、遺い恨こんもあるだろう。だが──私の話も、聞いてほしい』

『……イコン、とかじゃなくって……とにかく、やだ』

『っ、なぜだっ？　そう言わず……キミとて、こうして一人で居るのはイヤだろう？　私はな、孤こ独どくを嫌きらいながらも孤独でいるしかなかった、そんな悲しい子を知っている……しかしそんな子だって、チームを組むことで、きっと寂さびしさは解消されているはずなんだ。キミだって、チームに入れば、寂しい想おもいなんてしなくてよくなるはずだっ。それに……チームには、キミが兄と慕したう隆良くんもいるし──』

『ちがう……ちがうんだよ、アリアおねーさん。そうじゃないの……』

『……？　なんだ……一体、何が違うというのだっ？』

　問いかけるアリアに対し──ごろごろと寝転がっている氷莉は、しかしその気だるげな状態に似つかわしくない、鋭するどい意見を投げかける。

『だってさー……アリアおねーさんのいってるコト、よくわかんないんだもん……よわびちゃんのイノウをカクセイさせたのって、よわびちゃんのためなんだよね？』

『！　そうだ……それは間違いではないし、偽いつわりでもない。そうしなければならないという、理由があったのだ。だから──』

『うん、べつにそれが、ウソだなんておもってないよー。でも……アリアおねーさんのいってること、ムジュンしてるって、おもうなー……ケッキョク、なんだかんだいって、わたしたちストレンジャーのチカラを……リヨウしたいだけなんじゃないの？』

『！　それは……キミ達の力が、必要なのは、確かだが……それは、キミ達のために……』

　氷莉の容よう赦しやない指し摘てきに、少しばかり落ち込んだように俯いてしまうアリア──しかし氷莉は相変わらずの、のんびりとした口調でアリアに語りかける。

『……べつにね、アリアおねーさんのコト、キライっていうワケじゃないんだよー？　でもさー……わたしはやっぱり、これイジョウは──アリアおねーさんに、キョウリョクできないよー……カリも、もうかえしたしねー……』

『っ……氷莉ちゃん……どうしても、ダメか？　どれだけ頼んでも……受け入れては、くれないのか？』

『………………』

　懇こん願がんしてくるアリアに、氷莉は暫しばし無言でいたが──改めて、返事をした。

『うん、やっぱりダメだよー……だって、わたしには──モクテキが、あるから。わたしはそれだけを、かなえたいの』

『!?　目的……だって？』

　それは一体、何なのか──アリアに、俄にわかに緊きん張ちようが奔はしる。他の何もかもを振ふり払はらい、唯ゆい一いつ求める目的とは──？

　もしかしたら、とんでもない望みかもしれない。聞かないほうがよかったと、後こう悔かいするかもしれない──しかしアリアは、聞かずにはいられなかった。

『こ、氷莉ちゃん……そ、その目的とは……!?』

『……わたしの、モクテキは──たった、ひとつ』

『…………！』

　ゴクリ、唾つばをのみ込むアリア──そして氷莉は、その目的を、ついに口にした──！




『わたしは────だらだら、したい』

『なるほどな……』




　ついに明かされた、氷莉の遠大なる目的──その一言を耳にして、アリアはもはや何も言えず、ただただ納なつ得とくするしかなかったってちょっと待って。

『…………えっ、なんて？　……氷莉ちゃん？』

『わたしは、だらだら、したい』

『うん。うん……うん？　……だらだら？』

『いえす、だらだらっ』

『……Ｏｈ……だら、だら……？』

『だらだら、ごろごろ、そんなまいにち……さいこうっ……』

　何とも単純かつ怠たい惰だな目的だが、アリアは何とか理解しようと必死だ。そう、氷莉の言葉の裏に、隠された真実──何かあるはずだ、とアリアは考える。深しん謀ぼう遠えん慮りよの果てに在る、氷莉の目的とは、一体何なのか──！

（考えろ、考えるのだ、アリア……！　だらだらとは、何なのかを……！　ただ単に自じ堕だ落らくにごろごろ寝ねて過ごしたいなどと、そんなハズないだろう……！　きっと彼女には、大いなる目的があるっ……それが一体、何なのかっ……）

『はあ～……ただひたすら、ごろごろねてすごしたいよー……そのためなら、わたし、イノチをかけられるよー……』

（!?　命、を……？　命と引き換かえにしても構わんような、それほどの……!?　くっ、しかし逆に分からなくなった……それ程に価値のある、だらだらとは、一体……!?）

　複雑に考え過ぎて、物事の本質を見落としている気のするアリアだった──が、しかし対する氷莉は、混乱するアリアは気にせず、続けて言葉を放つ。

『でもさー……アリアおねーさんのいうとおり、チームにはいったら……わたしもどーせ、おシゴトさせられるんでしょー……？　それじゃ、だらだらできないもんー……アリアおねーさんがナニをたくらんでるのか、そんなのわかんないけどー……でもなんか、いかにもメンドイしー……』

『……えっ？　あ、いや……そこはほら、私が目的を達するコトが出来たら……その後、キミの……だらだら？　という目的を達せられるよう、私も手伝うから……！』

『アシタって、いつのアシタよ？　……アシタって、イマさーっ。おーっ』

『いや、一人で自己完結して盛り上がらないでくれ！　ポコ少年だって、姉の話はもっと真ま面じ目めに聞いていたと思うぞ!?　氷莉ちゃん、私の話を、ちゃんと──みっ!?』

　珍めずらしく大おお慌あわてのアリアが、氷莉へと手を伸ばすも──途と中ちゆうで硬かたい何かに遮さえぎられる。薄暗い室内では分からなかったが──どうやら透とう明めい度の高い氷の壁かべが張られているらしい。

『なっ……まさか、これは氷莉ちゃんが……？　はっ!?　よもや、だらだらするというのは冗じよう談だんで、その話に気を取られている内に逃にげ出そうと……!?』

『……だらだらするのは、わたしのホンキのモクテキですー……ジョウダンなんかじゃ、ないんですけどー……』

『おおお、わ、悪かった、拗すねないでくれ！　……いや、だらだらが何なのか、なおさら分からなくなったのは確かだが……と、とにかく、この氷の壁を解除して──』

　要よう請せいするアリアだが──しかし氷莉は、首を縦には振らなかった。

『……ヤダよ。だって、アリアおねーさん……イザとなったら、わたしのコト、ムリにでも……つれていこーとするんでしょ？』

『！　……そ、そんなつもりは、ないっ』

　それは、アリアの本心──しかし言い淀よどんでしまったのは、こうして話している内に、一いつ瞬しゆんでも氷莉の言うような『強きよう硬こう手段』が頭をよぎっていたからだ。『だらだら』などと言われて混乱していたとはいえ、それでは氷莉を以前に無理やり連行した『イデイン』と変わらないではないか、とアリアは自責する。

　が、しかし──氷莉はもう、アリアに背を向け、窓の外を眺ながめていた。

『……アリアおねーさん、わるいけど……わたしは、わたしのやりかたで、だらだらするから──ヒトのチカラをかりるつもりなんて、ないからっ』

『……いや氷莉ちゃん、カッコイイ感じに言っているが、なんか違ちがう……なんかもやもやする！　まずは話し合おう！　だらだらとは、何なのかを──！』

『わたしは、わたしのやりかたで、たからお兄ちゃんをゲットして──たからお兄ちゃんにおせわ、してもらってー……ゾンブンに、だらだらするんだからぁーっ』
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『既すでに人の力を借りる宣言！　くっ、まるで霧きりを掴つかむような、はぐらかされているような感覚……ハッ!?　まさかこれも、《だらだら》の計画内……!?　一体、どんな裏が……ていうか、だらだらってホント、何なのか教えてくれっ……氷莉ちゃん、氷莉ちゃんー!?』

『ふっふっふ、さらばだよ、アリアおねーさん……とうっ』

　氷莉は思わせぶりに笑いながら、窓から飛び出して行ってしまい──彼女を引き留めようとするも、アリアは分厚い氷の壁に阻はばまれ、それも叶かなわなかったのだ。

　こうしてアリアは、氷莉の存在を──完全にロストしてしまったのだった。







「ふっ……まさか、隆良くん達の高校に転校なんて……読めん。それは読めんよ」

　そんなことを呟つぶやきながら、椅い子すに座っていたアリアは笑えみを湛たたえながらも、どことなく神しん妙みような様子で俯うつむく。

（……だらだらって、ホント、なんなのだ……）

　どうやら、まだ気にしていたらしい──もう彼女自身の心の健康を慮おもんぱかるに、考えないほうが良さそうだか、意外と気にしてしまう性格のようだ。

　はあ、とアリアがため息を吐ついた、その時──キィ、と音を立てて『室長専用研究室』の扉とびらが開かれ、何者かが無言で足を踏ふみ入れてくる。

「………………」

　瞬間、『室長専用研究室』の主たるアリアは、ぼんやりとしていた表情を引き締しめ──椅子に座ったままゆっくりと振り返り、来訪者の姿を確かく認にんすると──

「……やあ、よく来てくれた──待っていたよ」

　旧知の者を迎むかえるように、アリアは不意に笑みを浮うかべた。








　02　だらだら自堕落な子を、こう……隅から隅までお世話し尽くしたい、みたいな欲求って……誰にでもあるでしょ？　あるよね？　……あるって言ってよぉ！




　氷こお莉りが隆たか良ら達の高校へ転校してきて、その翌朝──まだ誰も学校に登校していないような朝一番に、隆良は保健室へとやって来ていた。

「……おーう、おは──よっ？」

「むっ？　隆良くん……どうした、随ずい分ぶんと早いな？」

「え、あ、アリア……って、えええ!?」

　そこにいたのは、確かにアリア──しかし彼女は、いつもとまるで違う出いで立たちだった。そう、簡潔に述べると──なぜか隆良の高校の、女子制服を着込んでいる。

「お、おま、アリア……何でお前、うちの制服……」

「うん？　ああ、コレか……ふふっ、いやな、氷莉ちゃんに会いに来るついでに、せっかくだし着てみたくなってだな……忘れられがちだが、私はまだ十八歳なのだぞ？　高校生として通る年ねん齢れいだし、仕事やら何やらで色々とストレスも溜たまるから、たまにはこうして解消したくもなるのだよ」

「だ、だからって、なぁ……部分部分がピチピチしてて、め、目のやりどころに……」

「……むっ？　どうした、隆良くん……なんだなんだ、いつもと違う私の魅み力りよくに、ちょっぴりやられ気味か？　ほ、ほほう……なるほどな、キミはこういうのが好きだったのか、そうか……ふふふ、ほーら、アリア先せん輩ぱいだぞう？　どうだい、甘えてみるかい？」

「あ、甘えねーよ！　ええい、胸を寄せて上げながら近寄ってくるなぁぁぁ！」

　煩ぼん悩のうよ、立ち去れ──そう言わんばかりに叫さけぶ隆良だが、しかしその声に引かれて、ベッドの上で眠ねむりこけていた少女が目を覚ます──どこで調達したのか、パジャマを身に纏まとっていた。

「──ふわっ、うっ？　あー……うー……たからお兄……たからパパ……？」

「ぁぁぁ……お？　おお、氷莉……今起きたのか？　アリアがいたから、てっきりもう起きて、何か話してたのかと思ってたぜ……」

「……ぅー？　アリアおねーさん……？」

　眠たそうにしていた氷莉が、アリアの姿を確認すると──

「あ、おはよ……ひさしぶ──」

「──やあ氷莉ちゃん、はじめましてだな！　おはよう！」

「！　あ、は、はじめましてー……ぁー、ぅー、なんか、ねぼけてたよー……」

　挨あい拶さつしかけたところを食い気味に返事され──そこで、ハッ、と目を開いた氷莉が、誤ご魔ま化かすように寝ね惚ぼけ眼まなこを擦こする。

　そんなやり取りに首を傾かしげていた隆良だが、とりあえず、と氷莉に声を掛かけた。

「おう、氷莉……目ぇ覚めたか？　ちょっと、話したいコトが──……おい、氷莉？」

「……ｚｚｚ……もう、たべられないよう……」

「………………」

　寝惚け眼を擦っているうちに、二度寝──さすがに隆良も呆あつ気けに取られるが、アリアは横からフォローを入れてきた。

「ふーむ……氷莉ちゃんの身体からだは、異能の影えい響きようで通常より体温がかなり低いからな……結果的に、低血圧になっているのだろう……そう呆あきれず、慎しん重ちように対応してあげてくれ」

「そ、そーなんか……つか、何となくコイツ自身の性格のような気もするけども……」

　やはり呆れは拭ぬぐい切れない隆良だが、アリアの言う通り、慎重に対応しようとする。

「おーい、氷莉、起きろよ。朝だぞ……おーい」

「ぅー……？　あうー……たからパパー……ぅー、わたしのからだ、おこしてー……」

「おいおい、仕方ねーな、ったく……ほれ、これでいいか？」

「んー……おなかへった……そこのタナから、ヨーグルト、とってー……」

「へ？　ヨーグルトって……おおお、保健室の備品を凍こおらせて、勝手に冷蔵庫みてーにすんな！　ったく……ほれ、コレでいいか？」

「ん……じゃあ、たべさせてー……あーん」

　ぱっ、と口を開ける氷莉──その自じ堕だ落らくさ、隆良なら怒おこるかツッコむか、しそうなモノなのに──しかし彼は文句も言わず、冷れい凍とう状態のヨーグルトをスプーンで一ひと掬すくいし、

「ったく……じゃあ、口開けろよ」

「ん、あーん……まふっ。んー、おいしー……♪　はふぅ……つぎは、ぬれタオルで、おかおふいてー……」

「あん？　ったく、しょうがねーなー……ほれ顔出せよ……コレでいいか？」

「あぐあぐ……んん、くるしゅうないー……じゃあ、つぎー……ふく、きがえさせてー」

「お、おいおい、それは自分でやれよ！　少しは羞しゆう恥ち心しんっつーのをだなぁ……」

「……はっ。た、たからパパの、えっちっ……」

「お前が言ってきたんだろーが！　ったく……」

　もふっ、と布ふ団とんをかぶり、どうやら着き替がえを始めた氷莉──隆良が世話をしてやっている内に、少しは目が覚めてきたようだ。

「はあ、ホント……マジで仕方ねーヤツだな」

　相変わらずの呆れ気味で頭を掻かく隆良だが──しかしそんな彼に訝いぶかしげな視線を送るのは、アリアだった。

「……た、隆良くん……どうした？　なんか、あの……やけに甲か斐い甲が斐いしくないか？」

「……そーか？　そう見える……か？」

「う、うむ……てっきりキミなら、氷莉ちゃんに『俺はアリアと違って、お前をそんなに甘やかす気はねーからな！　俺が甘やかすのはアリアだからな！』とか言うのかと……」

「へっ、どうやら見み透すかされて……ない！　前半はちょっと悲しくなるくらい見透かされてたけど、後半はお前の願望だろ！」

「……一体、どうしたというのだ……？　何を考えているのだ？」

「……そう、だな……アリアもいるなら、ちょうどいいか」

　ちょうどいい、とは、一体何のことか──アリアが訝しむも、隆良はポケットからメモ帳を取りだし、それを開きながら声を発した。

「……アリア、氷莉、確認するぜ──『夜よ侘わびの異能を覚かく醒せいさせた』のは、氷莉で間ま違ちがいない……そうだな？」

「!?　……た、隆良くん、まさか……！」

　瞬間、アリアは戦せん慄りつする──『夜侘の異能を覚醒させた』件に関して、アリアが裏で手引きしていたのが、バレているのか、と。

　隆良は時折、鋭するどい洞どう察さつ力を見せることがある。もしかしたら、アリアと氷莉の間にある違い和わ感を、嗅かぎ取ったのかもしれない。

　着替えを終えた氷莉も状じよう況きようを察したのか、布団から少し顔を出して、緊きん張ちようした顔をしている。ゴクリ、アリアが生なま唾つばを呑のみ込むと同時に──ついに隆良が、動いた──！

「────氷莉！」

「っ……あ、あの、わたし、その……あ、アリアおねーさんにいわれた、だけで──」

「頼たのむ───俺の『異能』も、覚醒させてくれぇぇぇ！」

「ごめんなさっ────はふ？」

　彼の言葉は、アリアと氷莉にとって、全くの見当違い──しかし隆良は『ごめんなさい』を拒きよ否ひの意味として受け取ったのか──なんと……ズザッ、と土下座した。

「頼む……頼む！　俺の異能を……俺の本当の異能を、覚醒させてくれぇ！　風を……俺が風を吹ふき荒あれさせるコトが出来るようにしてくれぇ！」

「え、あ、あの、たからパパ、えっと、あの……」

「頼む、お願いだ……おね、おねが……オナシャス！（お願いしますの意）」

　風を吹き荒れさせることを、まだ諦あきらめていなかった隆良──ある意味、根こん性じように溢あふれる話だが、しかしそんな彼の肩かたを叩たたいたのは、アリアだった。

「……あの、隆良くん……見事な土下座をキメているところ、悪いのだが……」

「オナシャス！　オナシャ……あ、アリア！　お前にも、頼む……！　お前も立会人になってくれ！　そして、そして下しも野の根ね隆良の真の異能は『風の神話レジエンド・オブ・ゼピユロス』であったと、上への報告書に……切に、切に願う！」

「切に願われても……あ、あのな？　隆良くん……仮にキミを暴走状態にしたところで、キミは風を吹き荒れさせるようには──なれないぞ？」

「オナシャス────は？」

「いや、そんな『何言ってんの？』みたいな顔されても……いいか、よく聞くのだぞ？」

　唖あ然ぜんとする隆良へと、アリアが説明を始める。

「夜侘ちゃんが暴走したコトで真の異能に目覚めたのは……あ、あくまでも推測だがな!?　……えーと、夜侘ちゃんには、元から『右みぎ眼めで見た部分に着火できる』という能力が備わっていたのだろう。だがそれを無意識下で『不可能』と思い込んでいたが、リミッターが外れて『不可能』から『不』が消え去り、素す直なおに異能を揮ふるえるようになったということで……だから『ゲルを出す』異能なら、『ゲルを出す』以上にはならないはずで……」

「……じゃあ、仮に俺が暴走したら……？」

「私の予想だが……ゲルをやたらと出しまくって、暴れるだけだろうな。そして限界を迎えて、水分不足で干ひからびるだけだ」

「──────」

　バッサリ、『風の神話』への望みが絶たれ、絶望の淵ふちへ叩き落されたかのごとく、落ち込む隆良。そんな彼を労いたわるように、アリアが声を掛ける。

「まあまあ……そう落ち込むな。アレだぞ？　ゲルだって、なかなか捨てたモンじゃないと思うぞ？　意外と便利だし…………まあエグいけど」

「ううう……最後の一言が余計なんだよぉぉぉ……」

「ははは、すまんすまん。まあ、そんなワケで、私はそろそろ研究室へ戻もどるからな……それじゃ、隆良くん、ちゃんと授業、出るのだぞー？」

　言いながら、微び妙みように安心した表情で出て行くアリア──取り残された隆良は、

「ち、ちくしょう……それでも俺は……俺は風を諦めねぇからなぁぁぁ！」

「たからパパー……がんばー☆」

「お前に言われたくないぃぃん！　チックショォォォ！」

　悲しみの慟どう哭こくを、早朝の学校に響ひびかせるのだった。







　その日の授業が終わって、放課後の保健室──隆良達のチームが集まる中で、

「メインヒロインが一章丸々出てないなんて──わたくし、どうかと思いますの！」

　危険な香かおりのするトンデモ発言をいきなりぶっ放したのは、沙さ凪なぎ。そんなデンジャラスガールへと、隆良が呆れた口調で語りかける。

「いきなり何を言い出してんのかは知らんけども……アホ言ってないで、お前も氷莉の世話を手伝えよ。あの自堕落娘むすめ、教室にも顔出さねーし、ワガママ放題なんだからよ……」

「たからパパー、だっこして、ベッドまでつれてってー」

「いや何言ってんだ。それくらい、自分で歩いていけっつーの！」

「えー……たからパパ、アサとちがうー……ぶー、ぶー」

　文句を言いながら、椅い子すに座って足をバタバタとさせる氷莉。そんな彼女を見て、沙凪が『むう』と考え込んでから──隆良へと声を掛けた。

「隆良おパパ様ー。わたくしに、ゲルをぶっかけてほしいですのー」

「誰だれがおパパ様だぁぁぁ！　そしてゲルはぶっかけねーよ！　絶対にな！」

「むむう……こういうコトではなかったんですのね……」

　何やら工く夫ふうしてでもゲルを得ようと、搦からめ手てまで使ってくるようになった沙凪だが──そんな彼女が、別件に関して隆良へと尋たずねる。

「ところで隆良様、氷莉っていうあの子をお世話する、みたいな話は電話でアリアから聞きましたの。でも、ちょっと気になるコトがあるんですの……」

「んあ？　まあ、気になるコトだらけだろうけど……なんだ？」

「……その、アレ……ですの」

　言いながら、氷莉が指差した先には──だらだらする氷莉へと話しかける、魅み神かんの姿。

「ちょっと、氷莉ちゃん……あんまりだらだらしてちゃ、ダメでしょ！　もぉ……そんなだらしないと、私、怒るわよ!?」

「……あ、みかんママー……ねーねー、ベッドまで、だっこしてー」

「なっ……ま、ママって……そ、そんなコト言ったってダメよ！　私はねぇ──」

「ママー……ねえねえ、おねがいー……うるうる」

「うっ……くっ、う……も、もぉっ、仕方ないわねー……これは、仕事なんだから……べ、別に情にほだされた、ってワケじゃないんだからっ……ほらっ、きなさい！」

「えへへ、やった……って、アレ、なんかビリビリする……あれ、あれっ……」

「ホンット、もぉっ……今回限りなんだからねっ！」

「あ、あー……あばばばー……」

　軽く感電させてしまっている魅神だが、気付いていない模様──まあ氷莉の自じ業ごう自得な面もあるし、それは仕方ないのだが、その一連の流れを見ていた沙凪が微妙な顔をする。

「……魅神、なんであの子を、あんなに甘やかしてるんですの……？」

「……さあ……？　妹とか、娘みたいな……そういうのに憧あこがれてる、とかじゃね？　もしくは、人に珍めずらしく懐なつかれて嬉うれしい、とか……」

「……なんか気のせいか、隆良様も関係してる気がするんですの……」

　微妙に鋭いことを沙凪が述べると──氷莉をベッドへと運び終えた魅神が、隆良の姿を見つけて声を掛かけてくる。

「あっ、ちょっと、バカ隆良ってば……沙凪ちゃんと話し込んでないで、ちゃんと娘のコト見ててあげなさいよねっ！　怪け我がなんてしたらどうするのよ！　もぉっ……頼たよりないんだからっ！」

「いや、何でお前、結構ノリノリなワケ？　ちょっとテンションおかしくね？」

「ホンット、休みの日はゴロゴロしてるばっかで、家事も手伝ってくれないしっ……せめて氷莉ちゃんの面めん倒どうくらい、しっかり見てなさいよねっ！　ふんっ！」

「ちょっと待とう、魅神。意外とシミュレーションが捗はかどってる件について詳くわしく。何なの？　リアルを追求するために、おままごとにも全力投球なの？」

「…………はっ!?　あ、う……そ、そうよっ!?　私はほら、Ａランクだからっ……仕事に妥だ協きようとか、しないんだからっ！　だからこれも、仕事の内っていうか！」

「Ａランクとか、ゼッテー関係ねーだろ。妙な遊びにハマっちまってるだけだろ」

　普ふ段だんが変に真ま面じ目めなヤツは、これだから──と少しばかりズレたコトを考えていた隆良の服の裾すそを、沙凪が軽く引っ張って呼ぶ。

「それと、あの、隆良様……あっちも、変ですの……」

「ん？　……あ、あー……」

　沙凪の言葉に、合点がいった隆良──保健室の隅すみで、何やらバリケードを作って警けい戒かい態勢を取っている少女が一人──夜侘だ。

「う～っ……アタシは、騙だまされないんだからっ……氷莉ちゃんは、なんか危険だよっ！」

「……お、おーい、夜侘ー。そんな所で変なコトしてねーで、お前もコッチ来いよー」

「！　むむうっ……隆良こそ、コッチに来てよう！　『宿星の片割れスター・パートナー』が、怪あやしいって言ってるんだからっ……お願い、信じてっ！」

「いや、そんなコト言われてもな……コイツの世話するのも──『任務！』……だし」

「！　む、むむむ～～～っ……もうイイっ、もう知らないんだからっ！」

　やたら『任務』という響きに傾けい倒とうする隆良に、しかし夜侘は頬ほおを膨ふくらませ、バリケードの向こうから抗こう議ぎの声を上げ始めた。

「もう勝手にすればっ……！　隆良はそうやって汚よごれたタタラ場の園で、魅神や氷莉ちゃんとよろしくやっていくつもりなんでしょ!?　アタシ、分かってるんだから！」

「いや、そんな汚れたエデンの園みたいに言われても」

「共に生きようなんて体ていのいいコト言っといて、森で暮らせなんて追い払はらうつもりなんでしょ！　山犬の……もとい山やま猫ねこの娘にはお似合いだ、とか思ってるんでしょ!?」

「別にアシタカもそんなつもりで言ってねーよ。つーか俺、そもそも共に生きようとか言ったっけ？　そしてお前、ニャンコって微妙に認めちゃってるよ」

「隆良のバカ！　もう知らない！　猫ねこバスをチャーターして家出してやるーっ！」

「まさかの猫尽づくしだよ。つーかそんな用よう途とに駆かり出される猫バスも堪たまったもんじゃねーよ。ていうか俺も乗りたい」

　混乱の余り、訳の分からないコトを口走る夜侘──彼女の様子も微妙に心配になる隆良だが、そんな彼へと、魅神が何やらもじもじとしながら語りかけてくる。

「……ね、ねえ、ちょっと……バカ隆良？」

「お？　おお、どーしたよ魅神……氷莉の世話は、いいのか？」

「あ、うん。ベッドの上に移動させたら、大人しくゴロゴロしてるわよ。……って、そうじゃなくって……あ、あのさ、私……ちょっと、お弁当とか……作ってみたんだけど」

「……は？　お弁当……って、魅神が？　……お弁当？」

「そ、そーよ！　で、あの、えーと……時間的には、ば、晩ばん御ご飯はん？　って感じになっちゃうんだけど……え、えっと……あれ？」

　顔を紅潮させながら、内心で『何を言おうとしてたんだっけ？　ていうか何で私、弁当なんて作ってきたんだっけ？　アレ？』となぜか混乱してしまう魅神。勝手に慌あわてふためいた末──苦くるし紛まぎれに言葉が口を突ついて出てしまう。

「お──お料理の練習がしたかったのよっ！　で、せ、せっかくだから、誰かに食べさせて、感想もらいたくって……まあ、アンタにあげるから──感謝しなさいよね!?」

「……は、はあ。まあ、貰もらえるモンなら貰っとくけども」

「……い、言っとくけど、別にアンタのためじゃないからっ──勘かん違ちがいしないでよね!?」

　いつものように、素直でない魅神の発言──しかし本人は『そうよ当たり前よ、バカ隆良のためなワケないじゃない！　気が向いただけよ！』と内心では本気で思っているのだから性た質ちが悪い。

「一体、何なんだ？　まあ、いいけども……（って、いや、待てよ……待てよ!?　こ、これは昨日に引き続き……奇き跡せきのシチュエーション!?　幼おさな馴な染じみの弁当──なるほど、そういうのもあるのか……）」

　再び降って湧わいてきたシチュエーションに──隆良は何やら感かん慨がいに耽ふけりながら、受け取った弁当箱に視線を落とすのだった。







　と──そんなやり取りをしていた隆良と魅神を、保健室の外から見ていた少女が一人。

「情報通りっ……ゲルの王子様、ココにいたのねっ……くふ、くふふっ」

　微妙に特とく徴ちよう的な喋しやべり方をする、久く遠どう郁ふみだ──二年生でＣランクストレンジャーの彼女は以前、隆良に窮きゆう地ちを救われてから、彼に懸け想そうしている。

　怪しい含ふくみ笑わらいを漏もらす、そんな彼女に──取り巻きの明あき久ひさが話しかける。

「あのよ、郁ちゃん……えっと、今日は、あのゲル野や郎ろうに何を……？」

「……ふう、明久……見て分からないの？　ほら……あたしの持ってる、コレ」

「コレは……お弁当？　……ま、まさか──郁ちゃんの手作り弁当ぅぅぅ!?」

　物もの欲ほしげな目をしながら叫さけぶ、そんな明久に──郁は軽く胸を張って頷うなずく。自信満々な様子の彼女に、もう一人の取り巻きである小こ柄がらな悠ゆうが納なつ得とくしたような声を漏らした。

「な、なるほど……郁ちゃん、お料理上手だもんね……くうっ……正直、あのゲルの人が羨うらやましいよ……」

「……はあ？　何言ってるのよ、悠……それじゃあたしが、普ふ通つう～においしいお弁当作って、普通～に手て渡わたそうとしているみたいじゃない」

「えっ？　……ち、違うの？」

「あのね……普通にお弁当を渡して、普通に食べてもらうだけで、印象になんて残るワケないでしょ？　こういうのはね……インパクト！　インパクトが大事なのよ！」

「……は、はあ、つまり……？」

　説明を求める悠に、郁は人差し指を立てながら解説する。

「くふふ……あたしはね、このお弁当に、全すべてを詰つめ込んできたわ──砂糖と共に握にぎったおにぎり、タバスコを注入したミートボール、練りがらしを混ぜ込んだ餃子ぎようざ、etc,etc……おいしさとはかけ離はなれた、新次元のインパクトの集大成──！　これを食べたゲルの王子様は、果たしてどうなるかしら──？」

（悪質なドッキリだな、と思うんじゃないでしょうか）

「そう──強きよう烈れつなインパクトと共に、あたしを生しよう涯がい忘れられなくなるの！　そして同時にドジっ子への庇ひ護ご欲よくをそそられて、あたしにメロメロという寸法よ──！　　男はドジっ子に弱いって、漫まん画がで見たし間違いないわ！　これぞ微びに入いり細さいを穿うがつ、神しん算さん鬼き謀ぼうの策略の極きわみ！　かかってこい孔こう明めい！　今生の美び周しゆう郎ろうはアンタなんかに負けないわよー!?」

　何やら意味不明なコトを叫びながら、保健室の扉とびらを開け放とうとする郁に──その背中を見つめながら、悠と明久が語り合う。

「……ねえ、明久……郁ちゃんって、ちょっとさ……」

「言うな、悠……そんな郁ちゃんに付いていくんだって、俺達、決めただろ……」

　目的のための手段がドン引きするほど迷めい走そう気味な郁を、生温かく見守るしかない二人だが──しかしその時、保健室内から、件くだんのゲルの王子様が何やら声を上げてくる。

「な、ちょ、魅神──おまっ、この弁当……この弁当、何ィィィ!?」

「……えっ？　何って……お弁当だけど？」

　きょとん、と首を傾かしげる魅神と、弁当箱を手にして絶句する隆良。まだ保健室内に踏ふみ込んでいなかった郁は、外から弁当箱の中身を盗ぬすみ見るが──

「────ふみっ!?」

　目にしたのは、完全なる異形。言い表せというのなら、ただ一言で充じゆう分ぶん──『黒』だった。そこには、ただ『黒』だけが存在した。

　タバスコ入りミートボールや、練りがらし餃子など、その『黒』の前にはインパクトなど微み塵じんも感じない──郁はただ、戦せん慄りつするしかなかった。

「なんなの……？　Ａランクの『雷らい神じん』様は、ダークマターまで生み出せるワケ……？　そんなの、あたしに勝ち目なんて、無いじゃないっ……！」

　ガクガクと足を震ふるわせ、後ずさる郁は──

「あんなのに──勝てるワケ、ないじゃない──！」

　弁当箱を放ほうり出し──涙なみだながらに、駆け去って行った。

　明久と悠は、郁が放り出した弁当箱を拾いながら、彼女の後を追っていく。

「ふ、郁ちゃーん！　くそっ……郁ちゃんの好意を無に帰しやがって、あのゲル野郎、許せねぇぜ！　弁当は俺がありがたく頂ちよう戴だいするけども！」

「僕だってっ……！　正直なところ、どっちに転ぼうと罰ばつゲームな気はするけど、それでも涙と一いつ緒しよに郁ちゃんのお弁当を飲み込んでみせるよー！」

「「郁ちゃーん！　待ってぇー！」」

　それが大事な人の作ったモノなら、毒でも飲み干せる──男の中の男、明久と悠は、でもやっぱりキツいモノはキツいよなぁ……と思いながら、郁を追いかけるのだった。







　さて、魅神の作って来たダークマター……もといお弁当を手にし、隆良は硬こう直ちよくしっぱなしだったが──震える口から、何とか言葉を紡つむぎ出した。

「……み、魅神……あのよ、これ……一体、どんな作り方したら、こうなるワケ？」

「えっ……な、なによ……なんでそんなコトが聞きたいワケ？」

「いや、参考までに……ていうか、心構えっつか、安心のために」

「はあ？　……よく分かんないけど。えっと……な、なんか照れるわね」

　言葉通りに照れ臭くさそうだが、隆良は真面目に命の危機だ。せめて最低限、マトモな作り方であってほしいと願いを込こめながら、魅神の話を聞く。




　朝方、台所に立った魅神は、まずエプロンを身に着けた。そして長なが手て袋ぶくろを外して腕うでまくりし、軽く息を吸い込んで──よしっ、と気合を入れて。

『じゃあ、手始めに────《雷らい陣じん》！』




「ハイちょっと待てぇぇぇ！　なんで料理なのに、初しよっ端ぱなから電でん撃げきのビットを展開した!?　戦いに臨のぞんでんじゃねーよ！」

「あっ……勘違いしないでよ!?　ちゃんと『雷らい塵じん』も『雷らい迅じん』も使ったわよ！」

「だから使わなくてイイんだよ！　むしろ『雷迅』はどこで使った!?　ていうかこの有様にも納得だよ！　この真っ黒な物体が出来た時、少しでも疑問に思わなかったのか!?」
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「？　黒チャーハンみたいなのが出来たのかな、って」

「これを黒チャーハンとか言い張るお前をむしろ褒ほめたい！　漆しつ黒こくだよコレ！」

「えっ……ちょ、や、止やめてよね、褒めるとか……別にコレくらい、普通だしっ……」

「皮肉だよ！　そして普通じゃねーよ！　何だろう、この気持ちが伝わらないもどかしさ……言葉に出来ないからこそ歯は痒がゆい！」

　身み悶もだえる隆良に、魅神は何やらそわそわしつつ、待ちきれなくなったようにスプーンを構え──漆黒の物体を弁当箱から一すくいし、

「もうっ……いいから、早く食べなさいよねっ。はい、あーん」

「あああ、もお……って、あ────」

「……ど、どうかしら……は、初めてだし、実はそんな自信ないんだけど……」

「──────」

「？　ねえ、ちょっと……バカ隆良？　……ま、まさかっ……言葉にできないほど、おいしかったって……!?　も、もお、しょうがないわねー……よいしょ、よいしょ」

　漆黒の物体を隆良の口へ次々と送り込んでいくだけの、簡単な作業です。

　しかし途と中ちゆうで魅神が、ふと思い出したかのように氷莉へと声を掛かけた。

「あ……そうだ、氷莉ちゃんも食べる？　夜侘ちゃんにも、負けてないと思うんだけど」

「あ、ごめん、みかんママ……わたし、おかしたべすぎて、おなかいっぱいだから……」

「えー、もうっ……ダメじゃない、ご飯の前に食べちゃ……（……ハッ!?　今の私、なんか普通にママっぽくない……!?）」

　なぜか照れ臭そうにする魅神を見て、氷莉は今の内だとばかりに、布ふ団とんをかぶって身を隠かくす。と、そんなコトをしていたら、魅神は次で漆黒の物体が最後の一口だというコトに気が付いた。

（……そういえば作ってる時は夢中で、味見とかしてなかったけど……）

　どんな味なのかしら──さすがに気になって、魅神は最後の一口を、無造作に自身の口へと運んだ。スプーンを口に含み、しかしその瞬しゆん間かん、重大な事実に気付き──

（って、えあっ!?　これ、ばばっ、バカ隆良と間接キッ……────────）

　──乙女おとめにとって重大な事実も、一発でぶっ飛んでしまったらしい。カッ、と白目を剥むいて立ち尽つくす魅神。そんな彼女へと、バリケードを作っていた夜侘も、その向こう側から文句の声を上げた。

「ちょっ、魅神、それ間接っ……な、なにしてるのっ!?　魅神のムッツリ！　卑ひ猥わいだよ、卑猥ーっ！　最初から、それが狙ねらいだったのね、って……あの、魅神？」

「──────」

　しかし白目を剥いたまま、答えぬ魅神──文句を言っていた夜侘もさすがに心配するが、その時、魅神製作のダークマターを食わされ続けていた隆良が、ゆらりと立ち上がる。

　とはいえ、その眼めに光は無い──こちらも白目を剥いており、異様な雰ふん囲い気きに夜侘も思わず震え上がった。

「……な、なに？　二人とも、一体なにが──」

「────きますの」

「!?　沙凪ちゃん……来るって、一体、何がっ……!?」

「にゅふっ……わたくし、アレが来る時は、なんだかその予感を、肌はだで感じられるようになってきましたのよ……そう、アレは──アレは、もうすぐきますの──！」

「…………!?　あ、アレって……まさか!?」

「名付けて──『お嬢じよう様さま式ゲルセンサー』ですのー！」

　とんでもない事を言い出した沙凪に、夜侘も引き気味だが──その時、隆良と魅神が二人同時に、いきなり叫さけび声を上げ始め──

「うおおおおおおおっ！」

「やあああああああっ！」

　次の瞬間──隆良はゲルを、魅神は電撃を、大放出した──！

　突とつ然ぜんのゲルと電撃の嵐あらしに、当然ながら夜侘は戸と惑まどうしかない。

「えっ……きゃあああっ!?　ちょ、何!?　いきなり何なのー!?」

「うおおおですのーっ！　この電撃を掻かい潜くぐって、わたくしゲルをゲット──あばっ！　くっ……ゲットするっ……あばばっ!?　ですのあばばば!?」

「何なのそれ、ゲルをゲットするミニゲーム!?　沙凪ちゃん無理しないでよぉ……あっ、ていうか……氷莉ちゃんは、大だい丈じよう夫ぶなの……!?」

　気になってベッドのほうを見てみると、しかしそこには──

「にゃっ!?　え……何アレ、氷のかまくら？　お布団、凍こおらせて……えっ、アレでガードしてるの？　なにそれ便利！　……ていうか一人だけ安全地帯ってぇ……！」

「……がんばっ☆」

「あっさり見捨てられた！　やっぱり氷莉ちゃん、信用ならな──ぴゃっ!?　ふ、ふにゃうぅ……ビリっときたぁ……」

　撒まき散ちらされる電撃にかすり、ヘナヘナと崩くずれ落ちる夜侘──そこでようやく、隆良と魅神が異能を撒き散らかすのを止め、その場にくずおれる。

「……おえっぷ……ダークマター、やべぇ……なんかもう、インパクト強すぎて、混乱してゲルぶっ放しちまった……」

　隆良が憔しよう悴すいしきった様子で呟つぶやくと、その横でへたり込んでいた魅神も小さく呻うめく。

「……練習が、必要ね……お料理の。……うぷっ」

　さすがに今回ばかりは、魅神も反省せざるを得ない。

　ちなみに、電撃へと果か敢かんに立ち向かい、ゲルを得んとした沙凪は──

「にゅっふぅ……五分五分フイフテイ・フイフテイ……と、いったところ、ですの……とはいえ、少しでもゲルを得られて──満足っちゃぁ満足ですの～♪」

　沙凪、不ふ屈くつの少女である──と、この状じよう況きようで一人だけ防ぼう御ぎよ態勢にあり、ゲルも電撃も浴びていない氷莉は、室内の惨さん状じよう（主にゲル）を見て、

「……たからパパ、こんなイノウなんだー……さすがに、エグいねー……」

「え、エグくねーよ……うっぷ。ヒーローの、崇すう高こうなる異能おえっぷ……」

「えー……むかしはカゼとか、あやつってやるって、いってたのにー……」

「おえ……え？　……昔、って……やっぱ俺、お前とどっかで──」

「カゼウイルスのモウシゴには、なれなかったんだね……」

「そっちのカゼじゃねーよ！　邪じやをはらえ、邪を！　……って、ああっ!?」

　思い出した──やはり隆良は氷莉と、前にどこかで会っていた。それを確かめようと、隆良が立ち上がった瞬間──それとは逆に、魅神が限界を迎むかえる。

「……うっ、私、もう駄だ目め……げふっ」

「!?　おい……魅神!?　俺に散々毒物ねじこんどいて、お前は一口でダウンって……」

「毒で悪かったわね！　って、あ……大声出したら、もぉ……」

「魅神……おい、魅神ー!?」

　魅神がぶっ倒たおれてしまったため、その介かい抱ほうに追われる事になるのだった。







　自分の作った毒で身を滅ほろぼした魅神は、氷莉の隣となりのベッドで眠ねむりについていた。他の面子メンツは、荒あれ果はてた保健室の掃そう除じを──ちなみに氷莉は、ベッドの上から動いていない。

　魅神のダークマターによってグロッキー気味の隆良も、今は氷莉のベッドの横で椅い子すに座って休きゆう憩けい中──ほとんど二人きりのような状態で、隆良は氷莉に話しかけた。

「なあ、氷莉……お前と俺、ずっと前に会ったコトあるよな？　確か、三年くらい前に」

「！　……たからパパ……おもいだした、の？」

「ああ……つっても、ぼんやりとだけどな。……アレは、確か──そう、夏休みの頃ころ、だったはずだ……」

　こめかみを押さえ、隆良は思い出そうとする──氷莉と、初めて出会った頃の事を。







　三年前、隆良がまだ中学一年生だった頃の話だ。隆良はその年の夏休みに、母方の実家へと一時的に帰郷していた。

　とはいえ、母方の実家は遊ぶ物など何も無いところで、隆良はすぐに退たい屈くつしてしまう。野を駆かけ、山を駆け──それにも飽あきてきた頃に、彼はふと、隣の家の噂うわさを耳にした。

　隣の空き家には開かずの間が存在し──何とそこには、雪女が住んでいるという噂だ。

　普ふ通つうならバカバカしいと笑い飛ばすところだが、昔からヒーローに憧あこがれ、特とく殊しゆなシチュエーションに傾けい倒とうするイタい少年だった隆良は──もちろん、そんな面おも白しろそうな話を捨て置けなかった。開かずの間があるという場所まで、こっそりと忍しのび込んでしまったのだ。

　思い立ったら即そく行動といった様相の隆良だが、彼は確かに発見した──氷こおり漬づけで、押しても引いても開くコトのなさそうな、まさに開かずの間を。

　明らかに異様な光景だ、マトモな感覚を持っていれば、そこで踵きびすを返そうとするだろうが──しかし隆良が、マトモなはずはなかった。

『──すんませーん、雪女さーん、いますかー!?　いたら返事を、いなくても返事してくださーい！　ノックしてもしもぉーし！』

　ドン、ドン、と氷漬けの扉とびらを叩たたき、押してみたり引いてみたり、何とか開けようと試みるが、さすがは開かずの扉──ピクリともしない。それでも叩いては呼びかけ──何度もそうしている内に、

『……いませーん』

『いるじゃん！　……って、えっ、マジ!?』

　ついに、内側から少女の声が返ってきて──ツッコみつつも、隆良は驚おどろいてしまう。

　しかし、驚いていたのも最初だけ──すぐさま、扉の向こうに声を送った。

『あのー……アンタ、マジで雪女さん？　噂になってんだけど──』

『ぇぇぇ……うわさになってるのー……？　うわー、めんどいよー……せっかく、ヒトがきたらおいはらって、だらだらしてたのにー……』

『？　追い払はらって、って……どうやって？』

『……あ、わすれてた……』

　そんなコトを言いながら、コホン、と咳せき払ばらいし──少女は、先ほどよりは低くした声を送りつけてくる。

『……かえって……かえらないと……のろいころすよ……？』

『いや、もう遅おそいっつーの！』

『……テヘペロ☆』

『見えねーからテヘペロって喋しやべってんのしか聞こえねーよ！』

『あー、うー……しゃべるの、めんどくさいー……』

『どんだけ面めん倒どう臭くさがりなんだっつーのぉぉぉ！』

　根気よくツッコむ隆良だが──しかし雪女（推定）との会話は、退屈していた隆良にとって楽しく、彼は帰郷を終えるまでの五日間のうち、四日間はそこに入いり浸びたり続けていた。

　雪女は──二日目には『藍らん玉ぎよく氷莉』という名前を明かし、ついでに自分は雪女ではなく、ストレンジャーであることを隆良に伝えていた。

　その頃はストレンジャーではなかった隆良は、最初こそは魅神にしていたように、氷莉にも嫉しつ妬としていたが──彼女のだらだらとした反応は、暖の簾れんに腕うで押おしといった手て応ごたえの無さで、何となく一人相撲ずもうしているのがバカバカしくなり、すぐに嫉妬もしなくなる。

　そして──三日目、ついに──

『……ねえ──なんでこんなに、ココにくるの？』

『へ？　なんでって、そりゃ……暇ひまだから？』

『……ぅー、わたしは、ヒマじゃないのにー……』

『いや、お前も暇だろ！　いっつも何にもしてねーじゃん！』

『だらだらすることで、いそがしいんだよっ』

『それ暇と同義ィィィ！　なんだよ、もぉよぉ……文句あるんだったら、分かったよ。もうココには来ないからよ！』

『えっ？　……えっ？　……う、うそ……じょうだん、だよね？』

『嘘うそでも冗じよう談だんでもねーよ。はあ……何だかなー、ツマンネーなー』

『………………』

　ぶつくさと口を尖とがらせながら、帰ろうとした隆良の背中越ごしに──ギィ、という音が、おもむろに聞こえてくる。

『……へ？　あ、あれ、扉が……さっきまで、氷漬けだったのに……』

『……ぅー、かえっちゃ、だめー……』

『は？　いや、でも……だらだらすんのに、俺がいたら邪じや魔まなんだろ？』

『……ジャマじゃ、ないから……かえっちゃ、だめ……』

『……はあ、で、扉を開けたっつーコトは……入ってイイ、ってか？』

『……うん……』

　肯こう定ていの言葉を受けた隆良は、なんだかなぁ、と思いつつも、頭を掻いて『開かずだった間』に入る。そこにいた雪女と噂されていた氷莉が、自分より三つも年下だったコトを初めて知って驚いた隆良だったが──氷莉の言葉を聞いて、また驚くことになる。

『……たからお兄ちゃん……よろしくね』

『……は!?　お兄ちゃん、って……一体、どういう──』

『わたし、いもうとだから……だらだらさせて、あまやかしてねー……』

『いや、その理り屈くつはおかしい。……兄って、そういう存在じゃねーよ!?』

『えー……なんてフクザツな、よのなかー……やっぱりめんどくさいー……』

　なかなか芯しんの通った面倒臭がりだが──しかし面と向かって対面したことで、扉を挟はさんでいた頃よりも、二人は胸きよう襟きんを開いて語り合えるようになった。

　隆良はヒーローになりたいのだとか、本当は別の街に住んでいるのだとか、まあつまり、ほとんどが隆良の話だったのだが、それでも二人はそれなりに楽しかった。

　そして、四日目────ここで隆良の記き憶おくは、再び完全に途と絶だえる。







　三年前の夏休み、氷莉と出会って四日目のことを思い出そうとするも──軽くこめかみに、というか眼めの奥に痛みが走り、不思議と思い出せなくなる。

「い、イテテ……おっかしいな……四日目も、お前と会ってたよな……？　ちょっと待ってくれよ、思い出すからよ……」

「……たからパパ、いいよ……そんな、ムリしなくって……」

「いや、そういうワケにもいかねーだろ……もうちょっとなんだよ。あと、もうちょっとで、思い出せそう──」

「──おもいださなくて、いいよっ！」

「!?」

　出会ってから初めて聞くような大声を出した氷莉が──更さらにそのまま、隆良の頭を抱だきしめるように抱かかえてきたことで、隆良もさすがに戸と惑まどう。

「ちょ、おいっ……い、いきなり何すんだっつの！　離はなせって──」

「……おもいださなくて、イイよ……わすれちゃうようなコトなら、きっとどうでもイイコトなんだよ……だから、ね……？」

「……氷莉……？」

　氷莉の身体からだは異能の影えい響きようか、ヒヤリと気持ちが良い。そうして頭を抱えられていると、目の奥の痛みも治まっていくようで、隆良は思わず目を瞑つぶってしまう。

　そんな彼を、胸の中で抱きしめたまま──

「……わすれたままで、イイんだから……ね……？」

　氷莉の瞳ひとみが、微かすかな妖あやしい輝かがやきを見せた──その瞬しゆん間かん。

「……なるほどね、アンタ達、ずっと前に少しの間、会ってたコトがあるのね」

「!?　あ、あわわっ……み、みかんママ？」

　急に魅神が起きて、氷莉が慌あわてて隆良を離す。何となく、ぼんやりしていた隆良だったが──ハッ、と目を覚ましたように頭を振ふった。

「やっべ、気持ち良くて寝ねちまいそうだった……あぶねー、あぶねー」

「たからパパ、だいじょーぶ？　……きもちよかったなら、またやってあげるよー？」

「い、いや、イイっつの！　こんな中ちゆう途と半はん端ぱなカンジで寝るワケにはいかねーよ！」

　そう言う隆良に、ちぇっ、と残念そうな氷莉──それはさておき、隆良と氷莉の昔話を、どうやら寝たふりして聞いていたらしい魅神が、ふと声を漏もらす。

「……ねえ、バカ隆良……私がアンタと初めて出会ったのって、確か七年前よね？」

「あん？　ああ……まあな、そうだよ。あの頃からお前は、自じ意い識しき過か剰じようでよ──」

「それで、アンタが氷莉ちゃんと出会ったのは、三年前──で、間ま違ちがいない？」

「？　そうだけど……おいおい、盗ぬすみ聞ぎきって、趣しゆ味みワリーぞ？　……お、おーい？」

「……ふーん、そう……私のほうが、早いのよね……ふーん……」

　一瞬、上の空になった魅神だが──ふんっ、と軽く鼻息を吐はき。

「……それなら、まあ──いいのよっ！」

「……は、はあ？　いいって……何がだよ、おい？」

「べっつに……何でもないわよ。ていうか私にだって何がいいのか、よくわかんないし」

「わかんないって……あ、あのなぁ……まあ、前から知ってたけど……お前も大たい概がい、変なヤツだよな……」

　何やら勝手に安心している魅神に、訳が分からず呆あきれる隆良。と、そこで氷莉のベッド脇わきから──沙凪が急に、顔を出してきた。

「──どーんっ、ですの！　狸たぬき寝ね入いりしていた魅神だけじゃなく、わたくしと夜侘も、隆良様と氷莉の昔話を、盗み聞きしてましたのよーっ」

　堂々と『盗み聞きしていた』などとのたまう沙凪に、さすがに隆良も面めん食くらう。

「ちょ、おまっ……盗み聞きしてたって、あ、あのなぁ……」

「しょうがないですの。そもそも、皆みんながいる所で普通に喋ってたら、イヤでも聞こえちゃいますの。そうですわよねー、夜侘～」

「…………えっ？　あ、うんっ!?　そ、そーだね、沙凪ちゃん！」

「？　夜侘、どうしたんですの？」

「……ちょっと、気になるコトがあるっていうか……あ、でも、何でもないよ！」

　何やら不ふ審しんそうな目で氷莉を見ている夜侘だが、その真意は掴つかめない。

　と、それはさておき、堂々たる盗み聞き女・沙凪が、氷莉へと尋たずねていく。

「ていうか、さっきの昔話で、わたくし気になるコトがありますの……氷莉は、なんでそんなにだらだらしたいんですの？　しかも、そんな昔から……」

「え、え……だって、だらだらしてると、ラクだし……」

「楽？　楽だから、だらだらしてるんですの？　……ホントに、それだけですのー？　本当は何か、理由があるんじゃないですの？　ちょっとココだけの理由、お嬢じよう様さまたるわたくしに、こっそり話してみますのー。ほらほらー」

「え、こ、こっそりって……え、ええー……さなぎちゃん、なにー……？　めっちゃグイグイくるよう、なんかもう、めんどくさいコトやまのごとしだよぅ……」

「いいから話すんですのー。話さない限り、離さないですのよ～～～」

「は、はたらきたくないでござるぅ～……はたらきたくないでござるぅ～……」

　グイグイと引っ張る勢いで纏まとわりついてくる沙凪に、氷莉は押されっぱなしである。邪気なく攻せめてくる相手は、氷莉は苦手なのだろうか。

　微び妙みように微笑ほほえましい気のしてくるやり取りではあるが、しかし──先ほど、氷莉が隆良の頭を抱きしめていた光景を目もく撃げきしていた夜侘は、

（……氷莉ちゃん……隆良に、何をしようとしてたの……？）

　彼女の見せた瞳の妖しい輝きが、どうしても忘れられずにいた──







　学校の保健室を出る頃ころには、完全に夜の帳とばりが降りていた。黒服の迎むかえの車を待つ間に、夜侘は魅神を伴ともなって御お手て洗あらいへ──校舎の前には、隆良と沙凪が二人で佇たたずんでいる。

「全く夜侘ったら、一人でおトイレに行けないなんて、怖こわがりにも程ほどがありますの……ねえ、隆良様もそう思いますわよね？　わたくしにゲルをぶっかけて欲しいですの」

「……ああ、そーだな……」

「──!?　き、きましたの！　肯定のタイミングを計り、わたくしにゲルをぶっかけさせるよう誘ゆう導どうする会話術──完全にハマりましたの！　にゅふふふ……さあ、隆良様、男に二言は無いですのよね～……？　わたくしに、ゲルを──」

「ああ……そーだなー……」

「隆良様？　隆良様……聞いてないですの？　隆良様、ちょっとー？」

　沙凪の言葉にも、隆良は上の空──先ほどの氷莉とのやり取りから、ずっと気になるコトがあり、考え事をし続けていた。

　氷莉と昔、出会っていたこと──確かにそれは思い出したが、しかしどうしても出会ってから四日目のことを思い出せないのが気になった。いや、そもそも、なぜ今日の今日まで、彼女のことを忘れていたというのか──いくらなんでも、不自然だ。

　それに帰郷を終えるまでの五日間のうち、四日間だけしか会っていなかったことも気になる。最後の五日目は会いにさえ行かなかったというコトで──そしてその五日目から今日に至るまで、氷莉のことをすっぽりと忘れていて、思い出す事さえなかったのだ。

　まるで──何者かに、意図的に記憶を封ふうじられていたかのように。

　では、何者か──？　いくら考えても、心当たりは一つしかない。

「……氷莉本人が、俺の記憶を封印してたのか？」

　思わず呟つぶやいた言葉と共に、そういえば、と隆良は夜侘のコトも思い出す。

（確か夜侘も『氷莉のコト』に関して思い出そうとするとき、俺と同じでこめかみの辺りが痛そうだったな……じゃあ、やっぱ……コレしか思い当たらねーな）

　恐おそらく、間違いないだろう──が、しかしそこで、また新たなる疑問が浮うかんでくる。

「……でも、それなら何で……？」

　封印していたのなら、封印していたで──どうして今さら、自分の前に現れたのか、と隆良は首を捻ひねる。と──隣となりにいる沙凪が、隆良に怪け訝げんそうな声を投げ掛かけた。

「……むう……隆良様、どーしたんですの？　さっきから放心状態で、ぶつぶつ言いながら、難しい顔しっ放しですの……隆良様？　……隆良様～～～!?」

「……お、おお、沙凪!?　どーしたよ、なんか用か？」

「ぉぉ……やっと返事してくれましたの！　用っていうか……さっきから全然答えてくれないから、わたくし悲しみに咽むせび泣かんばかりでしたのよー!?」

「お、おお、ワリーワリー……まあ、ちょっと考え事しててな」

「許せませんのっ……慰い謝しや料りようとして、ゲルを要求しますのー！」

「いや、それは断る。……はあ、なんだかな……」

　ため息を吐つき、また考え込むような素そ振ぶりをし始めた隆良に──しかし沙凪は、むう、と表情を更に顰しかめた。

「……ぅー、なんか、隆良様らしくないですの……モヤモヤしてる感じで、ボーっとして……いつもの隆良様なら、悩なやむ前に即そく行動！　って感じですのに……」

「！　……お、俺、そんなにボーっとしてたか？　……らしくねえ、って……」

「そーですの！　わたくし、そんな隆良様は、なんか変だと思いますの！　隆良様はいつも通り、パーッと騒さわいでるほうが、似合ってますの！」

「人を落ち着きないヤツみたいに言うなっつの！　……でも、ああ……そっか」

　沙凪に言われ、確かにな、と隆良は何となく失しつ笑しようしてしまう。

「そうだな……変に悩んでる暇ひまがあったら、行動すりゃイイんだよな！　ったく、確かにヒーローたる、この俺様らしくなかったぜ……へっ、沙凪、感謝しとくぞ！」

「にゅふっ!?　か、感謝ですの？　……ぉ、ぉぉ……悪くないですの！　にょ、にょへへ……このお返しは、ゲルで良いですのぉ～♡」

「ゲルは出さねーよ！　……まあ、とにかく……行ってくるわ！」

「はーい、よく分からんですケド、いってらっしゃいですの～♪」

　沙凪に見送られ、校舎へと駆かけ入っていく隆良──それと入いれ替かわるように、トイレへ行っていた魅神と夜侘が戻もどってくる。

「はあ、夜侘ちゃんったら……ホント、怖がりなんだから」

「だ、だって夜の学校って怖いし……ていうか魅神も、物もの凄すごく怖がってたくせに……」

「んなっ……ちちっ、違うわよ！　私はその、あ、アウトローとか潜ひそんでないかって、その……常に警けい戒かいしながら歩いてるのよっ！　それに何か、変な気配もしてたし……」

「そんなコト言って、ちょっとの物音とかだけで『いやーっ！』って悲鳴上げてたクセに……って、アレ？　隆良、どこ行ったの？」

　キョロキョロと隆良を探す夜侘には、沙凪が答える。

「隆良様なら、ちょっと気になるコトがあるみたいで、行ってくるそうですの」

「……えっ？　気になるコト……って、何？」

「さあ……忘れ物とか、そんなカンジじゃないですの？」

「………………」

　沙凪の言葉に、しかし夜侘は反応せず、何やら考え込んでいた。隆良は校舎の、どこへ向かったのか──一つしか場所が思い当たらず、夜侘に胸むな騒さわぎが奔はしる。

「隆良……氷莉ちゃん？　まさか……っ！　アタシ、ちょっと行ってくる！」

「あ──夜侘？　……さっきおトイレ行ったばかりなのに、また行くんですのー？」

　沙凪が呼ぶも、夜侘は振り向かず走って行く──と、そこで魅神が首を傾かしげる。

「……夜侘ちゃん、怖がりのクセに、一人で大だい丈じよう夫ぶなのかしら……」

「……むむう、夜侘見てたら、なんかわたくしもおトイレ行きたくなってきましたの……せっかくだし、わたくしも行ってきますのー」

「え……あ、沙凪ちゃん？　……まあ、いいけど……気を付けなさいよねー？」

　夜侘に続いて校舎へ入っていく沙凪を、魅神は手を振って見送るのだった。







　保健室へ駆け入ってきた隆良に──相変わらずベッドの上でゴロゴロしていた氷莉が、ゆっくりと顔を上げ、くりっ、と首を傾げる。

「……？　たからパパ、どーしたの？　わすれもの？」

「……ああ、そーだな、ある意味……忘れ物だよ」

「………………」

「……お前と出会ってから、四日目のコト──どうしても、思い出せないんだ。それがどうしてなのか、お前に聞きたい……いや、もっとハッキリ言うか」

　ひと呼吸を置いて──改めて、隆良は尋ねる。

「俺の記き憶おくを封印したのは──お前なのか？」

「……うん、そーだよ」

　否定せず、あっさりと肯こう定ていした氷莉に──隆良はそのまま続けて訊きいた。

「出会ってから四日目のコトだけじゃなく、今までお前のコトを忘れるようにしてたのも、お前自身だよな？　なのに、なんで今、また俺の前に現れたんだ？」

「……それはね、たからパパに……また、あいたかったから、だよ」

「……俺に？　記憶を封印しといて……また会いたかったって？」

「そーだよ……これは、たからパパのせいなんだから、ね」

　その言葉に、どういう意味だ？　と隆良が怪訝な顔をすると、氷莉は自身の心情をゆっくりと語り始めた。

「わたし、たからパパと、であうまでは……ヒトリでいいや、っておもってた。だって、ヒトとかかわると、めんどくさいもん……だらだら、できないしー……でも、たからパパと、おはなししたりしてると……たのしくなっちゃって……それからはヒトリになると、さみしい、っておもうように、なっちゃったの……」

「……はあ、なるほどな……それなのに俺の記憶を封じちまうんじゃ、どう考えても本ほん末まつ転てん倒とうだと思うけどな……」

　出会ってから四日目に何があって記憶を封じられたのか、それは分からないが──要するに、コイツもただの寂さびしがり屋やか、と隆良は頭を掻かく。

（俺の周りには、なんでこう……やたら寂しがり屋ばっか集まるんだ？）

　思わず微妙な表情になってしまう隆良だが、そんな彼に、氷莉は──いきなり、とんでもないコトを言い出す。

「だから──たからパパには、セキニンとってもらうコトに──したの」

「────は？」

　それはどういう意味なのか──呑のみ込めない隆良へと、氷莉は続ける。

「たからパパには、わたしがだらだらするために、おせわしてもらうのー……ずっとだよ？　わたしのだらだらセイカツのために、おつかえしてもらうのー」

「は……はぁぁぁ!?　何を言ってんだ、イヤだっつーの！　冗じよう談だんじゃ──」

「わたしのおクチに、ゴハンをはこぶかかりでしょー……おふろでおせなか、ながすかかりでしょー……ハミガキ、してくれるかかりでしょー……ねるとき、わたしのだきマクラになるかかりでしょー……」

「だからイヤだっつってんだろぉぉぉ！　なんだその自じ堕だ落らくっぷり！　少しは自分で動けっつーの！　いくらなんでも、やる気なさすぎだろ！」

　思わず反論する隆良だが──氷莉は耳を貸さず、少しばかり妙みような雰ふん囲い気きを醸かもしていた。

「……かぞくゴッコ、ちょっとは、たのしかったけどー……でもやっぱり、わたしには、たからパパだけで……ううん、たからお兄ちゃんだけで……いいや」

「！　……おい、氷莉」

「みかんママとか、よわびニャンコとか……めんどくさいし、どーでもイイ──」

「聞き捨てならねーな──そりゃ」

「──えっ？」

　ムッとする隆良に、少しばかり驚おどろく氷莉。もしかして、魅神達のことを悪く言ったことが気に入らなかったのか、と氷莉が焦あせるも──どうやら、少しばかり違うらしい。

「お前な──あれだけこの俺に世話させといて、もういいやって、冗談じゃねーぞ！　俺だって暇じゃねーんだからな……そうそうお前の世話ばっか、してらんねーよ！」

「えっ……えっ？　……おせわ、してくれない……の？　……お兄ちゃんなのに？」

「だから、兄ってそういうモンじゃねーし、そもそも俺は兄じゃねーっつの！　俺は──ヒーローなんだからな！　正義のために忙いそがしいんだからよ……お前のお世話役なんて、冗談じゃねーっつーの!!」

「……ヒーロー、って……なにそれ……むかしっから、ゼンゼン、イミわかんない……イミ、わかんないよ……」

　ぷるぷると震ふるえる氷莉に──更さらに隆良は、思い出したように付け加える。

「あ、これはついでだけどよ──魅神のコト、どうでもイイとか、面めん倒どうくさいとか、言ってやんなよ。まあ、面倒くさいって思う気持ちも分かるけどよ？　……でもまあ……お前に懐なつかれて、結構嬉うれしかったみてーだし……ンなコト聞いたら、傷つくぞ？」

「………………」

　無言の氷莉だが、隆良は「……あー、余計なコト言った！」と照れ隠かくしのように頭を掻き、続けて氷莉を窘たしなめようとする。

「あー、それと、やっぱお前は、ちゃんと自分で動け！　だらだらしてばっかじゃなく、飯とかも自分で食って、移動とかも人の力を借りようとすんな！　まあ……アレだ、俺も少しは手伝ってやるから、これからは少しずつでも自分で動くように──」

「ふ、ふふっ…………あはは、もう、いいやー…………」

「しろって──ん？　……おい、氷莉？」

「もう、いい……たからお兄ちゃんは、わたしのこと、わかってくれないし……わたし、だらだらしてたほうが、メーワクかけないから、してるだけなのに……」

「!?　お、おい、そりゃ、どういう意味……って、コレ……な、なんだぁ!?」

　ぶつぶつと呟つぶやく氷莉は、明らかに尋じん常じような様子ではなく──様子がおかしくなるのと同時に、氷莉を中心として周囲が徐じよ々じよに凍こおり付いていく。

　それは、時が経たつごとに凍り付くスピードを増して行き──隆良の足元に辿たどり着くと、靴くつを凍らせてしまうまでに至った。

「う、うおっ!?　おわわっ……あ、危ねっ!?」

　片足で地じ団だん駄だを踏ふみ、凍り付いた靴を溶とかしながら後ずさる。突とつ然ぜんの『異能』の発動に──しかしそれを行っている張本人は、ぶつぶつと何か呟いていた。

「たからお兄ちゃんの、バカ……たからお兄ちゃんが、そんなコト、いうんだったら、わたしにだって、かんがえが……あるんだから、ねっ……ジツリョクコウシ、だよ……」

「っ！　氷莉、落ちつけ！　話を聞けっ……氷莉っ！　一体、何をしようって──！」

「わたしは、わたしは……」

　パキィ──何かが割れるような音と共に、氷莉は決定的な一言を放つ──！




「わたしは──わたしのチカラで、『だらだらおーこく』を──つくるし───っ」

「『だらだらおーこく』ってなんじゃいぃぃぃ！　……って、うぼあぁぁぁ!?」




　微び妙みような王国建立宣言の直後──しかしその珍ちん妙みようさとは裏腹に、とんでもない勢いで保健室が氷こおり漬づけになっていく。

　突然の事態に、隆良は氷莉を制止すべく声を掛かけるが──

「くっ……お、おい、氷莉、どういうつもりだ!?　……おい、異能を止めろって！」

「……にげられると、おもわないでね……たからお兄ちゃんは、ココでずっと……わたしのおせわ、させるんだからっ……」

「っ……！　くそっ、聞いてねぇ……！　どうなってんだ!?」

　氷莉の瞳ひとみは生気を失なくしていて、明らかに様子がおかしい。話を聞く気もないようだし、今は、逃にげないとマズイ──焦しよう燥そうに駆かられる隆良へと、

「っ……隆良ぁ！　コッチだよっ……はやく、逃げてきてっ！」

「お……よ、夜侘!?　お前、なんでココに!?」

「いいからっ……隆良、早くっ！」

　保健室の出入り口から、隆良を呼ぶ夜侘を見て──ムッ、と氷莉が顔を顰しかめる。

「……ちょっと、よわびちゃん……ジャマしないでよ……ニャンコのクセに……」

「ニャンコじゃないってばぁ！　ふ、ふんだっ、アタシは氷莉ちゃんのコト、怪あやしいって思ってたんだもんっ……隆良を連れて行かせたりなんて、させないんだからっ！」

「……よわびちゃん、めんどい……もうちょっとで、たからお兄ちゃん、わたしのだったのに……サイアクだよー……」

　そんなコトを呟きながら、氷莉が小さく体を揺ゆらした途と端たん──先さき程ほどの比ではないくらいの猛もうスピードで、保健室が一気に凍り付いて行き、隆良の焦燥は更に深まる。

「くっ……さすがにこりゃ、いくらなんでも……！」

　尋常ではない──ここは一時撤てつ退たいだ、と出入り口へ駆け出そうとする隆良の背中に、氷莉が声を掛けてきた。

「たからお兄ちゃんっ……まってよ、にげる、の？　ねえっ……」

「当たり前だろーが！　お前、話を聞きやがらねーし……一回、落ちつけっつの！」

「……そう、そうなんだ……わかったよ……だったら、わたしにも──かんがえが、あるんだから」

「？　考えって、何だっつーん──うおっ!?」

　問いかけている内に、足元から凍り付きそうになる隆良へと──夜侘が呼びかける。

「隆良っ……今は、早く逃げようよう！」

「お、おお……くそ、仕方ねーか……氷莉！　お前、あんま駄だ々だこねてんじゃねーぞ！」

　夜侘の声に促うながされるまま、隆良は慌あわてて保健室を飛び出す。とはいえ、もはや凍り付くのは保健室のみに留とどまらず、廊ろう下かにまで広がっていた。

　見る見るうちに氷漬けになっていく廊下を見て、隆良も思わず戸と惑まどう。

「う、うおっ……マジかよ、尋常じゃねーぞ、この勢いっ……」

「隆良っ、急がないとっ……！　このままじゃ、アタシ達まで一いつ緒しよに氷漬けだよっ!?」

「わ、分かってるって、走るぞっ！」

　言いながら、既すでに駆け出している二人──凍り付くスピードが隆良達を追い越こし、再び足元に達するも、走って足を動かしているからか先ほどのように靴は凍りつかない。

　が、しかし廊下の先──出口が完全に凍り付いてしまっているのを見て、隆良が焦る。

「げっ……やべっ！　くそっ、体当たりでぶち破るしかっ……いけるかっ──!?」

「隆良──任せてっ！」

「！　夜侘っ──」

　瞬しゆん間かん、夜侘が右みぎ眼めを覆おおっていた眼帯を外し、その右眼を真しん紅くに輝かがやかせる──と、彼女の目視していた場所に、ぽうっ、と炎ほのおの灯ともし火びが熾おこり──

「──『螺旋に惑う焔蛇エンドレス・ウロボロス』！」

　灯ともした炎が蛇へびのように螺ら旋せんを描えがき続け──凍り付いた扉とびらを、見事に融とかす。

「おっ……しゃぁぁぁっ！」

　そのまま、バン、と扉を開き──隆良と夜侘は、校舎の外へと逃げ出すことに成功した。

「はあ、はあ……た、助かったぜ、夜侘……」

「う、うんっ……はあっ。つ、疲つかれたよぅ……」

　校舎から離はなれ、へなへなと座り込む二人に──魅神が駆け寄ってくる。

「ば、バカ隆良、夜侘ちゃんっ……コレ、どうなってるのよ!?」

「……どうなってるって、まあ……見ての通りだよ。はあ、トンデモねーだろ──」

　魅神の言葉に、ゆっくりと隆良が振ふり返る。まあ、アレだけの勢いで凍り付いていたのだ、一階はもう全体が氷漬けになっているだろう──と、思いきや。
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「────はっ？」

　状じよう況きようは、予想を大きく上回っていた──氷漬けになっていたのは、一階どころではなく──学校全体、余すところなく凍り付いていたのだ。

「「………………」」

　さながら、『氷の城』と呼んでも過言ではない光景に、隆良と夜侘も唖あ然ぜんとする。しかも問題は──そこだけに留まらなかったことを、魅神が口にした。

「ていうか……あの、沙凪ちゃんは？　……夜侘ちゃん、会わなかった？」

「……えっ？　あ、アタシが？　何で？」

「いや、夜侘ちゃんを追って、トイレに行ったんだけど……」

　そんなコトを言われても──と、夜侘が戸惑う。そもそも夜侘は、トイレへ行っていたワケではない。沙凪は見なかったし、一体どこにいるのか──と、思いきや、

「どどど、どーなってんですの、コレー！　なんで凍り付いてんですのー!?」

「へ？　今、沙凪の声……んがっ!?」

　沙凪の声がしたほうへ、隆良が視線をやると──何と、そこは二階だった。

「な──なんでトイレ行くのに、わざわざ二階に昇のぼった!?　一階にもあるだろ!?」

「だって夜侘がいなかったから、二階のトイレかもって探してたんですのー！　で、でも、いきなり学校が凍り付いてって……ふ、ふおお……寒いですのぉぉぉ……」

「お、おいおい、大だい丈じよう夫ぶかよ……──!?　沙凪──後ろ！」

「ふおお……んい？　……後ろ、って……」

　隆良の言葉に反応し、後ろを向いた沙凪が──すぐ背後に立っていた人物に驚く。

「──!?　こ、氷莉……？　び、びっくりしましたの……いつの間に──」

「────だまって」

「にゅふ？　…………────!?」

　次の瞬間、おもむろに氷莉に抱だき着かれた沙凪の身体からだが──だらり、力無く倒たおれそうになる。しかし、それを途と中ちゆうで受け止めた氷莉が──沙凪を抱かかえながら、隆良を見た。

「……さなぎちゃん、わたしセンヨウの、だきまくらとして……もらってくから」

「──!?　お、おい、何言ってんだ、氷莉──おぉーい!?」

「……じゃーね、たからお兄ちゃん……かえしてほしかったら、わたしに……ごめんなさいって、しにきたら……？」

　冷たい表情で、そんなコトを言い放つ氷莉に──隆良は大声で呼びかける。

「ちょっ……お前な、自分が何してんのか、分かってんのか!?　ごめんなさいとか、意味分かんねーコト言ってんじゃねーよ！」

「……イミ、わかんなく、ないもん……たからお兄ちゃんの……ばかっ」

「んなっ……お、おい、氷莉──うおおーい!?」

「………ふーんっ、だっ」

　氷莉は拗すねたようにそっぽを向いて、窓から離れ──それと同時に氷の障しよう壁へきが窓を覆い、外側から内部の様子が見えなくなった。

　結果──学校は氷漬けとなり、しかも沙凪がさらわれてしまったことになる。

　この緊きん急きゆう事態に際し、氷の城を見上げながら、隆良は──

「……マジかよ……」

　さすがに、呆ぼう然ぜんとして呟つぶやくしかないのだった。








　03　一見すると無駄なように見えたり、なんでそんなコトすんの？って思われるような行動にも、ちゃんと意味はあるんだよ……ちゃんと意味はあるんだよ……いやホントだよ！




　氷こお莉りが氷漬けにした学校に立てこもり、小一時間ほどが経たとうとする頃ころには、アリアの手配で警察関係者による包ほう囲い網もうが敷しかれていた。とはいえ、彼らがやる事といったら、一部の関係者以外が学校へ立ち入れないよう、バリケードを張る程度なのだが。

　ストレンジャーの事は、ストレンジャー同士で解決──特に今回のようなＡランク級が関かかわっている事件では、異能を持たない人間には手も足も出せない。

　そのため、この事件の解決は、隆たか良ら達の手しゆ腕わんに解決を委ゆだねられるコトとなる。

『──というわけで、政府から正式に《任務》が下った。この氷の城を攻こう略りやくし──当とう該がいストレンジャーの捕ほ獲かく及および、残っていた一いつ般ぱん生徒や教員などを救出すること、とな。そして、これは私が勝手に付け加えるが──沙さ凪なぎちゃんの救出も、重要任務だ』

　アリアから隆良達へ、通信にて声が届く。更さらにアリアは補足するように続けた。

『氷莉ちゃんの作り出した、この城は──ヘリで上空から見た情報によると、屋上に一ひと際きわ堅けん牢ろうな、ドームのような氷ひ室むろが作られているようだ。それのせいで、ヘリも着地出来ないようになっているが……しかし間ま違ちがいなく、氷莉ちゃんはそこにいる。冷気の濃のう度どが特別に高く、更にそのドームから学校全体へ冷気が放たれているようだからな』

「なるほどな……じゃあ俺達はそこへ行って、あのワガママ自じ堕だ落らくだらだら小こ娘むすめを説得して、引っ張り出してくればイイんだな。へっ、楽な任務だぜ！」

『……隆良くん、それはどうかな』

　アリアの浮うかない言葉に、隆良が首を傾かしげる。確かに氷莉の能力は想像以上に強力で、もし戦せん闘とうになれば苦戦は免まぬかれないだろうが──それでも隆良は、氷莉を説得できる自信があった。氷莉はただワガママを言っているだけで、ちゃんと話せば分かってくれる、と。

　が、アリアはそれを察しながらも、今回の件がそう容易ではないことを説明する。

『隆良くん──キミ達が氷莉ちゃんのお世話をしている時、なぜキミ達のチームにアウトロー捕獲の任務などが下らなかったのか、疑問には思わなかったか？』

「へ？　いや、そりゃ……氷莉が来てから、まだ一両日くらいしか経ってないし、たまたまだったんじゃねーの？」

『そうだな、その可能性も低くはなかった──が、どうも違うようなのだ。私も疑問に思って、調べてみたのだが……氷莉ちゃんが隆良くんの高校へ現れる前後に、どうやら旧市街から、結構な数のアウトローが姿を消していたらしい。調査結果は、少し前にようやくもたらされたのだがな……』

「へ？　……それ、偶ぐう然ぜんじゃなく？　……だとしたら、氷莉が関係してるって？」

『うむ、間違いない──氷莉ちゃんの異能が《精神を凍こおらせる》コトも出来るというのは、前に説明したな？　その延長で、氷莉ちゃんはある程度、自身の異能を施ほどこした者を操あやつれるらしい──完全に、とはいかないがな。とにかくその異能でアウトロー達を操り、己おのれの支配下に置いて──校内に潜ひそませている可能性は高い』

「潜ませて、って、そんな奴やつらが学校をうろついてりゃ、怪あやしすぎてすぐに──」

　アリアが『校内にアウトローが潜んでいる可能性』を提示するも、しかし当の学校に通っている隆良だからこそ、どうにも納なつ得とくできない──が、すぐに思い直す。

「──！　そういや、うちのクラスの担任が、校長と教頭の様子が微び妙みようにおかしかった、みたいなコト言ってたな……じゃあ、その二人も操られてて、隠かくれる場所とかも提供してるかも、ってコトか……!?」

『……ふむ、なるほど、そういうコトか……それなら、更に可能性は高まるな。一所に留とどまらせておかずとも、用務員などに変装させれば、潜ませることもなおさら容易……それに校長さんと教頭さんとやらに関しては、氷莉ちゃんの命令外では普ふ通つうに意識を持って生活しているようだからな。多少様子がおかしくても、他の教員などがそれほど気に留めていなかったらしいのも、コレで頷うなずける』

「？　……校長と教頭が普通に生活してるようだ、って、アリアは何で知ってるんだ？」

『ああ、この事態を知った彼らから《ストレンジャーの仕し業わざなのか》と研究室経由で説明を求められたのだよ。ちなみに、氷莉ちゃんに関しては──微み塵じんも知る様子は無かった』

「……そうなのか……つか、まさかとは思うけど……コレ、氷莉が計画的に引き起こした、っつーコトになんのか？　……普段あんな、ぽやぽやしてるヤツが？」

　いまいち納得の出来ない隆良だが、しかしアリアはそうでないらしい。

『隆良くん──氷莉ちゃんは確かに、だらだらしたいとか口にするし、微妙にぼんやりしているところもある……しかし彼女は、決して賢かしこくないワケではないぞ？』

「え、う、うーん……そうか？」

『そうさ。彼女は隆良くんにお世話してもらいたい、と言っていたのだろう？　しかし氷莉ちゃんは、キミが素す直なおに《はい》と言わない可能性だって想定していたはず……だとすれば、沙凪ちゃんを人ひと質じちに取ってキミを氷の城に誘さそい込み、洗脳したアウトローを配置して、キミを手に入れる──この程度の算段は、立てているはずだ』

　それに、と一つ間を置いて、アリアが氷莉の思惑おもわくを更に深く推測した。

『氷莉ちゃんにしてみれば、隆良くんが自主的に、無条件でお世話してくれるのが理想だったはずだ。しかし、それが叶かなわなかったため、実力行使で隆良くんを手に入れようとした──が、これも夜よ侘わびちゃんの介かい入にゆうで失敗に終わり……そしてついに最終手段。この氷の城を作り、キミを引きこもうとしている──失敗を挽ばん回かいするよう、計画性を持って行動を起こしているのは間違いない。やはり氷莉ちゃんは、一ひと筋すじ縄なわではいかんよ』

「……マジでか……いや、だとしてもな？」

『うん？　……まだ納得いかないかい？』

「……ああ、だってさ……」

　アリアの疑問に──隆良が微妙な声こわ色いろで答える。

「普通に『だらだらしたい』っていう割に……こんな氷の城とか作って、アウトロー引き入れたりするって……どう考えてもよ、こっちのほうが、大変だし面めん倒どうだろ……アイツ、努力の方向性を全力で間違ってるっつーか……やっぱアホだよ……」

『……う、うーん……それは、まあ……でもそれだけ、氷莉ちゃんにとって《だらだらする》コトは大事なのだろう……確かに、私にはどうしても、よく分からないが……そ、それでも、手て強ごわいコトに変わりはないと思うぞっ？』

「ああ、そりゃ、まあな……つーか、何かもう『だらだらする』コトに対して変に頑がん固こすぎる気もしてきたし……むしろ手強くて、先が思いやられるっつの」

　そう、アリアが言うように、確かにこの『任務』は容易ではなく、それどころか途と轍てつもなく困難な『任務』と言える。さすがに楽観視できなくなった隆良が、軽く頭を掻かいてしかめっ面つらすると──何でもない、と言わんばかりの口調で魅み神かんが口を挟はさんだ。

「なに情けないコト言ってるのよ──要するに、氷莉ちゃんがワガママ言って引きこもってるから、それを引きずり出せばイイんでしょ。それだけのコトじゃない。過程がいくら困難そうだって言っても、目的自体が明確なら、それを全力でやるだけよ」

「！　……そーだな、その通りだ……へっ、俺としたコトが、相手が氷莉だからか、変に意識しちまってたぜ……まさかお前に言われて、気付かされるなんてな」

「ふん、何言ってんのよ、私のほうがアンタなんかより先せん輩ぱいなんだから、当然でしょ。それに、氷莉ちゃんを──このままにしといてイイなんて、思ってないでしょ？」

「おお、その通りだ。アイツにちゃんと説教かましてやんねーとな。にしても……氷莉のコト、意外とよく考えてんな？　ママだからか？」

「そう──そそそんなワケないでしょ!?　わ、私は、任務に忠実なだけよっ！」

　顔を真っ赤にしながら否定する魅神を見て、隆良は『氷莉が魅神のコトをどうでもイイって言ってたのは、黙だまっておいたほうが良さそうだな』と珍めずらしく空気を読む。

　そんな隆良へと、更に横から夜侘も声を上げてきた。

「隆良──アタシも頑がん張ばるよっ。沙凪ちゃんを、助けないとだし……氷莉ちゃんとも、しっかり話をつけないといけないからっ」

「お？　おお、そうだな……なんだ、夜侘、氷莉と仲が悪いのかと思ってたけども……お前も意外と、アイツのコト考えて──」

「絶対に──アタシはニャンコじゃないってコト、認めさせるんだからぁ！」

「それまだ根に持ってたんかいぃぃぃ！　どんだけママ役やりたいんだ！」

「ぅぅ、絶対、アタシのほうが、向いてるんだからぁ……隆良の相棒なんだからぁ……」

　何やらブツクサと小声で文句を漏もらす夜侘だが、その辺りはよく聞こえなかった隆良は、まあ気合が入ってるならイイか──と軽く割り切る。

　何だかんだで気勢の上がる隆良達へと、更にアリアの声が届いてくる。

『……すまない、皆みんな。こんな事態になるなんて想像もしていなかった、私の不ふ手て際ぎわだ……本来なら私が想定しておくべきなのに──対応が遅おくれて、後手に回ってしまって……』

「おいアリア、何言ってんだっつの。こんなの誰だれにも予測できねーよ。むしろ、よくやってると思うぜ？　旧市街のアウトローが校内にいるかもって分かったのは、お前が調べててくれたおかげだしよ……それに、直接の引き金を引いちまったのは、俺みたいなモンだしな……尻しり拭ぬぐいは、キッチリしてくらぁ」

『……ふふっ、そうか、珍しく気を遣つかってくれているのかな……よしっ、任務前に余計なコトを言って、済まなかった！　私が口にすべきなのは、悔かい恨こんの情ではないな』

　気を取り直したアリアが──改めて、全員に向けて言う。

『皆──氷莉ちゃんを説得し、沙凪ちゃんを救出できると──信じているぞ！　私もサポートにベストを尽つくす。心置きなく、暴れてくるがいい！』

「……おーっし、任せとけっつの、アリア！」

　隆良が威い勢せいよく返事し、魅神と夜侘も同調して頷く。そこで補足とばかりに、アリアが言葉を付け加えてきた。

『それと、今回の事件だが──氷莉ちゃんが引き起こしたというのは、私達以外には伏ふせておくコトとする。外向きには、旧市街のアウトローが学校を占せん拠きよした、というコトにしているから──その辺り、よろしく頼たのむな』

「ああ、なるほどな……夜侘が暴走した時と同じで、今度は氷莉のため、ってコトか」

『その通りだ、隆良くん。……私は、出来ることなら氷莉ちゃんにとって、このチームが彼女の居場所であれば良いと願う──もっと、上う手まくやれれば良かったのだが、な……』

「なーに、お前で足りない分は俺達が補ってやるよ。……お前の願いとやらは、ヒーローたる俺様にかかりゃ──間違いなく叶うだろーぜ！」

『……そうか、ふふっ……相変わらず、頼もしいな……信じてるぞ！』

　快く送り出す、アリアの言葉──いよいよ突とつ入にゆうか、と思われた直前に、

「……おーいっ、下しも野の根ねくーん！」

「ん？　……げっ、理り香かちゃん先生!?」

「げっ、ってなんだコラ……失礼だろォ、オイィ」

「す、すんませんっした！　……って、そうじゃなく、なんでココへ!?」

　関係者以外、立ち入り禁止のはずなのに──とビビる隆良に、理香は笑え顔がおで答える。

「そりゃあ、先生だものー。学校の関係者だからね？　……それに、部活動とかで校内に残ってた生徒の中には、うちのクラスの子もいるのよ……心配になっちゃうじゃない」

「へ？　……り、理香ちゃん先生が、生徒の心配を……!?」

「おう、人様をオニみてーに言ってくれてんじゃねェぞ……コホンッ。も～、下野根くんったらヒドいわねぇ？　私、ごくごくたま～にキレちゃうコトはあっても、ちゃんと生徒のコトは大事に想おもってるのよ……だから、ね」

　明らかに『ごくごくたま～に』じゃないだろ、と微妙な心境に陥おちいる隆良の両手を──理香が、いつになく真しん剣けんな表情で握にぎる。

「今から、下野根くんや雷らい轟ごうさんと、仲間の子が……助けに行ってくれるのよね？　……だから、私からアナタ達に、お願い──皆を、助けてあげて」

「！　……理香ちゃん先生、俺らがチームだってコト、知って……？」

「うふふ、担任だからね、最低限の情報は、政府の人達から伝えられるのよ。そりゃあ、最初は心配だったけど……アナタ達なら、まあ──多分、大だい丈じよう夫ぶでしょ？」

　多分、という辺りは相変わらずの適当さだが──しかし理香からの思わぬ激げき励れいに、少しばかり隆良も胸を打たれる。

「……ありがとよ、理香ちゃん先生……んじゃ、ちょいと行ってくるわ！」

「ええ──よろしくお願いね！　あとそっちの厨ちゆう二に病びようっぽい眼帯の子も、色んな意味で気を付けるのよー？」

「ちゅ、厨二病っぽいって、アタシのコトですかー!?」

　完全に的を射た理香の言葉に、軽くショックを受ける夜侘──まあ、それはそれ、理香が隆良の両手を離はなすと、ついに隆良達は駆かけ出した。今度こそ──任務へ臨のぞむ時だ。

　そんな彼らを眺ながめながら、理香は薄うっすらと微笑ほほえみ、

「……それじゃ一発、景気づけに──」

　駆けだした隆良達の背中に──すう、と大きく息を吸い込んだ理香が、更さらにもう一つ声せい援えんを送ってくる。

「下野根くんや雷轟さんだって、私の大事な生徒だから──怪け我がなんてしやがったら……傷口に練りワサビ塗ぬり込んでやんぞコラァァァ！」

「コレ声援って言わねーわ理香ちゃん先生！　脅おどされてんよ俺ら！　なんかアンタ、本気でやりそうだから怖こわい！」

「つーか、無事に戻もどらなかったらテメェ、どんな目に遭あうか分かってんだろなァ……？」

「なんというオーバーキル！　あの人、死体に鞭むち打うつ気満々だよ！　とんだドＳ女教師だよ！　むしろなんで教師やってんの!?」

　隆良は恐おそれおののくしかないが──しかし理香の激励（？）の声を聴きいていたのか、駆け出している隆良達へと、アリアが通信を送ってくる。

『……良い先生なのだな、彼女は……』

「う、うええ……？　あの激励だか脅しだかよく分からん叫さけびを聞いて、良い先生って感想が出てくるモンなのか……？」

『そう言うな、隆良くん……あれが彼女なりの、スタイルというヤツなのだろう？　乱暴な言葉でも、キミ達を思いやっているのは、私にさえ伝わってきたよ』

「ん、まあ……しょっちゅうキレたりで、よく分からんけどもな……」

　微び妙みような表情をする隆良だが、しかし魅神は満まん更ざらでもなさそうな様子だった。

「……変な先生よね……でも、うん……確かに、いい先生なんじゃない？」

『ああ、そうだな……皆が皆、ああいう人間であれば、キミ達だって……』

「？　アリア……どうしたの？　なんか、急に声に元気がなくなったけど……」

『……いいや、魅神、何でも無いさ！　さあ──今度こそ、任務の開始だ！』

　一時は沈しずんだ声を出したアリアだったが──改めて、意気を奮い立たせたようだ。







　氷莉の作り上げた『だらだらおーこく』──そこへ入り込んだ隆良達は、冷え込んだ内部の寒気にその身を震ふるわせていた。

「な、夏も初めだっつーのに、こんな目に遭うコトになるとはなっ……」

「さ、さむっ……寒いよぅ、隆良ぁ……っ」

「お、おい、あんまくっついたら、歩きにく……あ、あったけぇ……」

　寒がる夜侘に引っ付かれて、しかしそれはそれで温かいらしく、引き離そうとしない隆良に──ビリッ、と魅神が苛いら立だったように電でん撃げきを奔はしらせる。

「アンタ達ねぇ……任務中に遊んでる場合じゃないでしょ！　早く氷莉ちゃんと沙凪ちゃんのトコに行かないといけないんだから、さっさと離れてちゃんと進みなさい！」

「んが!?　お、おお、分かってるっつーの！　ほれ、夜侘、離れろって」

「ぅ、ぅぅ……分かった、けど……ぅぅ、やっぱり寒いぃ……」

　隆良と夜侘が離れたのを確かく認にんし、ふん、と息を吐はいて前を向く魅神。そんな彼女が何となく気を張り過ぎている気がして、隆良が横から茶々を入れて気分を解ほぐそうとする。

「……おう、魅神、随ずい分ぶんと気合が入ってんな？　アレか、氷莉のコト、やっぱ意外と気にしてるんだろ。ったく、素す直なおじゃねーな、それならそうと──」

「──バカ隆良、そんなコト言ってる場合じゃないでしょ。……来るわよ」

「……へ？　来るって、何────ッ！」

　魅神が見み据すえる進行方向──その脇わきの教室の一つから、五人の男達がフラフラと歩み出てくる。恐らく、氷莉に洗脳されたアウトロー達──その先頭の男が、虚うつろな目で何やら呟つぶやき始めた。

「……我らは……氷莉様の、配下……『氷ひよう剋こく五ご虎こ将しよう』……ここを通りたくば、我らを倒たおしてから、ゆけ……」

「！　『氷剋五虎将』……だと……!?」

　誰が考えたのかは定さだかでないが、大おお仰ぎようなそのネーミングに、軽くテンションが上がってしまう隆良──しかしそんな彼の脇から、夜侘が不敵な笑みを浮うかべながら前に出る。

「ふふっ……面おも白しろい相手ね、ココはアタシがやるわ……任せてもらうんだからっ」

「んなっ……ず、ズリーぞ夜侘ィ！」

　何がズルいのかは定かでないが、文句を言う隆良に構わず、夜侘が右みぎ眼めを覆おおう眼帯を外そうとした──その時。

「ふっ、この『紅炎の乙女プロミネンス・メイデン』の炎ほのおで、アナタ達を」

「────『雷らい迅じん』！」

「焼き尽くしてあげ──にゃっ？」

　夜侘が言い切る前に、彼女の横を疾しつ風ぷうが駆かけ抜ぬけ──『氷剋五虎将』とやらの中心に、いつの間にか『雷らい神じん』と恐れられし少女が立っていた。

「悪いけど──アナタ達程度に、時間なんて掛かけてあげるつもりはないから」

「「「「「……え……」」」」」

「すうっ──『雷らい陣じん』──！」

　魅神が一声叫ぶのと同時に、彼女の周囲に電撃のビットが展開され──それらが勢いよく旋せん回かいし、電撃の嵐あらしのように『氷剋五虎将』を包み込み──

「「「「「あ────あばばばば───!?」」」」」

　五人全員を一いつ瞬しゆんにして、同時に倒してしまった。

　そうして『氷剋五虎将』をあっさりと撃退した張本人である魅神は──けれど何の感かん慨がいも無さそうに、足早に進もうとする。
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「……さあ、さっさと行くわよ」

「え、おい……ま、待てよ、魅神！」

　そのまま廊ろう下かを駆け抜け、階段を昇のぼって行く魅神に、慌あわてる隆良と──出番を完全に奪うばわれてちょっぴりヘコむ夜侘がついて行く。

　と、階段を一つ昇ったところに、更なる人ひと影かげが──四つ。恐らく、またアウトローだろう。先ほどの『氷剋五虎将』と同じく、虚ろな目をしていた。

「……我ら、氷莉様の下げ僕ぼく……『四天王』……ここを通りたくば、我らを──」

「！　今度こそっ……！」

『氷剋五虎将』と比べればシンプルになった『四天王』が、喋しやべり終えぬ内に──夜侘が眼帯を外しさり、今度こそはと異能を発動しようとする。

「喰くらいなさい、アタシの清せい浄じようなる炎をっ──久ひさし振ぶりの、だけどパワーアップした──『祝宴を彩る紅き焔キヤンドルフレイム』──！」

「────『雷らい塵じん』!!」

「──────」

　夜侘が炎を放つ前に、そもそも距きよ離りを詰つめる必要が無いほど接近していた『四天王』へと、魅神が全開で『雷塵』を叩たたきこみ──四人まとめて『あばばばば！』と、あっさり倒し尽つくしてしまう。

　再び速そつ攻こうで階段を駆け上がり出した魅神に、夜侘は『魅神のばかぁ……』とほんのり涙なみだ目めになっていたが──しかし隆良は軽く笑みを浮かべながら、魅神へと語りかけた。

「へっ……やっぱ、やる気満々じゃねーか。氷莉と沙凪のコトを想えばこそ、だろ？」

「……別に、そんなんじゃないわよ。私は、いつだって任務には全力なんだから」

「おいおい、こんな時くれー、素直になればイイだろぉ？　いつもの仏ぶつ頂ちよう面づらを止やめろ、なんて言わねーけど、仲間を心配するくれーなら──」

「……素直よ、少なくとも今の私は。だから──」

「？　だから……？　って、うおっ!?」

　瞬間、階段を駆け上がっていた隆良達の足が、不意に止まる。なんと上へと続く階段の先に──氷ひよう塊かいのような分厚い壁かべが立たち塞ふさがっていたのだ。

　これにはさすがに、隆良も思わず驚おどろいてしまう。

「くっ……氷莉のヤツ、こんなモンまで作れんのかよ。チッ、仕方ねー、遠回りするしかねーか……他の階段にも、こんなのあったら、どうすっかな──」

「────だから、私は」

「？　魅神……？　うおっ!?」

　魅神は、行く手を阻はばむ氷の壁をまっすぐに見つめ──両の手を電撃に変え、傍はたから見ても分かるレベルでの最大出力を保つ。

　そして、最大級の『雷塵』をおもむろに振り上げた魅神は──

「────はぁぁぁぁぁぁっ！」

　気合一声──それを氷ひよう壁へきに叩きこみ、その内部へと電撃を送り込む。

　瞬間、電撃の振しん動どうだろうか、氷壁が揺ゆれたかと思えば──直後、内側から爆ばく発はつを起こす。その結果──階段を塞いでいた障害物は、その一撃で粉ふん砕さいされた。

　さすがに唖あ然ぜんとする隆良と夜侘だが、魅神本人は何事もなかったかのように、先ほどの言葉を続ける。

「だから、私は──さっさと氷莉ちゃんと……沙凪ちゃんも助けることで、この任務を終わらせたいの。……今、私は素直に──そうするために、全力を尽くしてる」

「……お、おぉ……そっか。なんか、やっぱいつもと、随分と違ちがうっつーか……」

「……だ、だから早く行くわよ！　さっさと任務を終わらせて、のんびりしたいの！」

「お、おお？　氷莉みたいなコト言いやがって……へっ、なんだかなぁ」

　素直な言葉の直後に、素直でない言葉を放つ魅神──思わず失しつ笑しようする隆良だが、それにしても、と彼女の戦いぶりについて考える。

（……魅神のヤツ、なんつーか……前より、更さらに強くなってねーか？）

　いや、気のせいではなく──確かに強くなっている。それに、異能が、というだけではなく──精神面でも、以前より迷いが無くなっているのではないだろうか。

（……氷莉に懐なつかれて、よっぽど嬉うれしくて、早く助けてーとかかな……それとも、仲間が出来たから、とか……って、らしくねーか？）

　うーむ、と首を捻ひねる隆良だが──そうした瞬間、彼の眼が進行方向で光る何かを見つけ、恐おそらく気付いていない魅神へと咄とつ嗟さに飛びつく。

「────危ねぇ、魅神！」

「えっ──きゃっ!?」

　魅神ごと、凍こおり付いている床ゆかに滑すべり込むと──間かん一いつ髪ぱつ、二人の頭上を何かが横切っていく。どうやら一本の棒切れらしいが、何とそれは壁に深々と突つき刺ささってしまった。

　間一髪の回かい避ひに、隆良も思わず冷ひや汗あせを流しそうになる。

「っ……危ねぇ……！　一体、何が──」

「──隆良っ、上からも来てるよっ！」

「────!?」

　夜侘の声と同時に、上を見ると──瞬間、隆良へと迫せまりくるのは男の右足だった。

「う、うおっ──またかよっ！　くっ……！」

　踏ふみつけられる寸前、魅神ごと身を転がして退たい避ひするも──氷莉に洗脳されているのであろうアウトローの、不自然に黒色化した右足が凍り付いた床に突き刺さる。

「何だ、あの脚あし……凍った床に突き刺さるほど硬かたいって、あれがアイツの異能……!?」

　恐らく『脚か、もしくは身体からだの一部分を硬こう質しつ化する能力』なのだろうか──そんな事を考えていた隆良が、迫り来る更にもう一名分の影を捉とらえる。

「────オオオオオオッ！」

　少し離はなれた場所から突とつ進しんしてくる大男を目にし、魅神が身構える。

「！　……まだいたなんてね、でも──私の電撃でっ！」

「どいてな──魅神」

「!?　ちょっ……バカ隆良!?　危ないわよっ！」

　おもむろに前へ出た隆良が、迫り来る大男と対たい峙じした。そのアウトローは、推進力を増すのに比例して、更に巨きよ大だい化している気がする──いや、実際に巨大化しているようにしか見えない。それが大男の異能なのだろうか──『推進力が増すごとに巨大化』とは、なかなかにデタラメだ。

　が、そんな危険な相手を前にして、なぜか微び動どうだにしない隆良を見て──魅神と夜侘も焦しよう燥そうに駆られる。

「……!?　ば──バカ隆良、なんで避よけないのよ!?」

「た、隆良っ……危ないよぉっ!?」

　隆良が、やられる──助けに入ろうとする魅神と夜侘だが、隆良は何やら落ち着き払はらっており──両りよう腕うでを前に突き出すと、

「────はああああっ！」

　気合の雄おたけびと共に、滑ぬめり気のある白はく濁だくとしたゲルを両腕から出しつつ、ガードするように突出させ──何と、突進してくる大男を『滑らせて』受け流してしまった。

「グッ……!?　グオオオッ！」

　凍り付いた壁へとぶち当たり、ヒビを入れる突進力は恐ろしいが──壁にぶつかって動きが止まると、大男の身体が小男程度に萎しぼんでいった。

　見事に攻こう撃げきを受け流した隆良が──ぼそり、呟く。

「──『無に帰す神業ヌルー・オブ・ゴツド』──」

　これは対トーヤ戦を経て、隆良が新たに生み出した技わざ──自身の異能はガードに有用だと理解し、己おのれが盾たてとなって誰だれかを守れるようにと工く夫ふうした技だ。

「これも、ヒーローとしての戦い方の一つさ──強くなったり、新技作ったりしてんのが──魅神や夜侘だけだと、思うなよ」

　キリィィィッ、と今までにないドヤ顔をする隆良に──魅神は微び妙みような表情をする。

「……まあ私に比べたら地味だし……何よりエグいけど」

「放ほっとけぇぇぇ！　つか、それが助けられた奴やつの態度か！」

「ていうか、私の電撃だったら普ふ通つうに迎げい撃げきして倒たおせてたような気もするけど……」

「……い、いや、最初のほうはどう見ても、完全に不意を突かれてただろーが！　……不意を突かれてただろーが！」

「わ、分かったから、二回言わないでよ！　その、えっと……あり、がと」

　照れ臭くさそうに頬ほおを染めて魅神はそっぽを向くが──隆良が『わかりゃイイんだよ』とドヤ顔を継けい続ぞくするものだから、何となく礼を言ったことを後こう悔かいしていた。

　が、それにしても──今回のアウトロー三人組は、先ほどまでとは明らかにレベルが違う。恐らく最初に棒きれを投げてきたのであろう、異常に背筋の盛り上がった男の姿を遠くに見つけて、夜侘が思わず苛いら立だちを募つのらせる。

「……あ、あんなに遠くから投げてきて、凍った壁に突き刺さるほどの威い力りよくなんて……」

　それも彼の異能に関かかわるのだろう──とはいえ、それぞれ一人ずつを見れば、それほど大した能力とは言えないかもしれない。しかしアウトロー三人組のコンビネーションは息がピッタリで、なかなかに侮あなどれない相乗効果を生み出している。

　離れた場所から遠投で攻撃してくるのは、恐らく『背筋力増ぞう幅ふく』のアウトロー。更に先ほど壁に激突していた小男──『推進力に比例して巨大化』するアウトローは、いつの間にか隆良達と距きよ離りを取り、クラウチング姿勢で待機していた。

　そして最後に、今しがた右足を硬質化させて攻撃を繰くり出してきたアウトローは──今は硬質化して黒色化している右手を突き出し、隆良達と対峙し身構えている。どうやら彼の異能は、身体の一部を『硬質化』させるコトで、間違いないらしい。

　近・中・遠距離、思った以上にバランスの取れた、隙すきの無い三人組だ──思いも寄らぬ強敵達へと、隆良が思い切り指差す。

「くっ……お前ら、やりやがるな……名を名乗れっ！」

　きっと彼らにも、前の四人組や五人組のアウトローと同じく、大層な通り名がついているはずだ。なぜかちょっぴりワクワクしながら隆良が聞くと、彼らの内の一人『硬質化』のアウトローが──厳おごそかに、口を開いた。

「我ら、こそは……氷莉様の親衛隊──『なんか、さんにんくらいいる』──だ……」

「………………」

　どうしてこうなった──思わず呟つぶやきそうになった隆良だが、しかし彼らには別のコトを聞くことにした。

「……あのさ……その、お前らの通り名みたいなの……考えてんの、誰……？」

「……氷莉様、ご本人だ──」

「ああ……なるほど……」

　何となく隆良には読めた──初めは『氷剋五虎将』、次に『四天王』、そして最後に『なんか、さんにんくらいいる』と──要するに、後になるほど面めん倒どう臭くさくなったのだろう。

　真まことに不ふ憫びんな話ではあるが、しかし名前の微妙さと反比例して、強いアウトローが宛あてがわれているのかもしれない。これを攻略するのは容易ではない、と隆良が武む者しや震ぶるいしていると──不意に、魅神が夜侘に声を掛かけた。

「……ねえ、夜侘ちゃん……アレ、やってみる？」

「どーせ今回も、魅神が……にゃっ？　アレ、って……アレ!?」

「ええ、試ためすのには良い機会でしょ──行くわよ、夜侘ちゃん！」

「うっ──うん！」

　隆良が「え、アレってナニ？」と尋たずねようとするも──その前に魅神は、どこからともなく布ぬの袋ぶくろを取り出して開き、前ぜん傾けい姿勢を取る。

　更に、夜侘が眼帯を外したのと同時に、魅神の脚が電気へと変質し──！

「────『雷らい迅じん』！」

「「「──!?」」」

　アウトロー達──『なんか、さんにんくらいいる』の間を掻かい潜くぐり、袋の中身をばら撒まきながら通り過ぎて行った。

　ばら撒いたのは、キラキラと光る粉のような物体──そして夜侘が、

「さあ、いくよっ──燃えっ……ちゃえぇぇぇ！」

　叫さけぶと同時に右みぎ眼めが真しん紅くに輝かがやき、ノータイムで炎ほのおを灯ともした瞬しゆん間かん──

「「「────がぁぁぁっ!?」」」

『なんか、さんにんくらいいる』の間にバラまかれていた粉が爆発し、誘ゆう爆ばくを続け、魅神の行く道が爆散するかのごとく弾はじけ──三人組を、同時に倒してみせた。

「「「…………ぐ、ぐふっ」」」

「──まあまあ、かしらね。……ちょっと火薬臭いけど」

　軽く顔を顰しかめる魅神──そう、彼女が『雷迅』で駆かけ抜ぬけている最中にバラまいていたのは、火薬──そこに夜侘が異能を使って着火し、爆破させて見せたという訳だ。

　本来、魅神一人では『雷迅』を使った後に別の技へ移行する際、若じやつ干かんのタイムラグが生じる。『氷ひよう剋こく五ご虎こ将しよう』のような隙だらけの格下相手ならともかく、今回のような手て強ごわい相手には、そのタイムラグが命取りになりかねない──しかしこの方法ならば、『雷迅』での移動と同時に攻撃も可能となる。

　非常に合理的ではあるが、何も知らされていなかった隆良は呆あつ気けに取られるしかない。

「……み、魅神、夜侘……お前ら、いつの間にこんなん……」

　ぽかん、と口を開ける隆良の横で──ニコリ、夜侘は微笑ほほえむ。

「『雷らい神じん』と『紅炎の乙女プロミネンス・メイデン』の合体技──『雷神の征く爆炎道ライデイーン・イクスプ・ロード』──だよっ」

「………………」

　魅神と夜侘、息ピッタリの合体技を目まの当あたりにして──隆良、思ふ。

（……アレ、なんだろうコレ……なんか俺、疎そ外がい感……リーダーなのに……）

　しかも独自の新技を見せつけた後、派手な技を見せつけられた分──かなりヘコむ。

「ちょっと夜侘ちゃん、変な名前つけないでよ……なんか私まで恥はずかしいじゃない」

「……にゃっ!?　へ、変じゃないよ、失礼だよっ。むう～……じゃあ魅神なら、どんな名前付けるのっ？」

「えっ？　え、えっと……『雷らい贐じん』とか？　私達からの、はなむけ、的な……」

「ちょ……あ、アタシの炎要素も入れてよぉ！」

（うおおお！　俺を横目に仲良く合体技の名前相談なんかするなぁぁぁ！）

　どちらかというと揉もめているだけの気はするが、疎外感はマシマシな隆良だった──もはや、この空気は居いた堪たまれないと、先へ進もうと促うながす。

「さ……さあ、行こうぜ、お前ら！　こんなトコでモタモタしてらんねーぞ、氷莉と沙凪のトコまで、さっさと──」

「あ……分かってるわよ、バカ隆良──って、えっ」

「？　なんだよ魅神、さっさと──お？」

　進もうとした先に──また三人分の人ひと影かげを見つけ、立ち止まる隆良達だが──

「く、くふぅ……あたし、達は……氷莉様の、配下……ふみぃ」

　なんとそれは、久く遠どう郁ふみ──そして彼女の後ろには、取り巻きである明あき久ひさと悠ゆうが。明らかに同校の生徒である彼女を見て、隆良が戸と惑まどう。

「な、なんだぁ……？　アウトロー……じゃ、ねーよな。何で……」

『──隆良くん、聞こえているか？』

「！　アリア……ウチの学校の生徒が、なんか操あやつられてるみてーなんだけど……」

『うむ、氷莉ちゃんの城の中は電波が通りにくいのか、映像はおぼろげだが……確かく認にんしたぞ。キミの高校には、キミや魅神以外にも、ストレンジャーはいるからな──恐おそらく、なぜか学校に残っていたところを巻き込まれたのだろう。彼女は──久遠郁、だな。公認ストレンジャーではないが、政府管理下のストレンジャーで……Ｃランクだ』

「……そっか、なるほどな……」

　アリアの説明を受けつつ、郁を真まっ直すぐ眺ながめた隆良が──

（どっかで会った気がすんだけどな……どこだっけか……）

　ちょっと──いや、かなりムゴイことを考えるのだった。

　さて、そんな完全なる『忘れられ少女』郁は──隆良を見て、何やら怪あやしげに瞳ひとみを輝かせ、ぶつぶつと呟き声を漏もらしている。

「……眠ねむり……を、解く……おうじ……の……キ、ス……」

「……？　なんだ、アイツ……一体、何を言って……」

「眠り姫ひめの……呪まじないを解くのは、王子様の……キス……」

「本当に、何を言っているのですか？」

　思わず丁てい寧ねいな喋しやべり方になった隆良だが──「！」と反応を見せたのは、魅神と夜侘だった。それには気づかず、前に出ようとする隆良だが──

「……まあいい、ココはいっちょ、俺様が相手してやるぜ──なにせ、さっきは合体技わざなんて見せられて、疎外感ハンパ無かったからな……一つ鬱うつ憤ぷんを晴らして──」

「どきなさいよ、バカ隆良」「ここは、アタシ達がやるんだから」

「……はあ!?　おまっ……ふざけんなよ！　さっきも暴れたクセに、また──」

「「…………はい？」」

「いったい、何が始まるんです？」

　尋じん常じようでない二人の威い圧あつ感に、思わず丁寧な喋り方でドン引く隆良──しかし彼女達は、もはや隆良に見向きもせず、郁と向き合う。

　魅神と夜侘、二人を目の前にして、郁はゆっくりと口を開いた。

「！　……あたしの邪じや魔ま、するのなら……この『支配されし乙女の秩序アウト・ロウ・ガーデイアン』の力でっ……容よう赦しやなく、排はい除じよして──！」

　何やら口上を述べていた郁だが──魅神と夜侘が、それを途と中ちゆうで遮さえぎる。

「御ご託たくはイイのよ──」「一瞬で、終わりにするんだからっ──」

「……ふ、ふみぃ……？」

　あっさりとビビる郁に──片や電でん撃げきを迸ほとばしらせ、片や瞳を真紅に輝かせ──

「『雷らい陣じん』────威い嚇かくバージョン！」

「『退散せよ、泥棒猫ちかよんにやー』！」

「えっ、あ──い、いやぁぁぁん!?　ふみぃぃぃ～～～っ」

　電撃と炎の派手な大暴れを目の前にして、涙なみだながらに去ってくしかない郁だった。

「ぁー……ぅー……郁ちゃぁ～ん……俺を置いてかないでくれェ～～～……」

「僕も……行くよぉ～……ぁぁぅぅ～～～」

　逃にげる郁の背中を、追いかける明久と悠──とりあえず、郁を含ふくむ彼らには害はないだろう、と放置することに決めた隆良達だった。

　そこで、アリアからも彼らに関する見解が入ってくる。

『ふーむ……久遠郁は、ここまでのアウトロー共と比べれば、そこまで深い洗脳にはかかっていなかったようだな。むしろ、あっさり解けるほどに浅かったか……恐らく、意志の問題も関係するのかもしれないな。強い意志なら洗脳を跳はね返すコトが出来て、しかしそれでも心に隙すきがあれば、付け入られるというコトか……』

「……なんだかなぁ……まあ、いいか……とにかく、先に進もうぜ」

　微び妙みような心境になりながら、階段を上がって行く隆良達──だが、その瞬間、自分達が異様な感覚に包まれたのに気づき、思わず立ち止まる。

「……なに？　この感覚……──！　そこにいるのは──誰だれっ!?」

　瞬間、電撃のビットを飛ばす魅神だが──一瞬見えた人影に避よけられてしまう。

（──!?　私の電撃を避け……ていうか、出力もスピードもガタ落ちしてる!?）

　一体、なぜ──魅神の電撃を避けたのは、やたらと唇くちびるがセクシーな妙みよう齢れいの女性だ。彼女の異能か──と思いきや、更さらに別方向から男の声が届いてくる。

「ふっ……慌あわてて攻こう撃げきを繰くり出す行こう為い……マイナスだな……」

「…………!?　どういう意味……？」

　問いかける魅神には答えず──別方向から現れた男が、名乗りを上げる。

「我こそは、氷莉様の忠実なる僕しもべ──人呼んで《飛ひ天てんの貴き龍りゆう》──！」

　氷莉の僕を名乗った男──貴龍は、何やら変に格好つけたポーズを取っていた。何でそんなポーズを、という以前に違い和わ感──彼は今までの敵と違ちがって、意識がハッキリしている気がする。更にもう一人、女性の、恐らくアウトローのほうも──

「……あたしは、瞬またたき──氷莉ちゃんを死ぬほど崇すう拝はいするファンだけど……そこの貴龍とは仲間でも何でもないから、勘かん違ちがいしないで」

「ふっ……彼女はいわゆる、ツンデレってヤツさ……」

「勘違いしないで」

　仲良くはなさそうだが、しかし明らかに洗脳が施ほどこされていない。どういうコトなのか、と訝いぶかしむ隆良達へと──その考えを見み透すかしたように、貴龍が笑えみを浮うかべる。

「我らを、他の者共と一いつ緒しよにしてもらっては困る──我らは氷莉様の『だらだら思想』に心の底から同調し、お仕えする者──洗脳など、必要ないのだよ！」

「まあ、だらだらしてる氷莉ちゃんを、お世話したいだけなんだけどね……気持ち悪がられて、お世話させて貰もらえないんだけど」

「ふっ……氷莉様は、恥ずかしがり屋なのだよ……可か憐れんなお方なのさ」

「特にこの貴龍っていうのは、あたしの百倍くらい気持ち悪がられてるわ」

　なかなか辛しん辣らつな瞬だが、貴龍は気にせず隆良達の前に立ち──斜はすに構えたポーズを取る。

「ふっ──ここへ来た時、キミ達は妙な感覚に襲おそわれただろう？　それは、我が異能の影えい響きようさ──それに関して、今から説明してやろう」

「!?　……どういうつもり？　敵に自分の異能を説明しようなんて、何が狙ねらい──」

「チッチッチ、『雷神』さん──人の説明に割り込むのは、マイナスさ」

「……!?　何よ……さっきからマイナスって、一体何──！」

「待て、魅神──いいじゃねぇか、説明してくれるんなら、黙だまって聞いてようぜ」

「なっ……ば、バカ隆良!?」

　なぜ──と訝しむ魅神だが、隆良は何か勘かん付づいている様子。納なつ得とくできない魅神だが、仕方なく引き下がったところ──貴龍が改めて説明を再開した。

「どうやら勘の良い者もいるようだな……ふっ、では改めて教えよう。我が能力は四方にマーキングすることで、その内部に限定的な特とく殊しゆ空間を作るコトができ──その空間内では、あるルールに基もとづき、全すべての力が増減する──そのルールとは！」

　一つワザとらしく間を置いて──貴龍は、ルールとやらを改めて口にする。

「この空間内では、格好いい言動を取った者ほど────より強くなるのだァァァ！」

「…………は？」

　何言ってんの？　と首を捻ひねるのは、魅神──しかしここで補足説明をしてきたのは、意外にもアリアからの通信だった。

『……ふむ、なるほどな……いや、これは恐らく、本当だぞ。魅神も最初、出会い頭がしらに電撃を放った時、いつもより調子が悪かっただろう？』

「え、ま、まあ……え、でも……んん……？　意味、分かんないんだけど……」

『うーむ、そうだな……魅神にも納得がいくように言うと、その空間内では簡易的な催さい眠みん術のようなものを掛かけられてしまう、と思えば良いだろう。そこのアウトローの男が言ったように、各おの々おのが格好いいと思う言動を取れば無意識下で肉体・異能が強化され、逆なら弱体化してしまう、と言った具合にな』

「……いや、ちょっと待ってよ……私、確かに自分がカッコイイなんて思ってないけど、カッコ悪いとも思ってないわよ！　なんで電撃の出力が下がるのよ！」

『ふむ……まあ魅神には、過去に異能のせいで苦労した、というコンプレックスがあるから……それこそ無意識下で、自身の異能を否定してしまっているのではないか……？』

「そ、そんなコトないわよ……昔ならともかく、チーム組んでからは、むしろ──って何言わせるのよ！」

　どうにも納得できない魅神だが──それを尻しり目めに、何やら夜侘が眼帯を外し、

「──封ふうぜられし『紅炎の乙女プロミネンス・メイデン』の、真の力を見せる時が来たようね──ハッ！」

　右みぎ眼めを真しん紅くに輝かがやかせると共に──ぼわっ、と拳こぶし大の松明たいまつのような炎ほのおが熾おこる。前に暴走してしまった時と近いレベルの炎に──夜侘のテンションは、だだ上がりだ。

「にゃっ、にゃあっ!?　ぼ、暴走もしてないのに、こんなに……しかも、すっごいスムーズに動かせる！　ナニコレ、すごいっ……って、はしゃいでたら消えちゃった……」

　無意識下に、はしゃぐのは格好悪い、と思ってしまったというコトなのか──しかしどうやらアリアの説明が本当だった、と証明されたようだ。魅神も微妙な表情をしていたが、何かを決意したかのように──頬ほおを赤らめつつ、口を開く。

「こ……この『雷らい神じん』と呼ばれし、私が……き、きさまたちを、せ、成敗するわーっ……え、えいっ。…………ちょっと、指先がパリッてしただけなんだけど!?」

『恥はずかしがってたら、恐らくダメだぞ。むしろ弱くなってしまうのではないか？』

「もおっ、何なのよ！　本気で意味分かんないんだけどぉ～！」

　アリアの指し摘てきに、身み振ぶりを交えて煩はん悶もんする魅神──そんな彼女に、貴龍がのんびりと落ち着いた声を投げかけてきた。

「ふっ……とりあえず、ご理解いただけたかな？　これこそ我が力さ──さあ、一体誰から掛かってくるのかな？　我は全員相手でも構わぬが……」

「！　し、しまった……私達、バカみたいなコトに囚とらわれて、隙だらけに…………ん？　ていうか、何でその隙を突ついて、攻撃してこなかったんだろ……」

『不意打ちだと、カッコ悪いからではないか？』

「……えぇ……？　まさかとは思うけど、この戦い、ずっとそんな感じなの……？」

　なんだか一気に疲つかれてきた魅神だが──夜侘が意い気き揚よう々ようと、階段前で立ち尽つくす貴龍に向かって歩いて行くのを見つける。

「うふふ……ココでなら『紅炎の乙女』であるアタシの本来の力を、思う存分に発揮できそうだよっ……ココはアタシが、いかせてもらうんだからっ」

「ちょ──ちょっと待ちなさい、夜侘ちゃん！　私の異能がバカみたいな理由で弱くなってるの、なんか納得いかないんだからっ……ここは私にいかせなさい！」

「うなっ!?　魅神は今日、充じゆう分ぶんに戦ったでしょぉ～……!?　アタシが行くの～……！」

「い・い・か・らっ……私に、譲ゆずりなさいぃ～……！」

　なかなか熱い取り合いを繰り広げている二人だが──ところがどっこい、ここまで不思議と沈ちん黙もくを保っていた隆良の声が、おもむろに聞こえてくる。

「ふっ……お前達には悪いが、ココはヒーローたる俺に行かせてもらおう……」

　いつの間にか貴龍の前に立っていた隆良に──夜侘が大げさに驚おどろいてみせる。

「にゃっ……げ、ゲゲェー!?　隆良、い、いつの間にあそこにぃー!?」

「えっ……いや、なんか普ふ通つうに歩いて行ってたけど……」

　魅神は見たままに答えるが、しかし夜侘は隆良に視線を送り、ゴクリと生なま唾つばを呑のんだ。

「恐おそろしい男だよ、隆良……奴やつを甘く見ると、命がいくつあっても足りないよ……」

「え、バカ隆良、そんなに強いみたいな感じだっけ……」

　なぜか勝手に株を上げられている隆良だが──彼はニヒルな笑みを浮かべるばかり。そんな隆良と対たい峙じする貴龍もまた、不敵な笑みを崩くずさない。

　互たがいに睨にらみ合う男二人の内──まずは貴龍のほうから口を開いた。

「ふっ……ヒーローくん、だったかな……言うだけあって、なかなかやりそうだな？」

「ふっ……お互い様さ、貴龍……飛天と呼ばれる力は、伊だ達てじゃなさそうだぜ……」

　そんな二人のやり取りを見て、夜侘が思わず緊きん張ちようした面おも持もちになる。

「！　さすが……二人とも分かってる……！　やり合う前に相手を褒ほめ、認めるコトで、何とな～く大物感を出してるよっ……戦いは、既すでに始まってるんだね……！」

「え、そうなの……？　なあなあの馴なれ合いじゃなかったの……？」

　夜侘のテンションに、ほとんど付いていけない魅神──とはいえ付いていけないのは、隆良と貴龍、二人の戦い自体にもだった。魅神いわく『なあなあの馴れ合い』を挟はさんだ後、構えを取った貴龍が隆良へと襲い掛かる。

「さあ、ヒーローくん、まずは小手調べからだ──行くぞ！」

「ふっ、かかってくるが良い、貴龍──小手調べで終わらない事を祈いのるぜ……！」

　小手調べ──と言いながら、明らかに全力でぶつかり合う二人。だが魅神が何よりも驚いていたのは、隆良と貴龍、両者の動きが尋じん常じようでなく速いことだった。

「──なっ!?　い、異能も使ってないのに、なんてスピード!?　……で、でも……」

　この空間が及およぼす力は、確かに本物のようだが──隆良も貴龍も、戦い方が未熟だ。格かく闘とうというより、ただただ拳を突き出し、殴なぐり合っているに過ぎない。

　そんな戦いを見ていて、いまいち微妙な心持ちの魅神だが──そんな彼女の横で夜侘は、時折ガードの隙すき間まを縫ぬって攻撃を当てる隆良に向けて、感かん嘆たんの声を漏もらした。

「隆良、すごい……あんな隙間を縫って攻撃するなんて……大したヤツだよ……」

「いや、相手の攻撃も当たってるし、そもそもそんな大したコトしてないんじゃ──ってバカ隆良、なんか動き良くなった？」

「！　まさかこの戦いの中で、更に成長しているというの？　……やはり天才か……」

「あの、夜侘ちゃん？　バカ隆良って、『やはり』とか言われるくらい天才とか言われてたっけ──って、また動き良くなった!?」

　まさか、カッコいい言動とかいう話は、周囲のサポートも影響するというのか──ややこしさに眩暈めまいのする魅神だった。

　が、それでも──対峙する隆良と貴龍は、相変わらず大おお真ま面じ目めだ。

「ふっ……さすがだな、『飛天の貴龍』──この俺に、五分の力を出させるとは」

「ふっ──我は三割しか力を出していないのだがな……キミを過大評価しすぎたか」

「おっと、勘違いするなよ……五分といっても、制限している五〇％の力の中での五分だ──つまり、二五％しか出してないんだぜ……」

「それを聞いて安心した──我も実のところ、二割程度の力で戦っていたのだからな……」

　会話を交かわすごとに、力を出している割合（自じ称しよう）が低くなっていく二人──数字がダウンし続け、ついにコンマを迎むかえた頃ころ、隆良がニヤリと笑みを浮かべる。

「ふっ、そうだな……そろそろ、教えてやってもいいか……」

「……？　何をだね、ヒーローくん」

「俺の切り札である──俺の異能について、お前に説明してやろう」

（!?　ば、バカ隆良、なんで……!?　な、なにか、考えがあるのよね……!?）

　きっとブラフでも混ぜて、相手を引っかけるつもりなのだろう──そう信じたかった魅神だが、どうも違ちがう。隆良は確かに、自身の異能について説明していた──『決してエグくはない』と釘くぎを刺さしつつ、『大いなる異能』と持ち上げつつ、だが。

　そんな隆良に──魅神があからさまな戸と惑まどいの声を上げる。

「なっ……何で戦闘中なのに、敵に対して懇こん切せつ丁てい寧ねいに自分の能力を説明するの!?　そんなの隠かくしておけば、それこそ切り札として使えるのに……！」

　至し極ごく尤もつともな魅神の意見に──けれど夜侘は、一つため息を吐つきながら説明する。

「はあ、魅神……分からないの？　相手の人だってアタシ達に対して、戦闘前に自分の能力を律りち儀ぎに説明してたでしょ？　だから、つまりそのほうが──」

「……カッコイイから、って？　いや、全然納得できないんだけど……」

　自分で辿たどり着いた答えでも、呑のみ込めない魅神──が、『そうだ！』と手を叩たたき、名案と言わんばかりに夜侘へと提案を投げかける。

「あっ……ていうかさ！　私達もこうやって棒立ちして戦ってるのを見てないで、バカ隆良に加勢すれば……相手のもう一人が加わっても三対二だし、コッチが有利に──」

「────魅神のバカッ！」

「いたい！　なんでおしり叩くの！」

「三対二になんてなったら、こっちは大勢でイジめてるみたいでカッコ悪いし、逆に相手は少数で難戦に挑いどむみたいでカッコ良くなっちゃって、負けちゃうに決まってるでしょ！　三対一だとしても勝てないよっ……悪手にも程ほどがあるんだからねっ！」

「う、うう……だ、だからって、おしり、叩かなくってもイイじゃない……」

　痛そうに自身のお尻しりをさする魅神だが、彼女に対して珍めずらしく優位に立っている夜侘には馬ば耳じ東とう風ふう。黙もくして戦いを眺ながめており──そして先ほど自身の能力を懇切丁寧に説明した隆良には、一つの変化が訪おとずれていた。

　ゆらり、柳やなぎのように身体からだを揺ゆらした隆良が──ギン、と貴龍を睨にらみつける。

「ふっ、行くぜ、貴龍──ここからが、俺様の本当の力だ……！」

「ふっ、おもしろい……かかってくるがいい。まあ、我に敵かなうはずが──」

「──どこを向いて喋しやべってる──？　後ろだぜ」

「!?　なん……だと……ぐ、ぐうっ!?」

　尋常でないスピードで後ろに回り、攻こう撃げきを仕し掛かけてきた隆良に、さすがの貴龍も表情を歪ゆがめざるを得なかった。

「くっ、貴様……いつの間に後ろへ……！」

「おいおい、どうした？　また──後ろだぜ」

「なん……だと……ぐ、ぐおおおっ！」

　急に圧あつ倒とう的な攻勢に出る、隆良──しかしせっかく背後に回っているのに、いちいち声を掛けてから殴りかかっているため、貴龍にその都度ガードされてしまう。

　これには、傍はたから見ている魅神からも思わず文句の声が上がった。

「!?　バカ隆良、なにやってんのよ！　せっかく後ろを取ったのに、わざわざ『後ろですよ』って声かけたら、対応されちゃうに決まってるでしょっ！　黙だまって攻撃すれば──」

「魅神────おしりを食いしばりなさーいっ！」

「え、どうやって──ひゃあぁんっ!?　なんでおしりたたくの！　いたいんだからぁ！」

「後ろから攻撃する時は、一声掛けるのが礼れい儀ぎでしょ！　ていうか魅神だって、割と攻撃前に一言付け加えたりするくせに！」

「そ、それは、勢い、っていうか……ぅぅ、おしり、いたいぃ……」

　さすがに涙なみだ目めになってきた魅神が、お尻をさすりながら──ふと気づく。

（……ていうかバカ隆良、わざわざ能力を説明したのに、なんで使わないんだろ……でもまあ、どうせ卑ひ怯きようでカッコ悪いからとか、私には意味分かんない理由だろうし……夜侘ちゃん、またおしり叩いてきそうだし、黙ってよっと……）

「…………魅神の──バカッ！　よよいっ～～～！」

「いっ……たぁぁぁいっ!?　な、なによ、なんなのよ夜侘ちゃん！　……私っ、何も言ってないのにぃ……！」

「一人でっ……一人で悩なやまないでよっ！　アタシ達──仲間でしょっ!?」

「仲間なら、おしり叩かないでよっ！　しかもノリノリで……こ、こんのぉっ……！」

　ここまで来ると、さすがに怒いかり心しん頭とうの魅神──この空間内で調子に乗っている夜侘に向けて、憤ふん怒ぬをそのまま言葉にした。

「いい加減にしなさいよっ……人のおしり、散々叩いてきてっ……今は確かに夜侘ちゃんのほうが優位かもしれないけど、この戦いが終わったら、お仕置きなんだからっ……！」

「………………」

「ちょっと、夜侘ちゃん、聞いてるの!?　無視する気なら、尚なお更さらキツ～く……！」

「魅神──それでイイんだよ。よく気が付いたねっ」

「…………は？」

　意味不明な一言に、首を傾かしげる魅神──対する夜侘は、ニコリ、慈じ愛あいの微笑ほほえみを浮うかべながら説明してくる。

「リベンジに燃えてる魅神の顔、カッコ良かったよ……恥はずかしいとか思わず、真実の気持ちで言葉を紡つむぎ、目標を見み据すえるコトが出来る……言動だとか、そんな上辺だけのカッコ良さに囚とらわれなかったんだもん。今なら、力も発揮できるんじゃない？」

「え？　じゃ、じゃあ試ためしに……──！　ほ、ホントだ……力が戻もどってる!?」

「ふふっ……アタシはそれを気付かせるために、あえて魅神に辛つらく当たったんだよ……でも、魅神なら気付いてくれるって、アタシ──信じてた！」

「え、そ、そうなの？　……あ、ありがと……？」

　何となく、和なごやかな雰ふん囲い気きに包まれる二人──と、それは表面上の話だけで、夜侘は内心でかなり焦あせっていた。

（あ、危なかったぁ……この戦いが終わった後のコト、全く考えてなかったよう……でもちゃんとフォローしたし、魅神にビリビリされるコトはないよね……うんうんっ）

　安心する夜侘の横で、魅神の内心はというと、

（まあ散々おしり叩かれたコトは絶対に忘れないし、後でキッチリお仕置きするけど）

　どうあがいても、悲劇の予感──マルチバッドエンドシステムの到とう来らいに気付かぬ夜侘に、明日はあるのか。

　さて──夜侘の末路は、もうどうしようもなさそうなので置いておくとして、隆良と貴龍の戦いも、ついにエンディングを迎えようとしていた。

「やるな、ヒーロー……！　が、しかし……瞬が見守っている限り、我は負けぬ……！」

「『飛天の貴龍』──大したヤツだったぜ。しかし仲間の想おもいを背負っている限り──ヒーローは、絶対に負けねぇのさ！」

　両者、最大限に力を籠こめ──最後の一いち撃げきを繰くり出さんと、拳こぶしを振ふり上げる。

「うおおおお！　これが我とっ……瞬の愛の結けつ晶しようだァァァ！」

「仲間の想いを拳に乗せて──これが、ラストだァァァァ！」

　ちなみに貴龍が引き合いに出している瞬はあくびをしており、隆良の仲間である魅神と夜侘は『お尻を叩いた』だのという会話に没ぼつ頭とうしていたが──それでも誰だれかのために戦っている自己陶とう酔すいは強いモノなのか、両者は重い一撃を放ち、互いの頬ほおを打ち抜ぬいていた。

「「うっ……うぐ、うぅっ……！」」

　拳を交こう錯さくさせて、後──隆良と貴龍は、凍こおり付いた床ゆかへと同時にくずおれる。

「……へへっ、貴龍よ……やりやがる、な……」

「ふっ……貴様こそ、な……」

　ドシャッ、と倒たおれた二人──その内の隆良を見て、魅神と夜侘が同時に声を発する。

「えっ……バカ隆良？　……え、あ……だ、大だい丈じよう夫ぶ、なの……？」

「えっ、た、隆良……？（──！　違う……隆良は、恐おそらく！）」

　魅神は本気で心配顔だが、夜侘は何かを察した様子──だが、貴龍が倒れてからほとんど間かん髪はつを容いれず、傍ぼう観かんしていたもう一人のアウトロー──瞬が、前に出てきた。

「ふう……ようやく茶番は終わりみたいね。ここからは、お遊びじゃないわよ──貴龍のバカも気絶したみたいだし、能力も解除されたでしょ……心置きなく、戦えるわよ？」

「……仲間を侮ぶ辱じよくするなんて、ヒドいっ……そんな人、カッコ悪いんだからっ」

　言いながら、夜侘は内心で『チャンス』と考えていた。倒れる隆良のほうへ、夜侘は何かを期待するように目を向けるが──しかし。

「──!?　み、魅神……なんで、そこにいるのっ!?」

　隆良の傍かたわらには、いつの間にか魅神がしゃがみ込んでいる──『雷らい迅じん』を使ったのか足の周りには微かすかに電気が弾はじけていた。しかし魅神は、敵であるアウトローの瞬には目もくれず、倒れる隆良へと声を送っている。

「ねえ、バカ隆良……ちょっと、起きなさいよ……ねえ……ねえってば……！」

「……『雷らい神じん』さぁん？　このあたしを前にして、随ずい分ぶんと余よ裕ゆうじゃない……そんなカッコつけの変人なんかに、構っている場合なの──」

「…………うるさい。黙りなさいよ、アウトロー」

「…………！」

　瞬の言葉を食い気味に黙もく殺さつし、ゆらり、魅神は立ち上がり──全身に電気を迸ほとばしらせる。

「……茶番だったのは、確かよ……ハッキリ言って、私から見たら、ワケ分かんない戦いだったわ……けどね、それでも必死で戦ったコイツをバカにするのは──許さない」

「…………!?　なっ……『雷神』……！　アンタ、何よ、それっ……！」

　瞬が慄おののく、魅神の様相──左ひだり腕うでを電撃の弓のように形作り、また右腕には電撃の矢を形作り──雷らい電でんの弓矢と化した両腕を、思い切り引き絞しぼって、

「私は、容よう赦しやなんてしないわよ。喰くらいなさい──『雷らい矧じん』！」

　その矢を──まさに稲いな光びかりの勢いで、撃うち放った。

「────っ、くっ！」

　刹せつ那な、瞬が己おのれの『異能』を発動させる──瞬はご丁てい寧ねいに説明などしなかったが、彼女の異能は『瞬しゆん間かん的に身体能力を急きゆう上じよう昇しよう』させるというモノだ。その延長で動体視力も上昇させ、時が止まったかのような視界の中、電撃の矢を捉とらえ──すんでのところで回かい避ひする。

（っ……何よ、話が違ちがうじゃないっ……『雷神』は、遠えん距きよ離りに対応できる技わざは持ってないって……そのはずじゃないの!?）

　高名な『雷神』の噂うわさは、瞬も聞いていた──だからこそ、近寄ってきたところを自身の異能で迎むかえ撃ち、カウンターで瞬またたく間まに倒してしまおうと考えたが──アテが外れる。

（っ……こうなったら、逃にげるしかっ！）

　退散しようと後ろを向いた瞬が、そこで異様な光景を目にする。それは、魅神が放ったはずの矢だ。しかしそれは中空に留とどまり──電撃の尾おは、魅神へと繋つながっていた。

　戸と惑まどう瞬へと、魅神はただ冷れい徹てつに、一言漏もらす。

「『雷矧』────弐にの矢」

「な────あばばぁっ!?」

　瞬間──中空で留まっていた雷の矢が、猛もう然ぜんと魅神に向けて引き戻されていき──その途と上じよう、瞬を大いに感電させ、彼女を一撃の下もとに打ち倒してしまう。

　そう、『雷矧』とは──ただ単に電撃の矢を放つ技ではない。魅神は両手を電撃に変化させているのであって、放った矢は身体と繋がっている状態なのだ。故ゆえに、放った『矢』を『引』き戻す性質を持つ、だからこその『矧』──それが『雷矧』だった。

　瞬く間に瞬を倒してしまった魅神を見て、夜侘もさすがに驚おどろく。

（倒れる仲間のために戦いに赴おもむき──その上、このタイミングで新技っ──!?）

　魅神も隆良と同様、トーヤとの戦いを鑑かんがみて、遠距離にも対応できる技はないかと考えたのだ。しかし実のところ、この技は魅神にとって、今回がぶっつけ本番だったのだが。

（……？　なんだろ……いつもより、スムーズに電撃が放てたような……）

　首を捻ひねる魅神──だがその疑問には、打ちのめされて倒れていたはずの隆良が、勢いよく起き上がって答えた。

「よっ──っと！　……あーあ、魅神にオイシイとこ、全部持ってかれちまったな……」

「──!?　ば、バカ隆良……アンタ、平気なの!?　き、気絶してたんじゃ……」

「いや、死んだフリってヤツだよ……夜侘は気付いてたっぽいぜ、な？」

「えっ……よ、夜侘ちゃん、そうなの!?」

　隆良と魅神の視線を同時に受けて、コクリ、夜侘が一つ頷うなずいた。

「う、うん……ていうか、多分だけど隆良は、アウトローの……瞬さんが乱入してきてから、立ち上がるつもりだったんじゃないの？　そしたら二対一になるし」

「おう……夜侘の言う通りだ。まあそうは言っても……魅神が乱入したせいで、その策は無になったんですけどもね」

　隆良のちょっとしたイヤミに、ぐむっ、と魅神が慌あわてて反論する。

「な、なによっ。ちゃんと倒したんだからいいでしょっ！　……え、でも、あっちの貴龍って人、倒れてるし、二対一にはならないんじゃ……って、まさか……!?」

　そこで、魅神は気付く──隆良が死んだフリしていたというのなら、貴龍もまた同様に、死んだフリをしている可能性が高いと──！

「……く、くくっ、バレてしまっては仕方ないな……」

「っ……や、やっぱり……！」

　のそりと起き上がってきた貴龍に、驚く魅神。つまり真相は、気絶していなかった貴龍の異能は解けておらず、『格好いい言動を取ったら強くなる』という微び妙みようなルールは、まだ生きていたというコトになる。

　ということは、先ほどの魅神と瞬の戦いは──『仲間を蔑ないがしろにした』瞬は強くなれず、『仲間を気き遣づかい、しかも新技まで繰り出した』魅神はいつもより強くなっていたのだ。魅神が圧勝したのも、ある意味で当然と言える。

　とはいえ魅神は基本的に、変に意識さえしなければ、普ふ段だんから割と格好つけた言動を取っている気もする。元から高次元の能力を持つゆえに、天然で格好つけられる魅神に──夜侘も少しばかり微妙な表情だ。

（魅神、無自覚にやってるんだから……アタシや隆良より、よっぽどタチ悪いよね……）

　まあ、それはそれ──問題は、まだ残っている。起き上がって来た貴龍だ。

「我がパートナー瞬がやられたのは計算外だが……しかし瞬の屍しかばね（死んでない）を乗り越こえて戦うという、この状じよう況きようが──我に今までにない力を与あたえてくれるぞぉぉぉ！」

「……えええ……このバカバカしい戦い、まだ続くのぉ……？　コッチは、さっさと氷莉ちゃんと沙凪ちゃんのトコまで行きたいのに……もぉヤダぁ……」

『いや、魅神──そうでもないかもしれないぞ』

「えっ……あ、アリア!?」

　突とつ然ぜんのアリアの通信に、驚く魅神だが──アリアはそのまま、全員に声を送ってくる。

『キミ達の戦せん闘とう中、その《飛天の貴龍》とかいうのに関して調査していたのだが──あるコトが判明した。《飛天の貴龍》の、本名は────』

「……なにっ……!?　アリア、そいつは──本当なのか!?」

　アリアが述べた、『飛天の貴龍』の本名を耳にし──隆良は一つ頷き、貴龍の前に出る。

「うおおお……むっ、ヒーローくん……またキミが我と戦うというのかね？　ふっ、随分と勇ゆう敢かんな話ではあるが、しかしなぁ……ついに哀かなしみを背負う事の出来たこの貴龍には、世紀末覇は者しやくらいでないと相手には──」

「……ああ、そうだな、『飛天の貴龍』……いいや──『ノブ助』」

「え……────!?」

　その名で呼ばれ、『飛天の貴龍』──改め、ノブ助氏、絶句。しかし直後、慌てふためいた様子で、身み振ぶりを交えながら弁解する。

「ち、ちがっ……わ、我は過去を捨て、その名を捨てたのだ！　今は『飛天の貴龍』が、我が真ま名なでっ……だから、だからっ……！」

　縋すがるように魅神と夜侘のほうを向く『飛天の』……ではなくノブ助だが、女子二人は。

（（……ノブ助かぁ……））

「う、うわっ……うわぁぁぁアァァァ～～～ッ!?」

　全国のノブ助さんに謝れ。いや、本当に、ノブ助という名前が悪いワケではなく──大おお仰ぎように『飛天の貴龍』と名乗っていたコトが問題なのだ。これはさすがに、カッコ悪い。

「ああ、あ……ち、力がッ……力が、失われていくぅ……!?」

「──おう、ノブ助よう」

「…………ヒッ!?」

　怖おじるノブ助へ、あまり人のコトを言えない気のする下野根隆良氏が、今までしていなかったような変に特とく徴ちよう的な喋しやべり方で説教を始める。

「ノブ助ってのは決してワリー名前じゃあねェー……それなのに、自分の名前を嫌きらって大仰な名前を名乗るなんざよォ～……ダサイことこの上ねェーぜ。この世には、サ○エさんみてーなヘアースタイルでも、誇ほこりを持って生き様を貫つらぬいてるヤツもいるのによォ～～～……ノブ助、残念だがテメーはここで──脱落リタイアだ」

「ウッ……う、うぐうっ……!?」

　国民的人気アニメの主人公と、この世のどんなコトより優やさしいスタンドの持ち主にも謝れ。と、まあそれはそれ──なぜか真まっ直すぐに相手を見ず、斜はすに構えたポーズを取った隆良が──不意に魅神へと話を振ふる。

「おい、魅神──ノブ助さんに、何とか言ってやんな」

「……そうね、それじゃ、ええと……」

　魅神の感じる理り不ふ尽じんのほとんどを、『なんかカッコイイから』で解決されて──鬱うつ憤ぷんが溜たまりに溜まっていた魅神が、両腕に電撃を迸らせる。

「ま、相変わらず意味分かんないけど……アンタの顔も、見み飽あきたわ──だから」

「ちょ……ちょ、まっ……ひ、ひぃぃぃ……!?」

「精々黒こげになって、反省するコトね──『雷らい塵じん』──！」

「あ────あばばばばー!?」

　思い切り電でん撃げきを喰らい、もんどり打って倒れる貴りゅ……ノブ助。そんな彼には、もはや目もくれず、魅神は──

（……私、普段からそんなにカッコつけてるのかしら……なんか、そう思ったら……）
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　恥はずかしくなって、顔が熱くなってしまうのだった。と、戦いが終わったのを確かく認にんし、夜侘が隆良と魅神に駆かけ寄る。

「えへへっ……完勝だねっ、隆良っ♪　魅神も、お疲つかれさ──」

「あ、夜侘ちゃん……この任務が終わったら、おしりの恨うらみ晴らすから、覚かく悟ごしててね」

「──────」

　エンディングまで、泣くんじゃない。まあエンディング後に泣くこと確定の夜侘だが、魅神は絶対に許さないだろう、絶対にだ。諦あきらめるしかない。

　悲しみに涙なみだもちょちょ切れそうな夜侘を引き連れ──隆良達は、更さらに上の階へと進んでいくのだった。







　四階まで昇のぼり、屋上まであと一つ──しかしここで、隆良が不意に立ち止まった。

「？　隆良……どうしたの？」

　尋たずねてくる夜侘に、隆良は答えず──廊ろう下かのほうへ顔を出し、その光景を眺ながめた。

「……とんでもねー状態だな……」

　屋上のすぐ真下まで来ると、冷気も殊こと更さらに強くなっており──氷こおり漬づけになった廊下の先には、隆良のクラスも遠目に見えた。一年生の教室は、全すべて四階にある──通い慣れたその場所が、全く別の姿に変へん貌ぼうを遂とげているのを見て、隆良と魅神は神妙な表情をする。

「……氷莉のヤツに、いつまでもこんなコトさせてちゃ──いけねぇな」

「……そうね、同感よ──バカ隆良」

　頷き合う二人──そこで仲間外れにされているようで寂さびしくなった夜侘が、隆良の腕うでにいきなり抱だき着いていく。

「あ、アタシも頑がん張ばるよっ！　ね、ねえ、隆良っ……聞いてるっ？　ねえっ──」

「おお──分かってんよ、頼たよりにしてるっての、夜侘」

「！　そ、そぉ……？　え、えへっ……」

　照れ臭くさそうにしつつ、隆良の腕に抱き着く夜侘に、魅神も少しばかりムッとする。

　が──そんな面々の耳に、アリアの通信が不意に届いてくる。

『皆みんな……気合を入れ直しているところに、すまない。至急、伝えねばならんコトが出来た……早く氷莉ちゃんを救出せねば、マズいかもしれん事が判明した』

「？　な、なんだって？　おいアリア、どういうコトだ？」

『ああ、隆良くん……魅神と夜侘ちゃんも、心して聞いてくれ』

　アリアに冗じよう談だんの色はなく、真しん剣けんな声が通信機から届いてくる。

『《絶対凍とう結けつ》の異能を持つ氷莉ちゃんは、常人より体温が低いというコトは、前にも言ったな？　異能の影えい響きようで氷莉ちゃん自身が低体温であるコトに耐たえ得うる体にはなっているのだが……しかし氷莉ちゃんは、実は今回ほどに大規模な異能の使い方を、しかもこんな長時間、続けたコトはない……』

「お、おい、アリア……つまり……どういうコトだ？」

『……このまま学校全体を覆おおうような、大規模な能力を保ち続けていると──氷莉ちゃんは、自身の異能に耐えきれなくなり──』

　一つ、呼吸を置いてから──言いにくそうにしていたが、アリアはぼそりと呟つぶやいた。

『命を、落としてしまうかも……しれない』

「………………」

『だから──皆。一刻も早く、氷莉ちゃんを救出してくれ。沙凪ちゃんも、急がねばどうなるか分からない。頼たのむ……彼女達の命運は、キミ達に──』

「今さら、何言ってんだ──当たり前だろうが、アリア」

『！　……隆良くん……！』

　隆良が当然のように頷くと、魅神と夜侘も同調し、続けてアリアに返事する。

「そもそも、そのために来たんだってば──目的は、最初から変わってないわよ。氷莉ちゃんを助けるっていう条件が加わって、あと今までより急げ、ってだけでしょ？」

「任せてください、アリアお姉さま──アタシ達で、何とかしますから！」

『魅神、夜侘ちゃん……そうだな、キミ達なら、きっと……！』

　言いながら、アリアは氷莉の現状に関して補足してくる。

『それと、これは私の推測ではあるが──もしかすると氷莉ちゃんは、自分自身の心を凍こおらせて、閉じこもっているのかもしれない。命を落とし兼かねないのに自制できず、ほとんど暴走のような状態で、氷の城を保ち続けているのだからな……そんな彼女を引きずり出すのは、やはり……容易ではないぞ』

「……戦闘も、覚悟しとけ、ってコトだな……分かってんよ、アリア」

　言われずとも覚悟は決まっている──そんな隆良に、アリアは続けて声を送ってくる。

『任せたぞ、皆……！　氷の城も屋上に近づくごとに、通信が届きにくくなっている……恐おそらく、この通信もじきに使えなくなるだろう。私には、祈いのるコトしか出来ないが……皆のコトを、信じて待っているからな……！』

「……おお──任せとけ、っつってんだろ！」

　頼もしい言葉と共に、隆良は魅神と夜侘を引き連れて──

「よし、お前ら──行くぜっ！」

「分かってるわよ──バカ隆良っ！」

「任せてっ……『宿星の片割れスター・パートナー』がいれば、怖こわいモノなんて無いんだからっ！」

　今までで最も士気を高め、改めて階段を駆け上がる。

「……待ってろよ、氷莉こんにゃろっ……もうすぐ俺らが、引きこもってるお前を、引きずり出しにいってやるからよ──！」

　氷莉の居る屋上まで──もう、目の前だ。
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　階段を昇り、屋上へ続く扉とびらを目の前にする頃ころには、アリアとの通信は完全に途と絶だえていた。真冬のような冷気に包まれる中、凍り付いた扉を魅み神かんが睨にらむ。

「────『雷らい陣じん』！」

　展開した電でん撃げきのビットを、凍り付いた扉へと注ぎ込み──ガオンッ、と扉を覆う氷を弾はじき飛ばし、屋上への道を開く。

　ついに、隆たか良ら達は辿たどり着いた──氷こお莉りと、そして囚とらわれの沙さ凪なぎが待つ場所に。そこへ足を踏ふみ入れてから、夜よ侘わびが真っ先に声を漏もらす。

「！　……こ、こんな時に不ふ謹きん慎しんだけど……綺き麗れいなトコロ……」

　外側から見れば、分厚い氷に覆われた堅けん牢ろうなドームだった、その内部は──白銀と一言で形容できるような、広い空間になっていた。そして屋上と校舎を繋つなぐ扉から見ればずっと奥に、氷莉が作り出したのであろう、氷の台座──いや、氷のベッドがある。

　そして、その上でゴロゴロ寝ね転ころがっていたのは──氷莉その人だ。

「……みんな、きたんだ……わたしの、ジャマをしに……」

　小声のはずなのに、ドーム内では声が反はん響きようするのか、不思議とよく聞こえてくる。そして氷莉のすぐ脇わきには、ピクリとも動かず横たわる沙凪の姿が。

「ぅ、ぅーん……今回、災難ですの……わたくしの出番……むにゃむにゃ……ですの」

　少なくとも怪け我がさえ無さそうだし、寒そうではあるが、無事なのは確からしい──それには隆良達も一安心だが、しかし肝かん心じんの氷莉は、どうにも様子がおかしかった。

「……たからお兄ちゃんイガイ、でていって……わたし、ここで、だらだらするの……たからお兄ちゃんに、おせわして、もらいながら……ずっと、ずっと……」

　瞳ひとみは虚うつろで、どことなく挙動も不自然だ。しかし一番の問題は、氷莉が微かすかに身み震ぶるいしていること──それは体温調節のための『シバリング反応』──体温が下がりすぎていると、それ以上の体温低下を防ぐために、身震いして体温を上じよう昇しようさせようとする生理反応。本来なら冷気に抵てい抗こう力のある氷莉が、今その現象に見み舞まわれている。

　もしかすると、一刻の猶ゆう予よも無いのかもしれない──空くう虚きよな視線を向けてくる氷莉に、隆良は声を張り上げて説得を試みる。

「ぅおーいっ！　氷莉、お前ちょっといい加減にしろぉー！　引きこもるためだけに、こんな大事件を起こしてんじゃねーよ！　だらだらするって、どう考えてもコッチのほうが労力を使い過ぎてんだろが！　さっさと異能を解除しろっつーのぉぉぉ！」

　……説得というより、ツッコみというか、勧かん告こくという感じではあったが。

　しかし、隆良の言葉を受けて──氷莉が、ビクリと身体からだを一ひと際きわ大きく震わせる。

「……なんなの……？　たからお兄ちゃん……わたしに、そんなコトいうために、ここまで、きたの……？　チガウでしょ……ほかに、いうこと……あるんじゃ、ないの……？」

「いや、ねーよ。駄だ々だこねてワガママ言って引きこもってるお前を、さっさと引きずり出しに来ただけだっつーの。だらだらするとか、そんなバカげたコトはいい加減──」

「──うるしゃぁいっ！　……はぁ、はぁ……」

　また珍めずらしく大声を出したからか噛かみ気味で、しかも氷莉自身に限界が近づいているからか息切れをし──それでも氷莉は、言葉を続けた。

「なんで……？　ごめんね、ってヒトコトいえば……たからお兄ちゃんが、いっしょに、いさせてくださいって……いってくれれば……ゆるして、あげるのに……わたしの、おせわがかりとして、『だらだらおーこく』で、いっしょに……いさせて、あげるのに……」

「……おい、氷莉、それは──」

「なんで……わかって、くれないの……たからお兄ちゃんだけで、いいのに──」

「────氷莉ちゃん！」

「！」

　声を張り上げたのは、魅神──何やら厳しい表情をして、真まっ直すぐ氷莉と向き合う。

「バカ隆良が、いつの間に『パパ』を返上したのか、そんなのはどうでもイイけど……どうでもイイけど！　……でも、氷莉ちゃん……アナタのやってるコトは、間ま違ちがってる」

「……なによ、なんでよう……」

「アナタが沙凪ちゃんをさらったのは──バカ隆良がココまで来るようにって、そのためだったんでしょ？　何だったら、沙凪ちゃんを盾たてに、バカ隆良に言うコトを聞かせようとしていた……違う？」

「……タテに、しよーとなんて……でも、たからお兄ちゃん……そうしないと、わたしのトコに、きてくれないかも、って……」

「……さあね、それはどうか分からないけど──沙凪ちゃんの気持ちも、バカ隆良の都合も考えず、そんなコトして──そんな身勝手でワガママな行動を取るようじゃ、私欲に走るアウトローと同じ、自分勝手な無法者でしかないわ」

「っ…………」

　辛しん辣らつな魅神の言葉に苦い表情をする氷莉へと、今度は夜侘が語りかける。

「ねえ、氷莉ちゃん──もう止やめなよっ。これ以上は、氷莉ちゃんも危険なんだよ!?　氷莉ちゃんは気付いてないかもしれないけど、氷莉ちゃんは異能の使い過ぎで、身体が危なくなっちゃってるんだよっ……早く、異能を解除しないと──！」

「……きづいてる、よ……なんか、おかしいもん……からだが、ぷるぷる、ふるえて……いままで、こんなコト、なかったのに……」

「っ……！　じゃあ、もう止めようよ！　じゃないと、氷莉ちゃんが、死んじゃう──」

「──いいよ、もう……しんじゃって、も……」

「────え？」

　聞き違いか、と目を丸くする夜侘に──しかし氷莉は続けた。

「だって……たからお兄ちゃん、わたしのおせわ、してくれないし……みんな、みんな、うるさいし……もう、いいよ……メンドウ、だもん……」

　ぼそぼそと、氷莉は暗く沈しずんだ瞳で──全すべての望みを、捨てるような一言を。

「もう、いきてるのも、メンドウだから……わたし、このまま──しんじゃっても」

「────なんでそんなコト言うのっ！」

「──っ!?」

　怒いかりの声を上げたのは、魅神──眉み間けんに皺しわを寄せて、だけどその表情はどことなく悲しげに、視線はまっすぐ氷莉を捉とらえている。

「アナタがっ……氷莉ちゃんがそんなコト言って、バカ隆良が、夜侘ちゃんが……私が、どういう気持ちになってるか、分かってるっ……!?　そういうの、ちゃんと考えて喋しやべってるの……!?　ねえ、どうなのよっ……答えなさいよっ！」

「っ……そ、そんなコト、かんがえないっ……メンドウ……だもんっ……」

「だったら、ちょっとは考えなさいっ！　面めん倒どうとか、怠なまけたコトばっか言ってないで……死んでもイイなんて、バカみたいなコト言わないでっ……考えなさいよっ！」

「…………っ」

　魅神に厳しい口調で窘たしなめられて、泣きそうな顔をした氷莉が──それでも、もうイヤなのだと、そう言わんばかりの眼めを隆良達に向ける。

「……もう、いい……もう、なにも、はなすこと……ないっ……わたしは、カッテにやるもんっ……いままでだって、そうしてきたんだからっ……」

　ドーム内の冷気が一層強くなり、隆良達の、そして離はなれて対たい峙じしている氷莉と──横たわる沙凪の周囲に、冷気が霧きりのようになって立ち込める。

「みんな、みんなっ……もう──どっか、いっちゃえぇっ……」

　もはや、何も聞く気は無い──完全な臨戦態勢に入ってしまった氷莉を見て、魅神が神しん妙みような顔をして俯うつむく。

「……ごめん、説得……できなかった」

「何言ってんだ、それなら俺や夜侘も同じだし、こうなるコトは想定してただろ──戦うなら戦うで、バッチリお仕置きして、さっさと助けてやるだけの話だっての」

「……うん……そう、よね……そうよ、分かったわ！」

　吹ふっ切れた、とばかりに前を向いた魅神──よし、と隆良は仲間達に指示を出す。

「行くぜ、お前らっ……氷莉は、ぽやっ、っとしてるけども、アレでＡランクだ……ココはきっちり警けい戒かいして──フォーメーションαで行くぞっ！」

「んっ……了りよう解かいだよっ、隆良っ！」

　夜侘が肯こう定ていの返事と共に、右眼を覆おおう眼帯を外しながら隆良の左側へバラける。まあフォーメーションαといっても、ただ左右にバラけるだけだが──魅神も頷うなずいて応こたえた。

「分かった────『雷らい迅じん』ッ！」

「フォーメーションっつってんのに、ナゼ一人で突つっ込んで行くのか詳くわしく！」

　話を聞いていない、というより──早く勝負を決めようと、魅神は焦あせっているのではないだろうか。戦いが長引けば、いつ氷莉の限界が訪おとずれるか分からない。

　それだけ心配なのか──兎とにも角にも、一いつ瞬しゆんで氷莉との距きよ離りを詰つめた魅神は、

「悪いけど、私はスパルタなの──痛いのは一瞬だけだから、我が慢まんなさいっ──！」

　両足を元に戻もどした直後、両手を電気に変え、氷莉へ向けて振ふり下ろす。

「手加減はするわっ────『雷らい塵じん』！　……えっ!?」

　が、しかし──振り下ろした電でん撃げきは空を切り、氷莉の姿は霧む散さんしてしまった。結果、その場に残ったのは氷莉のベッドに横たわる沙凪と魅神だけに。

　それを見ていた隆良は──まさか、と歯噛みする。

「このドーム内で温度差を作り出して、蜃しん気き楼ろうを……!?　……いや、っつーより、冷気で幻げん影えいを作り出した、っつーほうが正しいのか……!?」

　だとすれば、氷莉の異能は思った以上に応用力がある──魅神は戸と惑まどいながらも、消えた氷莉の姿を探そうとするが、しかし次の瞬間。

「氷莉ちゃん、どこへっ……──!?　な、なによ、コレっ!?」

　魅神と沙凪の四方に、見るからに頑がん強きようそうな氷の壁かべがそびえ立ち──二人を氷の牢ろう獄ごくに、閉じ込めてしまった。

『なに──これ──ちょ──出しなさっ──……ッ！』

　魅神の声が、壁に遮さえぎられてハッキリとは聞こえなくなる。それとは対照的に、ドーム内に反響するように、氷莉の声がどこからともなく響ひびいてきた。

『このドームのナカは、わたしの、テリトリー……《だらだら・プリズン・ロック》……ココでなら、わたしのイノウは……フルで、つかえるの……』

　つまり、今の氷莉は全力で隆良達を倒たおしに来ているというコト──と、魅神の閉じ込められている氷の牢獄の内部で、何やら点てん滅めつするような輝かがやきが見える。恐おそらく魅神の生み出す電撃が、断続的に光を放っているのだろう。

『ナメ──るな──ァァ！　ハァ────ァァッ！』

　氷の牢獄を出るために、電撃を放っているのだろう──その凄すさまじい勢いに、

（……怖こわっ）

　さすがに隆良も、寒さのためだけでなく背筋が凍こごえる。もしも沙凪がこのタイミングで目を覚ましてしまったら、トラウマは確定だろう。

　──とはいえ、氷の壁は幾いく重えにも層を成しているのか、なかなか破れそうにもない。

「……つーか、アイツかなり前にも『ダミー』を作るアウトローに突っ込んでって、危ない目に遭あってたよな……猪ちよ突とつ猛もう進しんだから、引っ掛かかりやすいんかな……」

　ため息を吐つく隆良だが──とにかく氷莉とは、隆良と夜侘だけで戦うしかない、というコトになる。

「氷莉の限界を考えると、モタモタしてらんねぇしな……夜侘、やるしかないぜっ！」

「う、うんっ……って、あれっ？」

　少し離れた夜侘は、隆良の言葉に頷くも──すぐさま疑問を顔に浮うかべる。

「でも、あの氷莉ちゃんが幻影だったとして……本物は、どこに──」

「──ココだよ──」

「──えっ──!?」

　その声は、夜侘のすぐ真後ろから──夜侘は振り向く間も無く、氷莉に抱だき着かれ、動きを封ふうじられてしまう。

「ふっ、やぁっ……!?　つ、冷たっ、う、うぅ～っ……」

「……だいじょうぶだよ、よわびちゃん……わたしのいうこと、きくように……するだけ、だから」

「!?　それって、操あやつるっていうコトっ……!?　う、うゃ、んっ……!?」

　ピキ、と何かが凍こおり付くような音と共に、夜侘の瞳ひとみから光が失われていく。このままでは、以前に暴走した時と同じような状態に──かと、思いきや。

「う、なっ……ナメないっ……でっ！」

「！　むーっ……」

　氷莉を振ふり払はらい、夜侘は彼女の洗脳から逃のがれる。軽く息切れする夜侘だが、そのまま氷莉を強い視線で見み据すえていた。

「はぁ、はぁ……前までのアタシだと……思わないでっ！　今のアタシは、隆良のおかげでっ……前より、ちょっとは強くなったんだからっ……！」

「……ふーん……ニャンコなのに、イガイとスゴいんだー……」

「だから、ニャンコじゃないってばぁっ!?」

　思い切り否定する夜侘に、隆良が駆かけつけながら声を掛ける。

「おい、夜侘、大だい丈じよう夫ぶか!?　……へっ、自分だけで氷莉を振り払うなんて、やるじゃん」

「！　え、えへっ……当たり前だよ、だってアタシ──隆良の『宿星の片割れスター・パートナー』だもん！」

「ああ、まあ……やっぱ意味分からんけどな、それ」

　そこは相変わらずだが──とにかく氷莉を見つけて、隆良が笑えみを浮かべる。

「へへっ、奇き襲しゆう失敗、だな……これで二対一、だぜ？　ここがお前のテリトリーっつっても、俺達に勝てると思うなよ。何だったら、今すぐ降参すりゃあ──」

「……ムダ、だよ……たからお兄ちゃん」

「んがっ…………無む駄だ？」

　どういう意味だ──と口にしようとした隆良が、続けて不思議な熱を腕うでの辺りに感じる。一瞬、何か分からなかったが──直後、それは強きよう烈れつな痛みとなって実感された。

「なっ……あ、熱っ!?　え、ちょ……これ、火……？　おい、夜侘──!?」

　炎ほのおを発生させるコトが出来るのは、この場では夜侘しかいないだろう──何のつもりか、と夜侘を見た隆良が、彼女の様子がおかしいコトに気付いて絶句する。

「!?　なっ、お、お前……なんで、操られてんだよ……抵てい抗こうしたんじゃ──！」

「……ぅ……ゃ……にゃあっ！」

「──っ、くっ……うおおっ！」

　右眼を輝かせ、再び炎を放ってくる夜侘──腕からゲルを放ち、隆良は何とかガードしながら下がるも、彼女の様子に既き視し感を覚えていた。

　そう──今の夜侘は、前に暴走していた時と同じ。右眼が真しん紅くに輝いている時以外は、瞳が光を失なくしているようで──心神を喪そう失しつしているようだ。

　しかし一度は抵抗したのに、なぜ──隆良の疑問には、氷莉が答えを出してくる。

「……よわびちゃんのココロには、まえにイノウをカクセイさせたトキの、エイキョーが……のこってる、よ……それをシゲキして、もうイッコ、うわのせしただけ……」

「……っ!?　二重洗脳、っつーコトかよっ……！」

　一つの洗脳なら、振り払えたのだろう──しかし二重にとなると、夜侘が前より精神的に成長したと言っても、耐たえられなかったようだ。

　そして、ここで隆良は──氷莉とかなり接近していることで、彼女の様子も普ふ段だん以上におかしいコトを理解する。

「！　おい、氷莉……お前、大丈夫か……？」

「……？　だいじょーぶか、って……どうでもイイよ、そんなの……」

「っ……！」

　やはり、おかしい──夜侘を操っている氷莉自身の瞳からも、まるで光が失われているようだ。それこそ──彼女自身が、洗脳されているかのように。

（アリアの言う通り、自分で自分の心を、凍らせちまってんのかっ……）

　異能の影えい響きようは、他者だけにではなく、自分自身にも及およぼすコトが出来る──氷莉は自らの心を凍らせたことで、頑かたくなに自身の殻からに閉じこもってしまっているのだ。

　まるで話を聞かないのも、必要以上に頑がん固こなのも、そのためか──こうなってしまったら、力ちから尽ずくで洗脳を解くしかない、のだが。

「……たからお兄ちゃん……もう、ジャマしないで……こおらせちゃう、よ……？」

「隆良……ダメ、だよ……氷莉ちゃんの、邪じや魔まなんて、しちゃ……」

「くっ……氷莉……夜侘まで……！」

　背中合わせになった氷莉と夜侘が、生気を失くした眼で隆良を見据え──まずは夜侘の右眼が、真紅に輝いた。

「ぐっ……夜侘、正気に戻っ……れっ、あっつぅっ!?」

「……『無秒着火ゼロ・フアイア』……」

　夜侘の灯ともす炎が、ノータイムで隆良を襲おそう。ゲルを出してガードするも、視みるのと同時に発動する『それ』を、完全に防ぐのは至難。

　しかも──続け様、床ゆかに片手を突ついている氷莉の姿が目に映り、

「たからお兄ちゃん……ホントに、こおらせちゃうん、だからっ……」

「っ？　な……うおおおっ!?」

　氷莉が床に手を突いている辺りから、氷が隆りゆう起きするかのように迫せまってきて──隆良の目前で跳はね上がり、ゲルを出している腕へと槍やりのように襲いかかってきた。

　すると──氷の槍に触ふれた腕が、ゲルごと一気に凍り付いていく。

「なっ、なにっ……う、うわわっ!?　おおお、コンニャロォ！」

　慌あわてて飛びのき、凍り付いてしまった腕を床に打ち付け、何とか凍ったゲルを砕くだいて事なきを得る。いや──完全に、無傷だったというワケにはいかないのだが。

「っ……やべぇ、腕がかじかんで、震ふるえ止まんねぇ……！」

　一度凍り付けば、その影響は後にも尾おを引く──そうでなくとも、氷莉の作った『だらだら・プリズン・ロック』の内部は、冗じよう談だんのような名前とは裏腹に冷気が激しい。ここでは、時間が経たてば回復、というのも見込めないだろう。

　むしろ、時が経つほどに不利になっていく──夜侘と氷莉の攻こう勢せいは、尋じん常じようではない。

「ぐっ、熱っ……冷たっ!?　くそっ、どっちかにしろっつう──おおお!?」

　正面からは夜侘の炎、下からは氷莉の操る氷。どちらもＡランクで、片方だけでも厄やつ介かいだというのに、絶ぜつ妙みようなコンビネーションで攻せめてくるのだから堪たまったものではない。

　このまま逃にげ回っていても、どうしようもない──腹を括くくった隆良は、二人へ向けて応戦しようと震える手を伸のばす。

「喰くらいやがれっ──『さまよえるゲルい散弾ゲル・ズイ・シヨツトガン』！」

　震えていたのが功を奏し、散弾のように広こう範はん囲いへと飛ぶエグいゲル──魅神の電撃のように攻撃力を持つモノではないが、少しでも怯ひるませられれば勝機はあるかもしれない。

　今まさに、多量のゲルが夜侘と氷莉の頭上に降りかかる──かと思いきや。

「……えいっ、こおっちゃえぇっ……」

　前に出た氷莉が、何と──左手に氷の大盾たてを形成し、ゲルを受け止めてしまった。受け止められた白はく濁だくたる粘ねん液えきは、一いつ瞬しゆんにして凍り付いてしまう。

「──なっ、なにっ……」

　これには隆良も戸惑うが──しかしそんな一瞬の油断を掻かい潜くぐり、

「……あ、熱っ!?　くっ、夜侘かっ……！」

「………………」

　無言で右みぎ眼めを真紅に輝かせる夜侘の炎──ほんの少しの油断が、ノータイムで火を放ってくる彼女に対しては、命取りになる。

（っ……このままじゃ、埒らちが明かねぇ……こうなったらっ！）

　玉ぎよく砕さい覚かく悟ごで、距きよ離りを詰つめるしかない──離はなれてゲルを放っても、氷莉の盾に遮さえぎられてしまうだけだし、夜侘の火に炙あぶられ続けるコトしか出来ない。

　しかし幸い、今の夜侘は洗脳中でぼんやりしているからか、『火を工く夫ふうして使う』ことをあまりせず──ただ単純に、見た場所へ火を放っているだけだ。それなら、思い切り我が慢まんすれば──距離を詰めるまで、何とか耐えられるかもしれない。

　他ほかに手段も見当たらない、思いついたら、やるだけだ──！

「行くぜ、覚悟しろよっ……うおおおおお！」

　一声、叫さけびながら突っ込む隆良──そんな彼に、夜侘が火を放つも、

「──熱ぅ!?　ぐっ……まだまだぁぁぁ！」

　身体からだからゲルを出し、耐え忍しのんで走り続ける隆良──『いける！』とほくそ笑えみ、ついに二人の懐ふところまであと一歩、というところで──

「おっしゃ！　もらった──」

「たからお兄ちゃん──あまい、よっ……」

「……んなっ──!?」

　隆良の思惑おもわくを破ったのは、またしても氷莉──彼女は自身の右手を凍らせ、さながら氷の剣けんと呼べそうな『それ』を振ふりかざし、隆良を迎むかえ撃うったのだ。

　すんでのところで身を引いた隆良だが、胸むな元もとを氷の剣が掠かすめ──

「危ねっ……えっ？　……なっ……なにィ～～～ッ!?」

　氷の剣が掠めた隆良の胸元は──何と、一瞬にして凍り付いてしまっていた。焦あせりながら後退し、凍り付いた胸元を両手で払う隆良だが──

「くっ、つ、冷てぇっ……って、熱っ!?　う、うがっ……アッチィ!?」

　身をよじる隆良を執しつ拗ように襲うのは、夜侘の放つ炎──再三にわたって感じる熱から逃れようと、隆良は凍り付いた床へと身を転がす。

　ようやく、夜侘の攻勢が落ち着いてきてから──隆良は突っ伏ぷしたままの体勢で、荒あらい息を吐つきながら思う。

（っ……お、思った以上に……コイツら、ヤベェ……！）

　近づけば氷莉の異能で凍らされ、離れれば夜侘の炎が襲って来る──侮あなどっていたワケではないが、想像以上に厄介なコンビネーションだ。

　炎と氷の二重奏──Ａランクを誇ほこるストレンジャー二人の攻勢に晒さらされ、一人の隆良が、魅神の閉じ込められている氷ひよう牢ろうに目を向けるも。

『ッ──はぁ──は──ぁ』

（っ……さすがに厳しい、か……）

　微かすかに聞こえてくるのは、魅神の息切れ──援えん軍ぐんは、望めない。

　結局、どう足あ掻がいても一人で戦うしかない──上等、と心の中で気合を入れる隆良だが、少しばかり強がりが混ざっているのは否いなめなかった。

（……それでも、俺にはまだ、出来るコトがあるっ……！　そう、こうなったら──！）

　やるしかねぇ──と、隆良は氷莉に向けて、

「……うおぉーい！　ちょっとタイム……話を聞けぇー！」

　……再び説得を試みるコトにしたようだ。まあ、情けない、などと言ってはいけない。結果的に氷莉も「？」と首を傾かしげ、攻撃は止まっているのだし。

「おい、いい加減にしろよっ……こんなコト続けてたって、何にもならねーだろ！　夜侘まで洗脳して巻き込んで……もう、やめろっつーの！」

「！　……やめろ……？　たからお兄ちゃん、やめろ、っていった……？」

「？　おう、そうだ……そもそも、戦ってんのがおかしいんだよ！　こんな戦い、無意味だっつーの……もう、やめろって──」

「……また、やめろ、っていった……なんなの……イミ、わかんない……」

「……へ？　……こ、氷莉？」

　また、更さらにおかしな様子で俯うつむいてしまった氷莉が──続けて呟つぶやく。

「たからお兄ちゃん、ちょっとまえに、ジブンでうごけとか、わたしにおセッキョウしたくせに……こんどは、やめろって……イミ、わかんないっ……」

「!?　自分で動けって……いや、それ言ったのって、お前が学校を氷こおり漬づけにする前の話だろ!?　大体、ソレとコレとは違ちがうって……俺は、戦いを止めろって言って──」

「やれっていったり、やるなっていったり……コドモのころのわたしが、なにかにさわったら、こおっちゃうからって……いままで、なにもさせなかったくせに……なんでイマになって、だらだらするなって……そんなコトいうの……」

「!?　氷莉、お前……」

　最初のほうはともかく、子供の頃ころを語っている氷莉は、隆良に言われたコトだけを引き合いに出してはいない──どうやら、自身の過去と混同させてしまっているらしい。

　だが──それによって、隆良も何となく察する。氷莉も魅神と恐おそらく同じで、過去に敬遠されていた経験があったのではないか。そしてそれがイヤになり、雪女などと噂うわさされても、一人でいることを──まあついでに、だらだらするコトを望んだのか。

　だとすれば──隆良が今、氷莉に思うコトは。

（……この世間知らずに……それじゃダメだって、教えてやんねーとな……！）

　氷莉を、助ける──最初からの目的ではあるが、今の隆良は、更に強く思っていた。

　とはいえ、どうやって──そんなコトを考えている内に、先ほどよりも攻撃的になった氷莉が、夜侘を操あやつりながら炎ほのおと氷の合わせ技わざを繰くり出してくる。

「！　う、うおおっ……危ねぇっ！　くそっ……避よけきれねっ！」

「……にげ、ないで……そんなの、ムダなんだから……」

「…………逃げてるワケじゃねーんだな、コレが」

　ニヤリ、微かすかに笑みを浮うかべた隆良が──逃げ回るフリをして、氷莉の右手側へと走っていく。怪け訝げんそうに生気に乏とぼしい眼を向けてくる氷莉だが──次の瞬しゆん間かん、軽く悲鳴を上げることになった。

「────あ、あつっ」

　氷莉の背後を襲ったのは、夜侘の灯す炎──とはいえ、夜侘が正気に戻もどったワケではない。炎を灯そうとする夜侘と、標的の隆良の間に、氷莉がいた──それだけのコトだ。

『目視した箇か所しよに火を灯す』夜侘の能力は、逆に言えば障害物があれば、その先は目視できないから火をつけられない。間にあったモノに、火を放ってしまうだけだ。

　が、夜侘の炎を身に受けた氷莉が──

「……あれ……？」

　ほんの一瞬、瞳ひとみに生気を宿したのを、隆良は見み逃のがさなかった。もう瞳の輝かがやきは消えているが──やりようによっては、氷莉の凍こおり付いた心を融とかすコトができる、というのが分かった。それだけでも、収しゆう穫かくはあったと言える。

　とはいえ、どうやって──心を凍らせる能力を持った本人が、自らの心を凍らせようとしているのだから──生半可なインパクトでは、足りないだろう。

　何か──何か無いか、手て掛がかりは──と考える隆良のこめかみ……というより目の奥が不意に痛み、氷莉と交かわしたやり取りがフラッシュバックする。




『い、イテテ……おっかしいな……四日目も、お前と会ってたよな……？　ちょっと待ってくれよ、思い出すからよ……』

『……たからパパ、いいよ……そんな、ムリしなくって……』

『いや、そういうワケにもいかねーだろ……もうちょっとなんだよ。あと、もうちょっとで、思い出せそう──』

『──おもいださなくて、いいよっ！』




「──!?　……これ、か……？」

　普ふ段だんはだらだら間延びして、自じ堕だ落らくで、ぼんやりとしていた、あの氷莉が──大声を出してまで、隆良が思い出すのを拒きよ否ひした記き憶おくだ。この後、氷莉は隆良の頭を抱だきしめてきたが、恐らく思い出そうとした行こう為い自体を、忘れさせようとしたのだろう。しかし魅神が途と中ちゆうで起きたコトで中断され、記憶の封ふう印いんが中途半はん端ぱになっていたのか。

（……むしろ、だからこそ今、あの時のコトを思い出せたんだろうな……ここは素す直なおに、魅神に感謝しとくか……）

　とにかく、これで本当に思い出さなければならないコトは、ハッキリした──封じられた記憶の中で、更に厳重に二重鍵かぎをかけられているような、そんな記憶──氷莉と出会ってから、四日目の記憶だ。

（……つっても……）

　あの氷莉が、声を張り上げてでも思い出されたくない事だ。もしかしたら隆良自身、本当は思い出さないほうがいいのかもしれない。それは──隆良が想像する以上に、陰いん惨さんな記憶なのかもしれない。

　けれど、それでも──氷莉を救う可能性があるのなら、今思い出さねばならないのだ。

　……とはいえ、まず大前提として──どうやって、というのが問題なのだが。

（……何か、ショック療りよう法ほうとか……魅神の電でん撃げきとか？　……うえぇ……しんどい……）

　そもそも、その魅神が今、閉じ込められて動けないのだ。先ほどは息切れしていたようだが、改めて電撃を繰り出し、氷の壁かべを削けずろうと躍やつ起きになる声が聞こえてくるが──魅神が出てくるのを待っている間に、氷莉が限界を迎えてしまうかもしれない。

「……くそっ、こーなったら、床ゆかに頭でも打ちつけて……って、ん？」

　そこで、隆良が違い和わ感に気付く──先さき程ほどまで自分に襲おそいかかっていた炎が、今は不思議と落ち着いている。夜侘は──棒立ちの状態になって、何やら呟いていた。

「……なんで、アタシ……隆良と、戦ってるの……？　アタシ……隆良と、戦いたくない……そんなコトのために、強く、なったワケじゃ……」

「！　夜侘っ……！」

　操られてから少し時間を経たからか、氷莉の支配が弱まっている──氷莉もそれに気付いたのか、改めて『心を凍らせよう』と夜侘に抱き着いていった。

　氷莉の冷気が、夜侘を包む中──隆良が、声こわ高だかに叫さけぶ。

「おい、夜侘ぃぃぃ！　しっかりしろっ！　お前、二度も三度も、いいように操られてんじゃねーよ！　思いっきり抵てい抗こうしろっつーの！」

「……！　ぁ、ぅぅ……隆良……？　アタシ、アタシ……」

「おお、俺はココだぞぉぉぉ！　目ぇ覚ませ！　朝だぞネボスケぇ───！」

「う、う……あと、五分……あと五分、だけ……」

「その五分が命取り！　ダメだ二に度ど寝ねは！　頼たのむから起きろっつーの！　ああっ……こうなったら、アレしかねぇか……くそっ！」

　そう、アレしかない──揺ゆれる夜侘に向けて、隆良は一声、大きく吼ほえる。

「もし寝たら、夜侘っ……お前の厨ちゆう二に病びよう日記──朗読すんぞォォォいッ！」

「アタシ、ココロ、コオラセル……ソシテ、タカラのクチを、フウジル……」

「逆効果だったスンマセェ───ン!?」

　ちょっとチョイスミスだったらしい──かといって、ここで諦あきらめては終わりだ。隆良は再度、夜侘へ向けて呼ばわる。

「おい、夜侘っ……お前、『宿命の妹ソウル・シスター』を卒業して、成長したんじゃねーのかよ!?」

「っ……隆良……アタシはっ……うっ、くっ……」

「お前が歩むのは、ヒーローの相棒っつう、峻しゆん厳げんなる茨いばらの道とやらなんだろっ……だったら、そんなチャチな洗脳くれー、弾はじき飛ばせってんだ──なぁ、オイ！」

　氷莉の冷気に包まれ、それでも抵抗する夜侘に檄げきを飛ばすように──隆良が叫ぶ。




「お前はっ、俺の────『宿星の片割れスター・パートナー』なんだろーがぁぁぁ！」




　その言葉が、夜侘の耳に届いた瞬間──

「────アタシ、は……隆良の……宿星の……」

　夜侘の瞳に生気が宿り──ぼんやり霧きりがかかっていたような思考が、晴はれ渡わたる。

（……アタシ、また隆良に……助けられた……）

　また、隆良に助けられて、それが嬉うれしくて──だけどそれ以上に情けなくて、何だか恥はずかしくて──穴でも掘ほって埋うまりたくなってしまう夜侘だが、

（……それだけじゃ、ダメなんだっ……！）

　もう、そこで終わる気はない──『宿命の妹』は卒業して、成長して、隆良の『宿星の片割れ』などと名乗っている夜侘は──今ここで、己おのれがやるべきことを叫ぶ。




「今度はっ、アタシがぁっ……隆良を────助けるんだからぁぁぁ！」




　そうでなければ、『宿星の片割れ』なんて、恥ずかしくて名乗れない──心を凍らされていた反動か、夜侘の右みぎ眼めが強い真しん紅くに輝くと同時に、今日一番の大火を巻き上げる。

「え、よわび、ちゃ──きゃうっ」

　夜侘に抱き着いていた氷莉も、思わず引き離はなされてしまう勢い──その大火力を目の前にして、隆良の瞳が鋭するどく輝いた。

（───千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンス──！）

　氷莉は先ほど、夜侘の火を喰くらい、一いつ瞬しゆんだけだが瞳に光が宿っていた──つまり、氷莉の『心を凍らせる』という能力は、やはり刺し激げきによって解除できるのだろう。

　だが、隆良の封じられた記憶は厳重だ──チャチな刺激では、足りない。しかし今ならば、と隆良は夜侘に向けて要よう請せいする。

「夜侘ぃ！　その火力──俺に向けろぉ───！」

「ふ……にゃっ!?　え、隆良っ……なに言ってるの!?　冗じよう談だんでしょ!?」

「冗談なんかじゃねぇ……それくらいの刺激がねーと、思い出せそうもねーんだよ！　俺の凍り付いてる記憶を、文字通り融とかしてくれっ！」

「えっ、えっ……き、記憶が、凍り付いて……？　え、よく分かんないけど……でもそういうの、外側から火をつけたからって、解決したりするの……？」

「いいから早くしろぉー！　間に合わなくなっても知らんぞぉ───！」

「せ、切せつ羽ぱ詰つまったサイヤ人の王子状態!?　う、う～っ……し、知らないんだからねっ!?」

　説明している暇ひまはない、夜侘の大火も一時的なモノだろうし──今しかないのだ。

「う、うーっ……ごめんね、隆良──『其の業火は愛の鞭ヘル・ズイ・ウイツプ』！」

「わざわざ技名まで付けてくれてどうもぉー!?　ぐっ……ぐおぁぁぁぁっ!?」

　大火に巻かれ、その熱気に包まれながら、封じられた記憶を掘り起こそうとすると──

（ぐ、ううっ……!?　おぉお……きっ……キタキタキタァ!?）

　本当に──封じられていた記憶が、開け放たれていく。

　果たして、氷莉が封じた、出会って四日目の記憶とやらには──一体、いかな過去が隠かくされているというのか──







　幼き日の隆良が、氷莉と出会ってから四日目──いつものように、隆良は彼女の隠れ住む家の──『元・開かずの間』までやって来ていた。

　もう、そこは『開かずの間』ではない。氷莉が開けてくれさえすれば、隆良は入れるのだ。何となく懐なつかれているのだろうか、と隆良も子供心に嬉しくなる。

『さーて、今日もだらだらしてんだろうな……って、アレ？』

　その『元・開かずの間』の前まで来た隆良は、少し意外な光景を目にした──扉とびらは既すでに、少しだけ開いていたのだ。隙すき間まが開いているのだから、凍り付いているどころか、鍵さえ掛かけている様子は無い。

『……？　珍めずらしいな……でも、まあ……』

　今日も隆良が来ることは、氷莉も分かっているだろうし──開けておいてくれたのかもしれない、と前向きに考える。

　なら、そのまま入ってしまってもいいと、そういう意思表示だろう──勝手にそう考えた隆良は、ノックさえせず、扉に手を掛けた。

『おーっす、氷莉、元気かぁ？　お邪じや魔ましまーっす』

　けれどそこで──隆良は、見てはいけないモノを、見てしまった。

　先日、目にしたのと変わらぬ、凍り付いて白銀に輝く部屋。

　部屋の壁かべ際ぎわに置かれた、大きなベッド。

　それ以外には、大した飾かざり気けもない──そんな殺風景な、部屋の中心に──

　隆良は、その光景を────目まの当あたりにした。
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　そう、そこに居たのは、氷莉──ただし、

『え…………えぇぇぇっ!?』

『へ、たからお兄ちゃ────えっ』

　──お着き替がえ中で、全ぜん裸らだったのである──！

『わ、わりっ、その、着替えてるとは思ってなくってよ……ま、まあワザとじゃねーから！　俺は別に気にしねーし！』

『わた、しが、きにする……あ、あう……み、みない、で……たから、お兄ちゃ……』

『？　え、なんか言ったか？　声が小さくて聞こえねーんだけど……』

『っ……だからっ……そんっ……ジッ、と……みな、み、み、み……』

『何？　おい、氷莉……何を言ってんだ？　おーい？』

『っ……～～～～ッ』

　無神経男、三年前から変わりなし──氷莉の声が聞こえなかったから、お着替え中の氷莉へと普ふ通つうに……ふっつぅーに、近寄っていったのだ。

　これには、さすがの氷莉も顔を真っ赤にし──

『き────』

『ん？　き……き？　なんて？』

『きゃ────っ!?』

『おわぁぁぁぁっ!?　な、なんだぁ!?』

　本当に、今まで聞いたコトのないような大声で、氷莉が悲鳴を上げて──驚おどろいてしまう隆良だが、しかしその記き憶おくはすぐに封ふうじられるコトになる。

『な、なんだよっ……いきなり叫さけぶなよ！　ったく、鼓こ膜まくが破れるかと──』

『わわわわすれりょ───！　ちょいや───っ！』

『え、なんかいつになくテンション高っ────あ、あべし───!?』

　氷莉が人差し指と中指を揃そろえ、隆良の眉み間けんを思い切り突つき──その『異能』を注ぎ込み、隆良の記憶と心を凍こおらせる。

『はぁ、はぁ……か、かえって、たからお兄ちゃん……はやくっ。ごー、ほーむっ』

『……イエッサァ……氷莉様の、仰おつしやるトーリに……』

　そして、隆良は本当に帰った──家に、帰った。隣となりにある『母方の実家』ではなく──そこからはそれなりに離れた、隆良が住んでいる街まで、徒歩で。

　両親はもちろん驚き、怒おこったが──隆良は氷莉の記憶ごと、完全にすっぽりと忘れてしまっているので、説明のしようもなかったという。

　氷莉とは、母方の実家にいたはずの五日目に『会いにいかなかった』のではなく──そもそも、隆良は帰ってしまっていたのだった。




　そう、つまり氷莉が記憶を封じ、己の存在を忘れさせてまで、思い出させたくなかったコトとは────隆良に全裸を、見られたコト。

　幼き日の氷莉の──乙女おとめの『裸はだか』の、記憶である──！







「────ハ・ダ・カッ・かぁ───いッ！」

「…………ふやっ？」

　記憶を取り戻もどした隆良が、真っ先に叫んだ一言に──生気の無い瞳ひとみをしていた氷莉が、思わず変な声を漏もらしてしまう。

　が、それどころではないと言うように、夜侘が隆良に声を掛けてきた。

「た、隆良っ……床ゆかっ、床に転がってぇ！　服とか燃えちゃってるよぅ!?」

「分かってるっつぅの、チックショォォォ！　やってられっかぁぁぁ！」

「……た、隆良……？　なんか、すごい荒あれてるけど、急にどうしたの……？」

　首を捻ひねる夜侘だが──隆良は大きく息切れしながら、なおも叫ぶ。

「スッゲェーもったいぶってるし、なっかなか思い出せねーから、殺害現場でも見ちまったんじゃねーかとか、死ぬほど身構えまくってたのに……なんっじゃそりゃあぁぁぁ！　『一体、いかな過去が隠されているというのか──』じゃねーよ！　陰いん惨さんさゼロだよ！　俺の緊きん張ちようを返せ！　あああもぉぉぉ！」

「……え、や、あ……たからお兄ちゃん、まさか……」

「ただ単に──ガキの頃ころの氷莉の──全裸を！　見ちまっただけじゃねーかぁぁぁ！」

「──────」

　そう、完全に記憶は戻っている──そんな隆良に、氷莉は、

「……えふぇえぇぇ……？」

　変な声を漏らし──が、次の瞬しゆん間かんには、

「…………～～～～っ!?」

　ボッ、と顔を真っ赤にした。氷莉のそんな顔を見るのは、幼き日の隆良はともかく──夜侘は、初めてだったという。

「……氷莉ちゃん、ど、どーしたの……？　って、あっ……でも！」

　氷莉の瞳には、生気が戻ってきている──今は少なくとも、自分の心を凍らせていないし、閉じこもってしまっているワケではないようだ。

「ぅ、ぅぅ～っ……たからお兄ちゃん、なんで……なんで、おもいだしちゃったのぉ……？　ダメだって、いったのにぃ……」

「いや思い出すわ！　つか、そんなコトで人様の記憶を封印すんなぁぁぁ！」

「そんなコトじゃ、ないもん……ふゃうぁぅぅ……」

　紅潮した顔を両手で押さえ、氷莉はうずくまる──すると冷気に包まれていたドームが、完全にとはいえないまでも、先ほどよりは落ち着いてくる。

（……まさか、恥はずかしがって頭に血ぃ昇のぼって、血行とか良くなって……体温が上がったりなんかして……その影えい響きようで……？）

　だとすれば、もう少し恥ずかしがらせれば──ちょっとワルい顔になった隆良が、氷莉へと耳打ちする。

「……お前、裸見られて、それで恥ずかしかったのか？」

「っ……ぁ、ぅ……あ、あたり、まえ……」

「普段はだらだら、ぽやーっとして、人をこき使ったりするクセに……一応ちゃんと、羞しゆう恥ち心しんは持ってんだなぁ？」

「ぅ……ぅぁぅぁ、ゃ、ゃぁぁ……」

「それで──ガキの頃、裸やら見られて、どんだけ恥ずかしかったのか詳くわしくどーぞ？」

「～～～～っ。～～～～っ」

　床にうつぶせて、手足をバタバタとし始めた氷莉──すると、更さらに冷気が収まっていき、室温が最初に比べればそれなりに上がってくる。

（まだ冷えてるんだろうけども……温度差で、かなり暖かくなったように感じるな……）

　氷莉への言葉責めが功を奏したか──ちょっぴりＳが入ったゲル男が満足そうな表情をしていた、次の瞬間──

「────『雷らい塵じん』────ッ！」

「へ──うおおおお！　み、魅神!?」

　氷の牢ろう獄ごく──どうやらまだまだ堅けん牢ろうだったそれを、ついに魅神が電でん撃げきでぶち破ってくる。そんな魅神に、横から夜侘が補足するように口を挟はさんできた。

「あ、そういえば……アタシがさっき炎ほのおを出した時、魅神が閉じ込められてたトコとかも、ちょっと融とけかけてたかも……」

　要するに、魅神側を内とし、夜侘側を外として──内外からの効果も合わさり、氷の牢獄も耐たい久きゆう性せいが落ちていたようだ。

　何はともあれ、無事に脱だつ出しゆつしてきた魅神に、隆良が声を掛ける。

「お、おう、魅神……おつかれ──」

「……氷莉ちゃんは？」

「へ？　ああ……ほれ、そこだよ」

「……そう、分かったわ……」

「！　あっ……そいつ、もう我に返ってるみてーだから、あんまり──！」

「大体の状じよう況きようくらい、見れば分かるわよ……ふうっ」

　息切れを抑おさえるように、呼吸を整えながら──魅神はうずくまる氷莉へと歩み寄る。

　と、そこで近寄ってくる魅神に気付いた氷莉が、我に返って後ずさる。

「こないでっ……わたし、『だらだらおーこく』で……だらだらするんだから……」

「……まだ、そんなコト言ってるの？」

「こっ……こないで、ってばっ……えいっ……！」

　凍り付いた床に手を突いた氷莉が異能を放ち、魅神へと氷を隆りゆう起きさせていき──魅神の足元から、徐じよ々じよに上方向へ向けて身体からだを凍らせていく。

「っ…………」

「！　おいっ……魅神っ！」

「バカ隆良────来ないでっ！」

「──んおっ!?　つっても、おいおい……」

　制止され、足を止める隆良──氷莉はなおも異能を放ち、魅神へ言葉を投げつける。

「っ……みかんこそ、こないで、っていってるでしょっ……なんなの……？　みかんママなんて、よんでたから……カンチガイ、しちゃってるのっ……？　あんなの、かぞくゴッコなんだから……あなたのコト、ママとか……ホントはおもって、ないからっ……」

「………………」

「だから……こないでよっ……こおりづけに、しちゃうよっ……？」

　言葉通り、魅神を覆おおう氷は、次々と身体に広がっていく──このままでは、本当に全身が氷こおり漬づけになってしまう──と、その時。

「すうっ────はぁぁぁぁっ……！」

　ピリッ、と魅神の身体から、電撃のビットが湧わきあがる。『雷らい陣じん』か──と思いきや、それは周囲には広がらず、何と魅神の身体へと巻きつくように集束していき、

「────やぁぁぁぁっ！」

　自身を覆っていた氷を破は砕さいし、吹ふき飛ばしてしまった。

　小刻みに震ふるえる電撃のビットを、鎧よろいのように纏まとった魅神が──一言呟つぶやく。

「──『雷らい震じん』──」

　電撃の鎧──それが魅神の、新しい技わざのようだ。

（……また増えた……アイツ、一体どこの何を目指してんだ……）

　何だかもう、遠い眼めをするしかない隆良はともかく──氷を弾はじき飛ばされて、氷莉はもはや後ずさるしかない。

「え、あぅっ……こ、こないでよっ……や、やだー……」

「………………」

「おころうと、してるでしょー……ゼッタイ、そうだぁー……ぅぅー……めんどいよう、おこられるの、キライなのに……」

「…………氷莉ちゃん」

「っ…………！」

　名前を呼ばれ、ビクリ、体を震わせる氷莉に、魅神はおもむろに近づき──電撃の鎧を霧む散さんさせてから。

「────つかまえたわよっ！」

「────えっ？」

　出来る限り、電気を抑おさえながら──魅神は氷莉に、抱だき着いた。

　突とつ然ぜんのコトに、隆良達も──抱きしめられている氷莉も、目を丸くするしかない。

「えっ……み、みかん……な、なに……なんなのー……？」








[image: ]








「……私もね……氷莉ちゃんと、同じだったのよ」

「……えっ？」

　急に語り出されて更に戸と惑まどう氷莉だが、魅神の言葉は止まらない。

「私も、昔は独りで平気だって、ずっとそう思ってた……誰だれかと居ても気を遣つかうだけだし、任務に疲つかれてるのに話したりするのも億おつ劫くうだし、独りでいたほうが、気が楽だって……ずっと、そう思ってた……でも、チームを組んでからは、少しだけ……変わった」

「……みかん……？」

「無理やり仲間なんて作られて、そのクセに、もしも私のコトが今さら『いらない』なんて言われたら、って想像すると……ちょっと……まあちょっと、ホントにちょっと、ちょ～～～～っとだけ……多分、悲しくなっちゃう……わね」

　本質的に寂さびしがり屋やな少女の、相変わらずな素す直なおでない発言はともかく──魅神は氷莉を抱きしめながら、優やさしく言葉を続ける。

「氷莉ちゃんも、同じよね……だからバカ隆良に、会いに来たのよね？　誰かと居る楽しさを知ったから、誰かと一いつ緒しよに居たいって、そう思うように──なったのよね？」

「っ……わたしは、べつにー……そんな……」

「それでさ、たった一日二日だけっていっても、氷莉ちゃんは私達と居て──全然、楽しくなかったって、どうでもイイって、ホントに思ってる？　私達は、必要ない？　やっぱり一緒にいても面めん倒どうで、疲れるだけかしら？」

「そ、それはっ……ぅ……ぅ～～～っ……」

　答えに迷う氷莉に、魅神は少しだけ苦く笑しようして──氷莉の頭を撫なでてやる。

「ねえ、氷莉ちゃん──アナタがもしも、私達と一緒に居たいって、少しでも思ってるのなら……私はそのほうが、イイと思う。こんなところに『だらだらおーこく』なんて作って、独りでいるよりも、きっと楽しいわよ……私だって、そのほうが、その……」

「……？　みかん、も……なに？」

「……だから、氷莉ちゃんと、いるほうが……そのっ……楽しいと思う、からっ！」

「！　…………」

　素直でない魅神にしては、非常に頑がん張ばった一言だろう──隆良と夜侘は『普ふ段だんからそうなら……』と思わずにいられなかった、が──真心は、氷莉へとまっすぐに届く。

「……わたし……みんなと、いっしょにいて……いいかな？　……こおらせちゃったりしても、メイワクじゃ……ないかな？」

「大だい丈じよう夫ぶよ、さっきも見たでしょ。私はそれくらい、モノともしないし……夜侘ちゃんは火で融かしてくれるだろうし、隆良は別に凍こおらせちゃってもイイし」

「アルェー？　俺だけなんか、扱あつかい悪くね？」

「あ、でも……沙凪ちゃんには、ちゃんと後で謝らないとね？」

　隆良はいつも通りスルーして、優しい言葉をかけてくる魅神に──氷莉はなんだか、堪たまらない気持ちになって、目め尻じりから一ひと粒つぶ涙なみだを零こぼしてしまった。

「……わたし……じゃあ、みんなと、いっしょに……いたい……」

「……そう」

「イイ、のかな……メイワク、かけちゃうかも、だけど……いっしょにいて、イイのかな……ねえ、みかん……みかんママ……」

「……イイと思うわよ。ていうか……私が『ママ』役で、いいの？」

「っ……イイ、よっ……みかんママじゃないとっ……やだぁ～……」

　魅神の胸の中で、ぽろ、ぽろ、と氷莉はゆっくり涙を流す。

　魅神も氷莉と同じく、意地っ張りなところがあって──『異能』を持ったコトで苦労してきた者同士だからこそ、その気持ちも理解できるのだろう。それ故ゆえに、氷莉はこうして心のままに、素直な涙を零すことが出来るのかもしれない。

　そうして泣きじゃくる氷莉へと──今度は夜侘が声を掛かける。

「……よく考えたら『ママ役』が、一人じゃないといけない、って決まりは無いよね……」

「ひっく……えっ……？」

「……アタシも、氷莉ちゃんのママになってあげる！　……なんてねっ……氷莉ちゃん、よろしくねっ」

「っ……うん……うんっ」

　頷うなずきながら──氷莉は夜侘へと返事する。

「よろしくね…………よわびニャンコ」

「空気を読んで！　空気を読んで氷莉ちゃん！　アタシのハートはもうズタボロ！」

「あと……ぶっちゃけ、みかんママのからだ……ぴりぴりして、つらいぃ……」

「ここで私にまさかの流ながれ弾だま！　今だけでも我が慢まんしてほしかった！」

　夜侘と魅神、同時に空気をクラッシュされた瞬しゆん間かんだった──が、女子三人で姦かしましい中、隆良が氷莉へと語りかけていく。

「よーう、氷莉。どーだ？　散々ワガママ言った後で、スッキリできたか？」

「……うん、たからお兄……たからパパ、わたし……みんなと、いっしょがイイ……」

「……そーか、そうだな……で、俺もまた、パパ役か……ふむふむ」

　何やら二、三回ほど頷いた隆良が──不意に瞳ひとみに、怪あやしい輝かがやきを湛たたえる。

「んじゃあ──父親っつーのはな、子供やらが間ま違ちがいを犯おかした時は、容よう赦しやなく遠えん慮りよなく同情なく、思いっきりお仕置きしてやんなきゃいけないワケだ」

「──────え？」

　思いがけないコトを言い出した隆良に──氷莉が戸惑い、慌あわてて反論する。

「……え、でも、ヤクだし……そ、そこらへんは、カンヨウに、カンヨウにいけば、イイんじゃないかなー、ってぇ……」

「寛かん容ようは甘え。役だからって手を抜ぬく奴やつにゃ、ヒーローは務まらんですばい。それに間違えたらお仕置きしてやんねーと、繰くり返すコトもあるかもしんねーしな？」

「え、えぇ……くりかえさないよー……だ、だいじょーぶだから、だから……」

「ノン……ノンノンノン、ダメネ、ここは譲ゆずれないネ」

　変な喋しやべり方がクライマックスを迎むかえている隆良が、今まさにお仕置きとやらのため、手を突つきだすと──魅神と夜侘が、俄にわかに慌て始める。

「ちょっ……バカ隆良!?　待って待って……いやあの、私達がどいてから、よね？　いくらなんでも、このままやらないわよね？」

「あ、アタシ達にお仕置きの必要は、無いもんね？　だから、まずはアタシ達がどいてから……あのちょっと、氷莉ちゃん、離はなして？　ねえねえ、なんでアタシの……あと魅神の服、ガッチリ掴つかんでるの？」

　問いかけてくる夜侘に──氷莉、神しん妙みようそうな表情で、一つ呟つぶやく。

「……ショージキ、わるいとは、おもってるっ……」

「「──悪いと思ってるなら、離してぇぇぇ!?」」

「ハンセーしているっ……でもコーカイは……してないっ」

　氷莉もなかなかに、酷ひどい子である──なんだか逃にげられそうにない魅神と夜侘に、隆良はここ一番の笑え顔がおを見せた。

「まあまあ、そう言うなって──疑ぎ似じといえど、家族だろ？　ここは一つ、全員まとめて──仲良く、こう──ぶっ放されちまおうぜぇぇぇ！」

「「え、や……いやぁぁぁぁぁ!?」」

「いやぁぁぁ…………」

　魅神と夜侘が声を揃そろえ、氷莉が気の抜けた悲鳴を上げる中、隆良がついに──疑似家族（ニャンコ含ふくむ）へと、白はく濁だくたるゲルをぶっかける──！

「ヒャッハァァァ！　大体、子供の頃ころに裸はだかやら何やら見ただけで、記き憶おくを封ふうじられるとか冗じよう談だんじゃねぇんだよぉぉぉ！」

「そ、それ、私と夜侘ちゃんは関係なくない───!?」

「うるせ───！　もうココまで来たら、連帯責任だよチクショ───！」

「ぁ、ぁぁぁ……前回といい、今回も……コレガ『宿星の片割れスター・パートナー』ノ宿命ナノ……？」

　巻き込まれている魅神と夜侘は、悲しみに咽むせび泣いても良い。

　そして、今回のお仕置き対象たる氷莉は──

「……ふぐぅ……ベッドベト……でもなんか、ヨーグルトみたい……ふぎゃっ」

　……沙凪のようにはならないで欲しいが、果たして──！

　と、ちなみに、いまだに氷の台座に横たわりっぱなしの沙凪は、というと。

「ぅ、ぅーん……わたくし、わたくし今……死ぬほど損してる気がしますの……皆みんなの全身をベトベトにし尽つくすほどの、大量のゲルが、ゲルがぁ……むにゃむにゃ……」

『お嬢じよう様さま式ゲルセンサー』とやらで何か感じ取っているのか、随ずい分ぶんとハッキリした寝ね言ごとを漏もらしていたという──








　05　ただいま、事後処理中である（性的な意味ではない）──事後処理中なのである（決して性的な意味ではない）




　隆たか良らが『だらだら・プリズン・ロック』内で、氷こお莉り（と魅み神かんと夜よ侘わび）に大量のゲルをぶっかけ続けてから、彼女（達）は憔しよう悴すいしきって、ついに倒たおれてしまった。

　まあ、魅神と夜侘の尊い犠ぎ牲せいに関してはともかく──それによって氷莉は異能を解くに至り冷気も収まって、氷こおり漬づけだった学校はその氷を融とかしていくことになる。

　これにより──今回の事件は、俄かに収束を見せていった。校外へと出た隆良達は、その場で待機しているのだが、

「……もぉヤダ……着き替がえても、タオルでふき取っても、服の中まで……まだなんかベトベトしてる気がする……」

　被ひ害がい者しやＡ・雷らい轟ごう魅神が呟つぶやき、その横で被害者Ｂ・焔ほむら熾おこし夜侘が粛しゆく々しゆくと頷く。

　そんな彼女達に、加害者・下しも野の根ね隆良氏は──憐れん憫びんの表情で、小さく呟いてみせた。

「嫌いやな事件だったね……」

「アンタのせいだぁぁぁぁぁ！」

「あばばばばばばば!?」

　当然の報むくいと言わんばかりに、隆良を襲おそう電でん撃げき──まあ実際、こればかりは仕方ない。さて、それはそれとして、現在の状じよう況きようについて、夜侘がおもむろに報告してくる。

「政府の人達に、聞いてきたんだけどね……氷莉ちゃんの異能の影えい響きようで、凍り付いちゃってた人達もいたみたいだけど……異能が解けたら、皆、無事に回復したって。まあ大事を取って、病院には運ばれるみたいだけど……」

「おお、そりゃよかったぜ。……理り香かちゃん先生に折せつ檻かんされずに済むな……」

　その辺り、何となく怖こわかった隆良である。次いで、魅神も何やら報告があるらしく、話に割り込んできた。

「それと、さっきバカ隆良のせいで着替えたりしなきゃいけなくなってた時にさ……アリアから、連れん絡らくがあったわよ。校内に転がってるアウトロー達は、きちんと回収するから心配するな、って。あと、うちの学校のストレンジャーで操あやつられてた『久く遠どう郁ふみ』さん……だっけ。その人は、今も元気一いつ杯ぱいに校内を駆かけずり回ってるそうよ」

「ああ、あの時の、お前らに脅おどされて追い払はらわれた……よっぽど怖かったんだろな、可哀かわい想そうになぁ……」

「また電撃喰くらいたいの？　……それと……氷莉ちゃんに関して、だけど……」

　その言葉で──隆良の背中に隠かくれるようにしていた氷莉が、ぴくっ、と身動みじろぎした。一体、何を言われるのか──いつものぼんやりした表情なので微び妙みように読めないが、何となく緊きん張ちようしている気がする。

　そんな彼女に対し、魅神は神妙な顔をし──直後、その表情を和やわらげた。

「……身体からだのコトとか心配だから、氷莉ちゃんも病院に行くように、ってさ。まだ眠ねむってる沙さ凪なぎちゃんも一いつ緒しよに、ね」

「！　……アリアおねーさんが、そんなコトを……？」

「ええ……ホントに心配そうな声だったわ。後で直じき々じきに、身体も診みてあげるってさ。まあ、ストレンジャー専門のお医者さんみたいなトコもあるし……腕うでは確かだから、安心してイイわよ。……今回の事件に関しては、そりゃあ被害者の人達にはちゃんと謝らないとだけど……まずは、自分の身体を労いたわりなさい？」

「……うんっ……わかった、みかんママっ」

「あ、ちょっと、もぉ……抱だき着かないでってば──待って待って、ホント待って、氷莉ちゃん、まだゲルの名残なごりが残ってるじゃない。私コレ、せっかく着替えたのに、コレ」

　氷莉は着替えのストックがなかったらしい。一応、タオルで拭ふいて簡易的な事後処理はしているが──氷莉が着ている寒色系で露出度高めの服は、しっとり湿り気味だ。

　せっかく着替えたのに、とちょっぴり涙なみだ目めの魅神が、今度は隆良と夜侘へ声を掛かける。

「はぁ……あと、私達は事後処理が終わったら、直帰でいいってさ……ていうか、むしろ、出来るだけ寄り道せずに帰るように、って……」

「俺らは子供かっつーの。……つーか、さっきからアリアと、通信が繋つながらねーんだよな……やたら激しく戦ってたから、故障したのか？」

「……バカ隆良も？　私も、さっきの通信以降、連絡取ってみようとしたんだけど……どうしても繋がらないのよね。そりゃまあ、私達よりもアリアのほうが、事後処理に関しては圧あつ倒とう的に仕事が多いでしょうけど……『忙いそがしくなる』って言ってたし、それどころじゃ無いのかしら？」

　魅神の憶おく測そくに、隆良はそれでも怪け訝げんな表情で首を傾かしげる。

「ふーん……なんか、珍めずらしいな。いつもなら任務が終わったら、やたらと心配な声で通信を送ってくるのにな……つか、直接現場まで来るコトもあるし」

「んー……まあ、今回はかなり規模が大きかったからね。学校まで巻き込んで、一いつ般ぱんの人達にも危害が及およびそうになったワケだし……」

　その分だけ、アリアも対応に追われているのだろう──と、『学校を巻き込んで』という話が出た辺りで、氷莉が微妙に俯うつむいていた。

「ぁーぅー……あの……ごめん、なさいー……」

　思いがけず謝ってくる氷莉に、魅神が思わず慌あわててしまう。

「！　あ、いや……別に氷莉ちゃんにイヤミ言ってるワケじゃなくってね──」

「全くだぜ、ちゃんと反省しろよ、氷莉」

「!?　ちょっ……ば、バカ隆良!?」

　遠えん慮りよなしかっ、と諫いさめようとする魅神だが──しかし氷莉は、素す直なおに頷うなずいた。

「うん……ハンセイ、するー……もう、こんなコト、しないからー……」

「！　……氷莉ちゃん……」

「おーし、約束だぞ？　またこんなコトがあったら……今度のお仕置きは、こんなモンで済むと思うなよぉ……？」

「バカ隆良、脅おどかし過ぎでしょ！　こっちのほうが怖こわいし気持ち悪いわっ！」

　隆良のお仕置きを思い出し、それ以上を想像すると、本気でエグくて気持ち悪い魅神だが──しかしこうして、二人して氷莉と接していると、何というか──

（……ていうか、ていうか……なによコレ、コレじゃまるで、本当のパパとママのような……よう、な…………～～～～ッ!?）

「？　おい、魅神……なんだお前？　いきなり顔真っ赤にして……さっきの戦い寒かったから、風か邪ぜでも引いたんじゃ──」

「なっ──なに変な想像してんのよ、バカァァァ！」

「意外ッ！　それは平手ッ！　つーかなぜ殴なぐったし!?」

　真に変な想像をしている魅神を相手に、一方的に引っ叩ぱたかれた隆良は納なつ得とくがいかない。しかし、何となく魅神の妄もう想そうを察し、その雰ふん囲い気きを許せない少女が一人──

「──『引き裂け十字手刀はなれろにやー』！」

「へ……うおぁぁぁ!?」

「え……きゃあぁぁっ!?　よ、夜侘ちゃん!?」

　隆良と魅神の間に、クロスチョップで割り込んだのは夜侘──ふんすっ、と鼻息を吐はき、クロスチョップの勢いそのままに隆良の腕を確保した。

「うう～っ……さっきから、この『宿星の片割れ』の目の前で、何をイチャイチャしてるのよっ！　許さないんだからっ！」

「えっ、イチャイチャって俺、一方的に引っ叩かれただけなんだけども」

「！　夜侘ちゃん……？　べっつに、私はイチャイチャしてるつもりなんて、これっぽっちも無かったんだけど？　でもまあ、ニャンコ扱あつかいの夜侘ちゃんからしたら……そういう風に見えるのも、仕方ないのかしら？」

「……あ、なんかこのカンジ、懐なつかしいわ……俺を挟はさんで俺の話してんのに、俺だけ置いてけぼりにされてるような、このやるせなさ……」

　哀あい愁しゆうの漂ただよう隆良だが、しかし夜侘と魅神は、全く止やめる気は無いらしい。

「魅神……あんまり目に余っちゃうよーなら、このアタシの『焼滅の焔眼バニツシユ・フレアイズ』で、アナタを本気で思い知らせちゃうよ……？」

「へえ、夜侘ちゃん……イイ度胸じゃない。ちょっと覚かく醒せいしたくらいで、調子に乗ってるのかしら……？　私だって、前よりずっと強くなってるのよ……？」

「そして危険度は以前より格段に上である。話を聞かないお前らのコミュ力不足で俺の命がマッハでヤバイ。マジヤバイ」

　ここで魅神と夜侘がおっ始ぱじめれば、隆良は真ま面じ目めに命の危機である。ああもう、どうにでもなーれ、と隆良も投げやり気味になったところ──不意に氷莉が、笑い声を。

「ぷっ……あは、あははー……やっぱり、みんな、ヘン……あははっ……」

「！　氷莉……つか笑い声も、なんか微妙に気が抜ぬけてんな……」

「はあ……ホント、みんな、すっごいめんどいヒトタチばっかりで……」

「「!?　めめめ、めんどいって何よっ！」」

　息ピッタリで問い詰つめる魅神と夜侘に──それでも氷莉は、

「でもー……たのしい、かもー……あははー」

　相変わらず、微妙に気の抜けた笑い声を漏もらすのだった。

「……お前も、大たい概がいメンド臭くさいヤツだけどな……へへっ」

「むう……たからパパ、ひどいよー」

「いやいや……ホントのコトすぎて、反論の余地もねーだろが」

　まあ、隆良の言うコトも尤もつとも──と、そこで魅神が何かに気付き、声を掛けてくる。

「……氷莉ちゃんと、沙凪ちゃんのお迎むかえ……来たみたいよ」

「あ……うん、みかんママー」

　何となく──本当に何となくだが、寂さびしそうな顔をする魅神に比べ、氷莉は相変わらずあっさりした雰囲気である。……と思いきや、不意に隆良と魅神に声を掛けてきた。

「……ねー、たからパパ、みかんママ……わたしさ、フタリがいったよーにね、まあちょっと……ホントにちょっと、がんばってみよーとおもうんだー。……まあ、イロイロとメンドウなの、たしかだけどー……うん、がんばって、みるよ」

「……おー、頑がん張ばれ、頑張れ。つーか、ちょっとじゃなく、全力で頑張れ」

「ぅー、たからパパ、きびしすぎるよー……でも、うん、がんばるっ……だからさ」

　上うわ目め遣づかいで、くりっ、と首を傾かたむけながら──氷莉は言う。

「わたしも、みんなのナカマっていうのに……してね？　……ヤクソク、だよ？」

「……ま、そーだな……チームリーダーたる俺様の言うコト、ちゃんと聞くならな！」

「何言ってんのよ、バカ隆良……氷莉ちゃん、こんなアホの言うコト、気にしなくてイイからね？」

「……うん……えへ、うん……みかんママ」

　頷きながら、あっ、と思いついたように、氷莉が『ぽふっ』と手を叩たたく。

「あ、でもさー、わたしやっぱり……だらだらするの、ホントにスキだから……あまえさせてね？　……たからパパ、みかんママ」

「……はあ、しゃーねーなー……たまに、だからな」

「……私はスパルタだからね、あんまり期待しないでよ」

「んぅー……なんだったら、アマアマでも……わたしは、おーるおっけー、だよっ」

　まだ微妙に、だらだらしたい気持ちは強い模様──境きよう遇ぐうがどうのというより、やはりだらだらするコトに関しては、氷莉自身の趣しゆ味み嗜し好こうであるところが強いようだ。

　まあ、それはそれで仕方がないとして──隆良と魅神が、氷莉と話し終えたところに、夜侘もまた氷莉へ声を掛けた。

「氷莉ちゃん……なんかさ、アタシが望んだとはいえ覚醒させられたり、今日も操られちゃったりしたけど……」

「ぅ……う、うう、それは、ごめんだよー……」

「………………」

　素直に謝ってくる氷莉に、暫しばし無言で──しかしすぐさま、夜侘は笑え顔がおを見せた。

「仲間になるんなら──あんまりネチネチ言ってちゃ、気分悪いよねっ……これから、よろしくねっ、氷莉ちゃんっ！」

「！　……わたしのこと、ゆるして……くれるの？」

「うん……もう操ったりしないって、約束してくれたらねっ。アタシ達、ちょっと色々、対立してたみたいなトコもあったけど……ホントは、イイ友達になれるって思うんだっ」

「っ……あ、ありがと……ありがとー……」

　礼を言われ、照れ臭くさそうに頭を掻かく夜侘へと──氷莉が一言、付け加える。

「なかよく、してね……よわびニャンコ」

「なぜニャンコを貫つらぬくのか！　なぜニャンコを貫くのか！」

　解げせぬ、そんな夜侘の嘆なげきは、ただただ深い──

　さて、病院への迎えを待たせっぱなしにするのも、そろそろ悪いと思う頃ころ──氷莉は立ち上がり、車両のほうへと歩き出した。

　隆良達に見送られる中──不意に氷莉は立ち止まり、

「……あー、わすれもの、かもー……」

　踵きびすを返して、隆良の眼前まで歩み寄ってきた。

「？　おい、氷莉……どーした？　忘れ物って、なにが──」

「────えいっ」

「…………ふおっ!?」

　ギュッ、と隆良に抱だき着いた氷莉が、上目遣いで『にへへ』と顔を紅あかくし、綻ほころばせ──今度こそ離はなれて、隆良達に手を振ふった。

「それじゃ……またあした？　かなぁ……たからパパ、みかんママ……よわびニャンコ」

「……お、おう。またな。……なんだったんだ、今の？」

「……ん……氷莉ちゃん、よく休むのよ」

「ニャンコってぇ……結局ずっとニャンコってぇ……」

　怪訝な表情の隆良と、少しばかり顔を顰しかめている魅神と、ガックリと肩かたを落とす夜侘へ──氷莉は軽く手を振りながら、

「……それじゃ、また──わたしのこと……あまやかしてねっ」

　にこり、微笑ほほえんでみせてから、今度こそ車両に乗り込んでいった。

　氷莉の背中を見送った後──打ちひしがれる夜侘を尻しり目めに、魅神が隆良へ声を掛ける。

「……ね、ねえ、バカ隆良？」

「……んあ？　なんだよ、魅神」

「……いや、まあ……べ、別にどうでもいいんだけど、一応聞いとくんだけど……アンタ、氷莉ちゃんのコト……どう思ってたりするの？」

「ワガママで手の掛かかる、だらだら好きの変なガキ？」

「……そ、そう……ぷっ。まあ、アンタらしいわ」

「？　らしいって、なんだ？　何笑ってんだ……変なヤツ」

　全く要領を得ていない隆良だが、魅神は何やら満足そうだ。

　なんなんだ？　と首を捻ひねった隆良が──氷莉に次いで、担たん架かで車両へと運ばれている沙凪を目にし、何となく見送ろうと傍そばに寄る。

「……つーか、グッスリ寝ねてんな……まあ時間的には、もうかなり遅おそいし不自然では無いんだけども……それにしても今回コイツ、ほとんど寝てたんじゃね？」

　一度眠ねむると、本当になかなか起きない沙凪である。担架で運ばれながらも、眠りこける彼女が──しかし不意に、苦しそうに呻うめき始めた。

「うっ、う、あぁっ……うぁ、ううっ……！　ですの……！」

「────!?　お、おい、沙凪……沙凪っ、どうした!?　なんでだ……なんで呻き声にまで『ですの』を!?　おい、苦しいのか!?　それともどっかおかしいのか!?」

「ううっ……！　ゲルをっ……わたくしに、ゲルをっ……！　ｚｚｚ……ですの……！」

「さっさと連れてっちゃってください」

「ぅぅ……わたくし、今回コレだけなんて、あんまりですの……次は……次こそは、わたくしのターンですのぉ……」

「早く、急いで、ダッシュで連れてっちゃってください」

　狂くるおしい程ほどに促うながす隆良、沙凪はそのまま、担架ごと車両の中へと消えるばかり──

　まあ、何はともあれ──氷が融とけ、水みず浸びたしで掃そう除じが大変そうではあるが、いつもの光景に戻もどった学校を見上げ──

「おーし、まあ……一件落着、ってトコだな！」

　隆良が一言、締しめ括くくったのだった。







　全すべてを終えて帰宅する頃には、夜もとっぷりと更ふけていて──月明かりが照らす中、隆良と魅神と夜侘は、三人並んで帰っていた。

「まあ毎回、黒服の人達に車を出させんのも悪いしな……アリアの事後処理とかも手伝うだろーし、たまには月でも見ながら、のんびり歩くのもイイよな」

「にゃっ……!?　た、隆良が、情じよう緒ちよあるコト言うなんて……!?」

「おーし夜侘、なんか文句があるなら言ってみろォ。受けて立つぞコンニャロー」

「じょ、冗じよう談だんだよっ……あ、あうあう、や、止めてよう……」

　つんつんと小こ突づいてくる隆良に、あうあうとのけぞる夜侘──やれやれ、と魅神は首を横に振りながら、小さく口を開いた。

「でも、まあ……新市街のほうは平和なのよね。治安もイイし、旧市街と比べたらアウトローもほとんど見ないし、たまにはゆっくり歩いて帰るのも悪くない……かもね」

「お？　おお、魅神……なんだ、今日は珍めずらしく穏おだやかだな……アレか、氷莉と関かかわってたら、死し滅めつしてた母性本能が奇き跡せきの復活を遂とげて、少しは落ち着きが──」

「誰だれの母性本能が死滅してんのよ！　毎度毎度、余計なひと言が多すぎんのよーっ！」

「死滅してたのは思いやりだった！　あ、あばばばばば!?」

　言わなくても良いコトを口にする隆良も悪いのだが、確かに魅神も手が早い。相変わらず喧やかましい面々だが、しかしそれ以外は平和である。

「あ、あばば……ったく、相変わらずなんだからよ……でも、まあ──」

　月を眺ながめて歩きながら──ニヤリ、隆良が微び妙みように調子に乗った笑みを浮うかべる。

「この辺が平和なのも……この俺様が、日夜汗あせ水みずたらして、ヒーローとしてアウトロー共を取っ捕つかまえてるからだよな……うへへへっ……」

「！　ちょ、ちょっと隆良……隆良だけじゃなくて、アタシもでしょ！　相棒である、この『宿星の片割れスター・パートナー』を忘れちゃ、ダメなんだからぁ！」

「ん？　おーう……まあ確かにそーだな。お前もちゃんと貢こう献けんしてるしな。認めてやんぜ、がっはっは」

「ううー、上から目線ー……もっと評価すべきだよっ。相棒なんだよっ」

　調子に乗る隆良へと、文句ありげにだがじゃれつく夜侘──そんな二人のやり取りに、魅神も微妙に不満そうな顔をしていた。

「……また調子に乗って……ていうか、私のコト忘れてんじゃないわよ……」

「がっはっは……ん？　魅神……なんか言ったか？」

「……別になんでもないわよーっ、っだ！　ふんっ！」

「？　なんだよ、また不ふ機き嫌げんになって……って、ある意味いつも通りか」

　そっぽを向く魅神だが──隆良は気を取り直して、何やら大きく胸を張る。

「まあとにかくだ、この平和があるのも、ヒーローたるこの俺様が──『任務！』……に携たずさわり、アウトローを捕とらえ、街を守っているおかげで──」

「……ウホ？」

「ゲコ？」

「そう、ウホッ、ゲコ……って、ん？　……んん？　ウホッ？　ゲコ？」

　何となく、どこかで聞いたコトのある声──しかしあまり聞きたいとは思わない声だ。その声がしたほうへと、隆良達が視線を向けると、

「「「……[image: ]」」」

「…………ウ、ウホッ!?　お……お前らは、あの時の!?」

「げげっ……ゲコォ!?　『雷らい神じん』と……出たての芸人の!?」

「誰が芸人だぁぁぁ！　つか、お前らこそ……ごっ……『ゴリラ』と『カエル』!?」

　そう、彼らは以前に捕まえたはずの、『力を増ぞう幅ふくさせる異能』を持つゴリラさんと、『速度を増幅させる異能』を持つカエルさんだ。

　今いま頃ごろ、収容所にいるはずなのに、なぜ──思わぬ人物との再会に、隆良が戸と惑まどう。

「なんでお前ら、こんなトコにいやがるんだっ……!?　お前らは、確かに俺が……この、この俺が！　……捕まえたはずなのに……」

「いやちょっと待ってよバカ隆良、倒たおしたのも捕まえたのも、私なんだけど」

「魅神はちょっと黙だまってろ！　黙っててください！　くっそ……確かに俺が捕まえたハズなのにぃ！　なぜ……なぜこんなトコにぃ……！」

「……まあこんな小物二人組のコトなんて、どうでもイイけど……」

　何やら繰くり返し呟つぶやいて刷り込もうとしている隆良と、呆あきれ気味の魅神──そんな二人へと、カエルが指差しながら威い勢せいよく声を上げる。

「こっ……ここで会ったが百年目ゲコ！　あの時の電でん撃げきの恨うらみと恐きよう怖ふ、い、今まで忘れたコトは、ななな、なかったゲココ……こ、ここで恨みを晴らして──」

「……こ、こんなトコで再会するなんて、偶ぐう然ぜんウホね……少年」

「兄貴、何言ってんゲコォォォ!?　相手は仇きゆう敵てきゲコよ、仇敵！」

　盛せい大だいにツッコむカエルだが、ゴリラは鼻の頭を擦こすりながら隆良に熱ねつ烈れつな視線を送る。

　対する隆良は、顔を青ざめさせながら、引き気味に後ずさり──しかしそれとは反対に、夜侘が眼帯を外しつつ、不意に前へ出た。

「……むん？　何ゴリか、お嬢じようちゃん……俺に、何か用で──」

「……黙ってよ。ただでさえ複雑なのに、これ以上ややこしくされたら──コッチだって、たまんないんだからっ」

「？　何をワケの分からんコトを言っ──ゴ、ゴリィィィ!?　あっつぅぅぅ!?」

「──『無秒着火ゼロ・フアイア』」

　右みぎ眼めを真しん紅くに輝かがやかせ、ゴリラの鼻先を火で炙あぶる夜侘──男は苦手なほうで、少しばかり体は震ふるえ気味だが、それでも戦せん闘とう意い欲よくは満々のようだ。

「こ、この子、こんなに強かったんゴリか!?　こんなコトが出来るなんて、少なくともＢランクくらいはありそうウホ……ひ、人は見かけによらんゴリ……」

「──アンタ達、バカ隆良じゃあるまいし、私のコトも忘れてもらっちゃ困るんだけど」

「……ふごっ!?　ららっ、『雷らい神じん』ゴリ!?」

「……混ざって『雷神ゴリ』みたいな呼び名になってんじゃない。止やめなさいよね」

　そんな魅神の言い分に、隆良は『意外と合ってるかもしんねーぜ』と茶々を入れかけたが、真ま面じ目めに命の危機が訪おとずれそうなので、途と中ちゆうで止めた。

　そんなギリギリの感じで崖がけの上を行くような隆良は置いておくとして──ゴリラ達を睨にらみながら、魅神は己おのれの推測を口にする。

「まあ、何となく理解したわ──アンタ達、私達にリベンジするため、脱だつ走そうしてきたってワケね……いいわよ、相手してあげるわ。まあ、手加減しないけど──」

「へ？　……へっ!?　ち、違ちがうウホよ!?　俺らは、脱走なんてしてないゴリっ!?」

「ふん、しらばっくれないでよね。相手してやるから、かかってきなさいって──」

「い、いや、ホントでウホ───!?　俺ら、ある政府の人の名義で恩おん赦しやが出たとかで、釈しやく放ほうしてもらったんゴリよ───!?」

「……は？　誰の名義で、よ。適当なコト言ってんじゃ──」

「嘘うそじゃないゴリってぇ!?　だから、俺達に恩赦を出したのは──！」

　必死で身み振ぶりしながら──ゴリラはその名を、口にする。




「アリア・来くる武む・エリノア・ヴァルター──って人ゴリよぉぉぉ！」




「「「────え？」」」




　隆良達が声をそろえた直後、時が止まったかのような静せい寂じやく──その反応がよく分からないゴリラは戸惑っていたが、三人の中から、まず魅神が声を上げた。

「……適当なコト言ってんじゃないわよ。何でアリアがアンタ達に恩赦なんて出すのよ。下手な言い訳は、見苦しいって──」

「ほ──ホントゴリってぇ!?　嘘なんか吐つかんゴリ！　ていうか適当に名前出すほどアホじゃないゴリ！　ちゃんと恩赦を出してくれた人の名前を聞いてたから、言えたんゴリよ！　それに、俺達だけじゃなくて……収容所に居た他のアウトローも、一部が恩赦を出されてたんゴリよ!?」

「……何でそんなコトになってるのか、ますます意味分からないじゃない。アンタの言葉だけじゃ、信用できないわね」

　ゴリラの言葉は理に適かなっていないとは言わないが、魅神は信じられない──特に、アリアの名前を引き合いに出してきたのが、気に入らないようだ。

　そして今度はカエルを睨みながら、魅神は口を開く。

「それに──そこの『アジリティ』、ここで会ったが百年目とか言ってたじゃない。だったら、改心なんてしてない、ってコトよね──何かの手違いで釈放された可能性が高いわ。何だったら今ここで、収容所に送り返してやろうかしら」

「……ゲコ!?　いい、いや、違うゲコ！　ゴリラの兄貴がリベンジの気が無いなら、俺だって戦わんゲコよ!?」

「そ、そうウホよ！　リベンジなんて、コイツが勝手に言っただけゴリ！　俺は心を入れ替かえて──そっちの少年のために、生きると決めたウホのでね」

「……なんかそれ、なおさら悪いわよ……今すぐココで、排はい除じよしてやるっ……！」

「でえええ!?　何か電撃が、とんでもない勢いウホォォォ!?」

　トラウマがぶり返しそうなゴリラとカエルの前に、魅神だけでなく夜侘まで立ち塞ふさがり──新たなトラウマ到とう来らいの予感に、ゴリラとカエルは絶望するしかなさそうだった。

　が、しかしここで──隆良が何やら、考え込むような素そ振ぶりを見せる。

「……どういうコトだ……？　アリアが、そんなコトする理由もねーだろーけど……何なんだ、一体……アリアとは、相変わらず通信繋つながんねーし……」

　何やら、胸がざわついて仕方のない隆良が──ギリッ、と歯を噛かみ鳴らし、胸につかえる予感を取り払はらわんと、いきなり駆かけ出した。

「ワリィ、魅神、夜侘っ……ココは任せる。俺ちょっと、行ってくっから！」

「……えっ、バ、バカ隆良？　……ちょ、いきなり何よ!?」

「え──た、隆良……えっ？　ど、どこ行くのっ!?」

「なんか、悪い予感がするんだよっ……とにかく──行ってくっから！」

「だから、どこへ……ば、バカ隆良ぁーっ!?」

　魅神と夜侘の呼び声には、もはや振り返りもせず──隆良は脇わき目めも振らず駆けて行く。

　行く先は、そう──アリアがいるであろう『ストレンジャー対策課研究室』だ。







『ストレンジャー対策課研究室』の『室長専用研究室』の前に辿たどり着いた隆良が──その扉とびらを、勢い良く開け放った。

「────おい、アリア、いるかっ!?　……おっ、アリア！」

　室内で立ち尽つくすアリアの背中を見つけ、駆け寄って行く隆良が──そのままの勢いで、彼女へと声を掛かけた。

「今さっきよ、ほれ、前に捕まえたアウトローの……ゴリラとカエルに出くわしてよ、なんかアイツら、アリア名義で釈放してもらった、とかワケ分かんねーコト言っててな……お前と通信も繋がらねーし、だから、直接……おい、アリア、聞いてるか？」

「………………」

　しかしアリアは、微び動どうだにしない。一体どうしたのか、と隆良が首を捻ひねって再三にわたり声を掛けていると──ゆらり、ようやく彼女の顔が、隆良のほうへ向く──が。

「おっ、アリア、なんだよ、ボーっとして。無視されてんのかと────へ？」

「………………」

　しかしアリアの横顔は、どことなく切なそうで、儚はかなげで──哀あい愁しゆうというべきだろうか、妙みような雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。

　いつもと、明らかに様子が違う。訝いぶかしく思う隆良に、しかしアリアは再び顔を動かし、彼に後頭部を向ける。

　一体、どうしたというのか──それでも隆良は、根気強く話しかけた。

「な、なあ、アリア……ゴリラとか、カエルとか……あと、一部のアウトローとかに恩赦出して、釈放したってのは……マジなのか？」

「………………」

「……マジ、なんだな？　で、でもよ、なんか考えがあるんだろ!?　だったらそれ、俺にも教えてくれよ。……なあ、おい……アリア、聞いてんのか？　おいっ──！」

「隆良さーん……そこまでに、しときましょうよーっ」

「へ？　え……お、お前はっ!?」

　不意に部屋の隅すみ辺りから、声を上げてきた少女を目にし──隆良は驚おどろく。

「ル──ルリ!?　なんでお前、こんなトコに……怪け我がは、もういいのかっ!?」

「あ、はーいっ♪　おかげさまでぇ……もう、全快ですよっ！」

　ポニーテールになっているヴァーミリオンの長ちよう髪はつを、左右に元気よく揺ゆらしながら──前と変わらぬ人ひと懐なつっこい笑え顔がおを見せてくるルリに、隆良は逆に戸惑ってしまう。

「そ、そっか、そりゃよかった──じゃなくて！　だから、何でお前がココにいるんだっつの！　一体、なんで……あ、もしかして、今度こそマジで仲間に──」

「んーん、隆良さん……ごめんね、ルリがココにいるのは──仕事のため、なんだー」

「は？　仕事、って…………────!?」

　ニコニコと微笑ほほえみながら、ルリが取り出したのは──一丁のハンドガン。いかにも物ぶつ騒そうな『それ』を目にして、隆良の背中に嫌いやな汗あせが滲にじむ。

　しかし、対するルリは──笑みを絶やさず、隆良へと声をかけ続ける。

「ねえ、隆良さん──何も言わず、引き下がったほうがイイんじゃないかなー？　これ以上、変に口を出したりせずに……ね？」

「……は？　いや、何言ってんだっつの、アリアの口から納なつ得とくのいく説明を聞くまで、俺は絶対に──」

　引き下がらない──そう言い終わる前に、ダンッ、と発はつ砲ぽう音が室内に響ひびく。

　銃じゆう口こうを向けられていた、隆良は──

「ッ…………!?」

　弾だん丸がんが、顔の横をかすめるように過ぎ去った感覚を受け──どっ、と顔中に滝たきのような汗を流す。弾丸を放った張本人であるルリは──先さき程ほどと変わらぬ笑みを浮うかべていた。

「……引き下がりましょうよー……ね？」

「……っ……！」

　ニコやかな笑顔は、けれど本気の形相なのだ──引き下がらなければ、今度は外さない。口に出さずとも、そういう意思をヒシヒシと感じる。
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　ここは、引き下がるべきなのかもしれない──無理に問いただして、銃弾を受けて、どうにかなってしまうなど──バカバカしいだろう。

　そう思った、隆良は──

「……引き下がらねぇ。アリアから……ちゃんと説明、してもらうまでは」

「……そうですかー……残念ですー」

　それでも意志を曲げない隆良に、ルリの笑顔は消え、言葉通り本当に残念そうにする。

「ルリ……隆良さんのコト、本当に嫌きらいじゃないんですよー？　ううん、面おも白しろいし、なんだったら、むしろ好きなくらいなんですからー……だけど、ごめんねー」

「っ……ルリっ──」

「トーヤのためだから──ルリのコト、許してね？」

「いや、トーヤって、どういう……くそっ、コイツも人の話聞かねーなっ……！」

　今にも引き金を引こうとするルリから目を逸そらし、隆良はアリアの背中に叫さけびかける。

「おい、アリアっ！　お前は一体、何をしようとしてんだよ!?　おい、アリア──答えろっつーの、おいっ！」

「………………」

「何か考えがあんのなら、ちゃんと説明しろよ！　なあ、アリア──俺は、お前のコトを──信じてんだぞっ!?　聞いてんのかっ──」

「────隆良くん」

「！　……アリアっ……」

　ようやく聞けた、アリアの声──久方ぶりに聞いた気のするその声は、いつも通りの彼女の声で、隆良の心に安あん堵どがよぎる。

　──けれど、続く言葉で──その安堵は、断たち切られるコトとなる。




「────すまない────」




「…………えっ？」




　何の謝罪なのか──訳の分からない隆良に、けれどアリアは、もう何も答えない。ただ、背中を向け続ける彼女の横で──ルリが引き金に添そえていた人差し指に、力を籠こめる。

「隆良さんー……そういうコトだからー」

「っ……！　待て、ルリっ……おい、アリア！　おいっ──」

「ごめんね、隆良さん……それじゃ────お疲つかれ様さまですー」

「っ……アリア────！」

　アリアの背に、なおも手を伸のばす、そんな隆良には構わず────

　ダァン──……ルリの放った、無機質で素っ気ない銃声が、一発分──室内に、響き渡わたるのだった。








　あとがき




　四巻を手に取って頂けた喜びに打ち震ふるえております、初はつ美み陽よう一いちでございます。

　ただただ、ありがとうございます、と感謝の念を吐はき出すしかない芸の無い私に、「またか……チッ」と舌打ちしていただければ……逆にご褒ほう美びです。ありがとうございます！




　四巻では新キャラクターの『氷こお莉り』が登場いたしました。凍こおらせる異能の持ち主だから『コオリ』って、その安直さ加減には、初美はもう皆みな様さまから右ストレートでぶっ飛ばされるのも覚かく悟ごしなければならないレヴェルだと思います。ご褒美です。ご褒美です。

　それにしても、私の拙つたない描びよう写しやにもかかわらず、パルプピロシさんにはいつも通り魅み力りよく的な娘むすめを描えがいて頂き、いただ、き……なにこの娘っ子……超ちようチヤホヤしてェ……。

　こんな子に『パパー、ママー、おせわしてー』みたいに要求されようモノなら、もはや応じずにはいられません。朝から晩まで甲か斐い甲が斐いしく構い倒たおして、ご飯やら何やらお世話し尽つくして、眠ねむる前にはギュッと抱だきしめて人の温ぬくもりを教えてあげたいです。

　──そして最終的には「……きもちわるい」と罵ののしられながら──踏ふまれたい（出来れば素す足あしでお願いします）──もちろんご褒美です！

　──初美はドＭじゃないですよ！　仮にドＭだとしても、ドＭという名の紳しん士しですよ！




　しかしそんなドＭな私に、類たぐい稀まれなる僥ぎよう倖こうが──何と、ＧＡ文庫様で書かせて頂いている『優等生以上、フリョー未満な俺ら。』のイラストを担当してくださっている『さくらねこ様』が──今回『ライジン×ライジン』のイラストを、描かいて下さったのです……！

『ライジン×ライジン』でも、相変わらずの素晴らしいクオリティ……！　もはや初美の鼻血はダダ漏もれです……体中の血液が漏れ出ても、今なら幸せであったと断言できます！さくらねこ先生っ……この度たびは誠に、ありがとう、ござい、ました……ガクリッ（昇しよう天てん）。

　──そしてパルプピロシ先生も、何と『優等生以上、フリョー未満な俺ら。五巻』にて、イラストを描いて下さっております──生ける屍しかばね、初美陽一、復活致いたしました。漏れ出た血液の代わりに妄もう想そうを体内に注ぎ込み、今後とも突つっ走って参ります！

　それでは最後に、ありがとうございました──次回もまた、よろしくお願いします！
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